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栗本　 雨と紛争

雨 と 紛 争

ナイル系パ リ社会 における首長殺 しの事例研究

栗 本 英 世＊

The Rain and  Disputes  : A Case Study of the Nilotic  Pari

Eisei  KURIMOTO

   In many societies of the Southern Sudan, rain-makers  or, 
rain-chiefs are prominent specialists in politico-religious life. 
And the disorder of rain usually results in the accusation of some-

body, perhaps the rain-chief himself, who is considered to be 
responsible for it. 

   The Low-speaking  Pari is no exception. From 1982 to 1985 

many people were accused; some were ostracised and others 
killed. Since sorghum cultivation, the principal foodstuff of the 

 Pari, depends heavily on the highly irregular rainfall, their 
interest in rain is acute. 

   Through a detailed description of disputes among the  Pari, 
this paper demonstrates how the disorder of rain, a natural 

phenomenon, causes social conflict, as well as the system of ideas 
and behaviors that exists and operates in this context. The  Pari 
explain the disorder of rain in the light of their own  laws of 
causality. And it is shown that disputes resulting from the rain 
are very real political games as well as symbolic acts. The ruling 
age-grade is the decision-making body in these problems. 

   This has significance for many theoretical issues in Nilotic 
studies, such as the concept  of  jok, ritual murder of a divine king 
and the power relationship between a chief and an age organi-
zation.

＊ ジュバ大学
，国立民族学博物館研究協力者
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は じ め に

　 ア フ リカ の経 済 シス テ ム， と くに農 耕 と牧 畜 に と って ，雨 が い か に決 定 的 な 要 因 で

あ るか は言 うま で もな い。 農 耕 民 も牧 畜 民 も， そ の 生 活 を大 き く雨 に依 存 して い る。

この事 実 を念 頭 に お け ば， Ｍ ｂｉｔｉの指 摘 す るよ うに， ア フ リカ全 体 の ど の社 会 にお い

て も，雨 を コ ン トロー ルす る力 を 持 つ 「降 雨 師 」 （ｒａｉｎ－ｍａｋｅｒ）は重 要 な人 物 のひ と

りで あ り， 降雨 祈 願 が重 要 な共 同 儀 礼 の 場 で あ る こ とが納 得 で き る ので あ る ［ム ビ テ

ィ １９７０’：２１５］ｏ

　南 部 ス ー ダ ン地 域 も例 外 で はな い。 そ れ ど ころ か ， この地 域 は南 ア フ リカ と共 に，

降 雨 師 た ちが特 別 な階 層 を形 成 し， ほか の 人 間 た ちに ま さ る権 威 と権 力 を享 受 して い

る所 と して 知 られ て い る ［ム ビ テ ィ　 １９７０：２１６］。 ス ー ダ ンの諸 民 族 に関 す る古 典 的

な人 類 学 的研 究 の な かで も， Ｓｅｌｉｇｍ ａｎ 夫妻 は， 降雨 と降 雨 術 （ｒａｉｎ－ｍａｋｉｎｇ）の問 題

に大 きな 関心 を払 って い る ［Ｓ肌 ＩＧＭＡＮ　ａｎｄ　Ｓ肌 ＩＧＭＡＮ　 ｌ９３２：２３－２４］。　Ｓｅｌｉｇｍ ａｎ

夫 妻 に よ れ ば ， デ ィ ンカ （Ｄｉｎｋａ）， シル ック （Ｓｈｉｌｌｕｋ）， ア チ ョ リ （Ａｃｏｌｉ）， バ リ

（Ｂａｒｉ）， ロ トゥホ （Ｌｏｔｕｈｏ）， モ ル （Ｍ ｏｒｕ）， マ デ ィ （Ｍ ａｄｉ）等 の社 会 に降 雨 師 が み

られ る。 いず れ の 社会 にお い て も， そ の程 度 は 異 な るが ， 降 雨 師 は政 治 ・宗 教 上 の

指 導 者 的性 格 を 帯 び て い る。 Ｓｅｌｉｇｍａｎ は ど くに， デ ィ ンカ と シル ック の 降 雨 師 を
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図１ 調 査 地 の 位 置

典 型 的 な ，フ レー ザ ー的 意 味 で の 「神 聖 王 」 （ｄｉｖｉｎｅｋｉｎｇ）１）と捉 え て い る ［ＳＥＬＩＧＭＡＮ

ａｎｄ ＳＥＬＩＧＭＡＮ ｌ９３２：２３ユ。 以 上 の よ うに， 南 部 ス ーダ ンの 諸 社 会 にお け る政 治 と

宗 教 を 考 え る上 で ， 降雨 師 は きわ め て重 要 な存 在 で あ る と思 わ れ る。 しか しな が ら，

降 雨 師 と降雨 術 に 関 す る諸 問題 は， Ｓｅｌｉｇｍａｎ 夫 妻 以 降 ５０年 以 上 を 経 た 現在 で も，十

分 に解 明 さ れ た とは言 い難 い。 精 確 な 民 族 誌 的 資 料 の 蓄 積 が 必 要 で あ る２）。

１）Ｓｅｌｉｇｍａｎ夫妻のいう 「フレーザ ー的意味での神聖王」 とは，王が，祖霊 の化身であ ること，

民衆の福祉のために儀礼 的に殺害 される ことの二点を特 徴 とす る。　 　　　　 ・
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　 本 論 は，南 部 ス ー ダ ン ・エ クア ト リァ州 に 居 住 す る西 ナ イ ロー ト ・ル オ （Ｌｗｏ）系

の 民族 集 団 ，パ リ （Ｐａｒｉ）（図 １） に お け る，降 雨 師 と降 雨 術 を め ぐる社会 現象 の研 究

で あ る。 本 論 で は ，雨 を コ ン トロー ルす る専 門 家 に対 して ， 降 雨 師 で は な く 「雨 の首

長」 （ｒａｉｎ－ｃｈｉｅｆ）と い う訳 語 を 適 用 す る こ と に した。 これ は， こ う した専 門家 の 呪術

的 性格 よ り，政 治 的性 格 を 強 調す るた めで あ る。 また ， 単 に雨 に関 す る専 門家 とい う

の で は な く，社 会 に お け る政 治 ・宗 教 一 般 に広 く関 与 して い る実 態 を伝 え る の に も，

「雨 の首 長 」 の ほ うが 適 切 で あ る と考 え た。

　 パ リ社 会 に お け る雨 の首 長 と降 雨 術 を め ぐる社 会 現 象 は， しば しば 政 治 的 な紛 争 と

して 顕 著 に現 われ る。 な ぜ な らば ， か ん ば つ や 大 雨 が続 くと，人 々 は そ の責 任 者 と し

て ，雨 の首 長 を含 む 具 体 的 な 人 物 を 批 難 し告 発 す るか らで あ る。 パ リで は， こう した

紛 争 の結 果 ， １９８２年 か ら８４年 にか けて ， ４名 の男 が村 か ら追 放 され ， ４名 （男 女 各 ２

名 ） が 殺 害 され て い る。 これ らの 紛 争 は， 雨 を コ ン トロー ルす る力 を有 す る人 々 と，

彼 らか ら恩 恵 を 引 き 出そ う とす る， あ るい は彼 らに よ って もた らされ た 災 厄 を 除 去 し

よ う とす る人 々 との 間 で 政 治 的 な か け ひ きが 表 現 され る場 で あ る と考 え られ る。 ウ ド

ゥク （Ｕｄｕｋ）族 の 降 雨 術 に関 す る論 文 の な か で ，　Ｊａｍｅｓは， 降 雨 儀 礼 を単 な る象 徴

行 為 で は な く，社 会 ・政 治 的 策 略 が め ぐ らされ る きわ め て 現 実 的 なゲ ー ム に お いて ，

計 算 され た 行 動 を 遂 行 す るた め の 場 と解 釈 して い る ［ＪＡＭＥｓ　 ｌ９７２：３３］。彼 女 の解 釈

は， パ リの 事 例 を 考 え る上 で も有効 で あ る。

　 した が って ， 本 論 で は第 一 に， 一連 の こみ入 った 出来 事 ・事 件 の継 起 と して の紛 争

を 詳 細 １と記 述 す る こ と に留 意 した 。 この 記述 を通 して ， あ る種 の 政 治 劇 の 展 開 を た ど

る こ とが で き る。 そ して ， そ の劇 中 に お け る政 治 的操 作 の媒 体 の ひ とつ と して ， 雨 薬

（ｒａｉｎ－ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ）が 用 い られ て い るの が 明 らか に な ろ う。

　 ま た ， 雨 を め ぐる紛 争 は， か ん ば つ や大 雨 の結 果 生 じる社 会 的 危 機 に対 す る人 々の

原 因 究 明 と対処 の 表 現 で あ るか ら， 本 論 文 はパ リの災 因 論３》の 研 究 で あ る と も言 え る。

本 論 で は， 雨 にか か わ る災 因 論 を 「降雨 の 因果 論 」 と呼 ん だ。 降 雨 の 因 果 論 の 検 討 は，

ジ ュオ ク （ブωｏん）４）や チ エ ン （ｃｉｅｎ）５）とい った ，ナ イ ロ ー ト諸 民族 の世 界 観 の根 幹 に触

れ る概 念 の 考 察 とつ な が って くる。

２）Ｓｅｌｉｇｍａｎ夫妻以 降の成果 と しては，　Ｗ ．　Ｊａｍｅｓによ る Ｕｄｕｋの降雨術の研究 ［１９７２］があげ

　 られる程度であ る。

３） この用語 は長島信弘 ［１９８２，１９８３］に拠 る。長島の考え方 は，Ｅｖａｎｓ－Ｐｒｉｔｃｈａｒｄに基づいてい

　 る。

４）ジュオク，あ るいはジ ョク （ゴｏん）は，西 ナイロー トに広 くみ られる観念で神 ，精霊，力等 と

　 訳され る。 こ の 観念 に 関 す る代表 的な研究 として， ［ＬＩＥＮＨＡＲＤＴ　ｌ　９６１］，［Ｐ’ＢＩＴＥＫ　ｌ　９６３，

　 １９７１】，［ＯＧｏＴ　１９６１］等があ る。また，　Ｅｖａｎｓ－Ｐｒｉｔｃｈａｒｄによるヌエルのクオス （ｋｗｏｔｈ）概念 の

　 分析 ［エヴ ァンズ ープ リチ ャー ド　 １９８２：ｃｈａｐ・１－３］も， ジュオク概念の考察に不可欠である。
５）チエ ンは，英語文献では ｇｈｏｓｔｌｙ　ｖｅｎｇｅｑｎｃｅと訳 されている。本論第 ２章第 ２節参照。
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　 最 後 に ，紛 争 の 過 程 で 雨 の 首 長 自身 が殺 害 さ れ るに至 る の だ が ， この 事 件 はパ リの

よ うな平 等 主 義 的 （ｅｇａｌｉｔａｒｉａｎ）分 節 社 会 に お け る王 権 ， 首 長権 の在 り方 の問 題 につ

いて 考 え させ られ る。 そ して ， 言 うま で もな く， この 問題 は デ ィ ンカ に お け る 「漁 槍

の主 」 （ｍａｓｔｅｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｆｉｓｈｉｎｇ　ｓｐｅａｒ）６）の 生 き埋 め ， シル ッ クに お け る神 聖 王 権 と王

殺 し７）とい う， ナ イ ロー ト研 究 の 古典 的課 題 と直 接 に結 びつ いて い るの で あ る。

１． 序論　政治権力の所在 　一首長 どモジ ョ ミジ階梯一

　 パ リの 生 業 と社 会 構 造 につ いて は別 稿 で 論 じた こ とが あ る ［ＫＵＲＩＭＯＴＯ　 ｌ９８４；栗

本 ｎ．ｄ．］。 こ こで は， 本 論 との 関係 上 ，首 長制 と年 齢 階 梯 制 につ いて 概 観 す る。

　 パ リの 人 々 は， リプ ル

（Ｌｉｐｕｌ） と呼 ば れ る独 立

丘 の周 囲 に居 住 す る が ，

居 住 空 間 の 全 体 （「部 族

共 同体 」 と定 義 す る） は ，

六 つ の集 落 に牙 割 さ れ て

い る （図 ２）。

　 各 集落 は ひ と りの首 長

（γωα殉 を 擁 す る。 首 長

はそ の 集 落 の草 分 け で あ

る 優ｉ越 リ ニ ィ ジ （ｔｕｎｇ

ｒｗａｔｈ，　ｔｕｎｇ＝ ｌｉｎｅａｇｅ）の

出 身 で あ る。 ６人 の 首 長

の な か で は，殺 人 事 件 を

調 停 す る力 と雨 を コ ン ト

ロ ール す る力 とを兼 ね 備

え た ウ ィ ア トゥオ （Ｗ ｉａ－

ｔｕｏ）集 落 の 首 長 と，前 者

の 力 だ け を 持 つ コ ル

Village Population

Wiatuo 

Bura 

Kor 

Pugeri 

Pucwa 

 An ulumere

３，５９８

２，２７１

１，８８３

１，４５１

　 ９７５

　 ８３９

ｔｏｔａ正 ｌｌ，Ｏｌ７

(government census, 1983)

図 ２ 　６ 集 落 の 配 置 と 人 口

６） ［ＬＩＥＮＨＡＲＤＴ　 ｌ９６１：ｃｈａｐ．８］参 照 。 な お ，　Ｌｉｅｎｈａｒｄｔが ｍ ａｓｔｅｒ　ｏｆ　ｔｈｅ丘ｓｈｉｎｇ　ｓｐｅａｒと 呼 ん

だ 専 門 家 の こ と を ， Ｓｅｌｉｇｍ ａｎ 夫 妻 は ｒａｉｎ－ｍａｋｅｒ と 呼 ん で い る ［ＳＥＬＩＧＭＡＮ　ａｎｄ　ＳＥＬＩＧＭＡＮ

ｌ９３２＝１９５－２００］０

７） シ ル ッ ク の 王 権 に つ い て は ， ［ＳＥｕＧＭＡＮ　ａｎｄ　ＳＥｕＧＭＡＮ　ｌ　９３２：ｃｈａｐ．２，３］，［ＥｖＡＮｓ－ＰＲＩＴｃＨＡＲＤ

１９４８］，［ＬＩＥＮＨＡＲＩ）Ｔ　 １９５４］，［Ａ ＲＥＮｓ　 １９７９，１９８４］参 照 。た だ し ，　Ｅｖａｎｓ－Ｐｒｉｔｃｈａｒｄ も ，　Ｌｉｅｎｈａｒｄｔ

も ， シ ル ッ ク の 王 が 「神 聖 王 」 と して 殺 さ れ た と い う Ｓｅｌｉｇｍ ａｎ 夫 妻 の 説 に は 同 意 して い な い ｃ
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（Ｋｏｒ）集 落 の 首 長 とが 重 要 で あ る。ウ ィ ア トゥオ の 首 長 は，特 に 「雨 の 首 長 」 （ｒｗａｄｈｉ－

ｋｏｔｈ，　ｋｏｔｈ＝ ｒａｉｎ）と呼 ばれ ，６集 落 全 体 の首 長 とみ な され て い る。

　 パ リに お け る首 長 と は何 か。 首 長 と い う言 葉 か ら， わ れ わ れ は政 治 ・法 的 権 力 を備

え た人 物 を連 想 しが ちで あ る。 しか し， パ リの 首 長 はそ う した権 力 か らは ほ ど遠 い。

パ リ社 会 で ， 集 落 や 部 族 共 同 体 にか か わ る意志 決 定 ， お よ び犯 罪 の 処 罰 を 行 な うの は，

首 長 で は な く， モ ジ ョ ミジ ＠ φｏ吻 の と呼 ばれ る壮 年 の 年 齢 階梯 で あ る。

　 パ リの 年 齢 体 系 は， 年 齢 階梯 （ａｇｅ－ｇｒａｄｅ）と年 齢組 （ａｇｅ－ｓｅｔ）が組 み合 わ さ って 構

成 され て い る８）。 子 供 た ち は ６， ７才 に達 す る と，集 落 単 位 で 新 しい年 齢 組 に組 織 さ

れ る。 あ る年 齢組 にお け るメ ンバ ー の年 齢 幅 は ３， ４才 で あ る。 い った ん 年 齢組 が組

織 され る と， メ ンバ ー は一 生 同 じ

集 団 に と ど ま る。

　 ６， ７才 の子 供 か ら ７，８０才 の

老 人 まで ，常 に２０以 上 の年 齢 組 が

存 在 す る。 これ らの年 齢 組 は，年

長 か ら順 に ，長 老 （ｃｉｄｏｎｇｅ），モ ジ

ョ ミジ，若 者 （ａωｏＰｅ） とい う ３段

階 の年 齢 階 梯 に分 割 され て い る。

モ ジ ョ ミジ階 梯 を構 成 す る年 齢 組

の数 は決 ま って お り， 基 本 的 に は

４組 で あ るが ， ５， ６個 の 年 齢 組

を含 む こ と もあ る。

　 現 在 の 年 齢 組 の 名 称 と年 齢 階 梯

は図 ３の ご と くで あ る。 １９７７年 ，

キ ラ ン （Ｋ ｉｌａｐ）と タ ン ガ ク オ

（Ｔｈａｎｇａｋｗｏ）年 齢 組 が 長 老 に退

き， 以 来 アニ ュ ワ （Ａｎｙｗａ）以 下

四 つ の 年 齢 組 が モ ジ ョ ミジ階梯 を

構 成 して い る。

　 モ ジ ョ ミジを 構 成 す る年 齢組 の

年 齢 組 年 齢 階 梯

Ukwer 

Lilalo 

Kwara 

Bondipala 

 I  thiyio 

Yuuru 

 Kiln 

Thangakwo

７９，８０ｙｅａｒｓ

 Anywa 

Akeo 

Maridi 

Adeo

５２．３ ｙｅａｒｓ

Madan 

Morumaafi 

Bolish 

Lidit 

Dringa 

Teteu 

Ithatio 

Abou 

Ithilero  

I  thicungo

３８，９ ｙｅａｒｓ

Ｃｉｄｏｎｇｅ

　 （長 老 ）

Ｍ （）ｊｏｍｉｊｉ

　 （モ ジ ョ ミジ）

Ａｗｏｐｅ

　 （若 者 ）

３．４ ｙｅａｒｓ一

図 ３　 年齢組 と年齢階梯 （１９８５年 ）

８）パ リの人 々 は， この社 会 組 織 を 隣 接す る ロ トゥホ （東 ナ イ ロー トに属 す る一 民 族 集 団 ） か ら

借 用 した も の と認 識 して い るα 事 実 ， モ ジ ョ ミジは ， ロ トゥホ語 の ， モ ニ ョ ミジ （ηｏ妙ｏ吻 祉

ｆａｔｈｅｒｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｖｉｌｌａｇｅ）に 由来 す る と考 え られ る。 ま た， 歴 史 的 ・言 語 的 にパ リとも っと もっ な

が りの 深 い アニ ュア ク （Ａｎｙｗａｋ）で は ，年 齢 組 織 は未発 達 で あ る ［ＥｖＡＮｓ－Ｐｒｉｔｃｈａｒｄ　１９４０：４２］。
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栗本　 雨と紛争

な か で， 年 長 の 二 つ は特 に 「頭 」 （ｗｉｃ　＝ｈｅａｄ）と呼 ば れ ， 村 の 統 治 に責 任 の あ る人 々

で あ る。 現 在 の頭 は アニ ュ ワ と アケ オ （Ａｋｅｏ）年 齢 組 で あ り， それ 以 前 は キ ラ ン とタ

ンガ クオ 年 齢 組 が 頭 で あ った 。今 か ら数年 後 に は ，現 在 の モ ジ ョ ミジ全 部 が 引退 し，

マダ ン （Ｍ ａｄａｎ） とモ ル マ ー フ ィ （Ｍ ｏｒｕｍａａ丘）年 齢 組 を頭 とす る四 つ の 年 齢 組 が ・

若 者 階 梯 か らモ ジ ョ ミジ に昇 格 す る。

　 毛 ジ ョ ミジ は強 力 な統 治 団 体 で あ る。 公 的 な 意志 決定 は ，全 員 が参 加 で き る合 議 制

の下 で行 な わ れ る。 こ う した 会 議 の 場 で ， 議 論 を リー ドしま とめ あ げ る の が ，各 年 齢

組 の リーダ ー た ちで あ る。 リーダ ー に は リロ ー （ｌｉｌｏｏ）と い うタ イ トル が 冠 せ られ ，弁

舌 に秀 い で ，才 智 に富 み ， 胆 力 が あ り， か つ 思 慮 深 い 人 で な け れ ば な らな い。

　 モ ジ ョ ミ ジ階 梯 が い った ん 決 定 した こ と は大 きな 強 制 力 を持 って い る。 例 え ば ，犯

罪 に対 す る罰 と して ， モ ロ コ シや 家 畜 （山 羊 ， 羊 ，牛 ） の没 収 が決 定 さ れ れ ば， 被 告

が そ の行 使 を拒 否 す るの は不 可 能 で あ る。 ま た ， モ ジ ョ ミジ は ， あ る人 に暴 力 に よ る

制 裁 を加 え た り， と きに は村 か ら永 久 追 放 した りす る こ と もで き る。 そ して ， ス ーダ

ン南 部 で は国 家 に よ る統 治機 構 が弱 体 なせ い もあ って ， 地 方 政 府 もモ ジ ョ ミジの 決定

に は ほ とん ど干 渉 で きな い の で あ る。

　 モ ジ ョ ミジ 自身 は， 自分 た ち の役 割 を ど う捉 えて い るの だ ろ うか 。 彼 らにモ ジ ョ ミ

ジの 仕 事 と は何 か を 尋 ね る と，「昔 は部 族 間 戦 争 を組 織 し遂行 す る こ とで あ った が９），

今 は食 料 を 確保 す る こ とで あ る」 とい う答 え が返 って くる。 モ ロ コ シ生 産 が 雨 に 大 き

く依存 して るが ゆ え に ，「食 料 確保 」 の 問題 は雨 を め ぐる葛 藤 と密 接 に 関連 して い る

こ と は次 章 で述 べ る。 と もあ れ ，政 治 的 ，法 的 役 割 よ り， 食 料 の 問 題 に ウエ イ トが 置

か れ て い るの は興 味 深 い。

　 そ れ で は， パ リ社会 に お け る首 長 は ， い った い い かな る役 割 を埠 って い るの だ ろ う

か 。 モ ジ ョ ミジが 開 く会 議 に は ，首 長 の 出席 が不 可 欠 で あ る と いわ れ る。 そ，こで 首 長

は， 衆 議 の 一 致 を 待 って会 議 を しめ く く る役 割 を果 す 。 しか し， 議 論 の 途 中 で は， 首

長 は ほ とん ど積 極 的 に発 言 しな い。 議 論 を導 くの は， 年 齢 組 の リーダ ーた ちで あ る。

つ ま り， 首 長 の 役 割 は， いわ ば 「最 後 の ひ と こ と」 を発 す る こ とに あ る。

　 しか し， パ リの人 々 に と って ， 首 長 は単 な る会 議 の しめ く く り役 以 上 の 存 在 で あ る

こ と も確 かで あ る。 彼 らは次 の よ うな 表 現 を 用 い て ，首 長 とは何 か を説 明 す る。 いわ

く， 「村 （ρ吻 ｏ）が 存在 す るの は首 長 の お か げ で あ る」， 「村 と呼 ばれ る その もの こそ

首 長 で あ る」，「首 長 は，彼 に拠 って 議論 で き るよ うに， ジ ュ オ ク （神 ， 精 霊 ） が 与 え

た も うた もの で あ る」等 々。

９）部族間戦争 は，植民地 政府 （アングローエジプ ト政府） に よ る この 地域 の支配が確 立す る

　 １９２０年代まで盛んであ った。　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 一
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　序論では，パ リ社会における政治的 ・法的権力はモジョミジ階梯に集中しているこ

とを指摘 した。また，首長に関 しては，上の言明から，パ リの社会生活の根源とかか

わる存在であることがうかがい知れる。

　 もちろん，以上の記述だけでは，首長制 と年齢階梯制について十分な説明がなされ

たとはいえない。以下の本論における紛争の記述と分析を通 じて，モジョミジ階梯と

首長の役割，両者間の葛藤が明 らかになることにより，この不十分は補われると考え

る。そして，それはパ リ社会における政治構造の本質を垣間見せるはずである。

皿．　 自然 条件 としての雨 とその文化 的解釈

　 １． 雨 の 重 要 性 と 不 規 則 性

　 拙 論 で論 じた よ うに ［ＫｕＲＩＭｏＴｏ　 １９８４，１９８６］；パ リは農 耕 ， 牧 畜 ， 狩 猟 ，漁撈 ，

採 集 か らな る多 元 的生 業 を 営 ん で い る。 そ の な かで も， モ ロ コ シ栽 培 を根 幹 とす る農

耕 は ，食 料 供 給 源 と して 最 も重 要 で あ り， 多 くの エ ネル ギ ー と時 間 が 農作 業 に投 入 さ

れ る。 農 耕 が主 と して女 性 の仕 事 で あ る ア フ リカで は例 外 的 な こ と に， パ リ社 会 で は

農 耕 の労 働 の大 部 分 は男 性 に よ って 担 わ れて い る。 パ リの 男 た ち 自身 ， 自 らを牧 民 あ

る い は狩 人 で はな く， 「耕 作 者 」 （ｌｉＬＰｕｒｉ，　ｐｌ．１ψ吻 ８）１０）と して 認 識 し， そ れ を誇 りに し

て い る。

　 モ ロ コ シは， 主 食 で あ る カ タガ ユ （Ｋωａｎ）の材 料 で あ る。 また ， 社 会 生 活 に は不 可

欠 な モ ロ コ シ ビー ル （Ｋｏｎｏ）の原 料 と して も大 量 に消 費 され ６６ パ リの 農地 は肥 沃 で

あ り， ひ と りの男 が耕 作 す る平 均 １～ ２ｈａ の畑 か らは ，ふ つ う １年 の消 費 を ま か な う

に十 分 な収 穫 が得 られ る。 しか し，年 に よ る収 量 の 変 動 は激 しく，次 の収 穫 ま で に モ

ロ ゴ シを食 べ つ く して しま う こ と も しば しば あ る。 した が って ，常 に飢 え の危 険 に さ

らされ て い る彼 らに と って ， 十 分 な モ ロ コ シが 穫 れ るか ど うか は ，毎 年 き わ めて 切 実

な 問題 とい え る。 先 に述 べ た よ うに， 統 治 団 体 と して の モ ジ ョ ミジ階 梯 の第 一 の仕 事

は・ 食 料 （Ｋωａｎ＝ モ ロ コ シの カ タガ ユ ）を 確 保 す る こ とに あ る・
．また ，‘‘ｌｅｔ　ｔｈｅ　ｆｏｏｄ

とｏｍ ｅ” （ｋωａｎ　ｕｅｅ）とい うの は ，人 々 が ジ ュ オ ク （」ωｏｋ）に対 して行 な う共 同祈 願 （ｔａｍ）

で 最 もよ く用 い られ る文 句 の ひ とつ で あ る。

　 パ リめ 人 々が ， 十 分 な モ ロ コ シの 供 給 が あ る こ とを 常 に祈 って い るに して も，実 際

に は食 料 不 足 に悩 ま され る こと も多 い。 モ ロ コ シ の 生 産 量 を 限定 して い る要 因 に は

１０） ｔｉ一は人 を表 わ す接 頭辞 ， －Ｐｕｒｉは 「耕 作 す る」 とい う意 味の 動 詞 Ｐｕｒ・の 転 誰 で あ る 。
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表 １ １９７９年 ～ １９８４年 ８月 の 月 別 降水 量 （単 位 ミ リメ ー トル ）

月

　１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

total

１９７９

７８．０

３５．Ｏ

ｌ８．　Ｏ

ｌＯ２．　Ｏ

ｌ２１．７

８０．６

７６．９

１２５．３

１５．５

２５．０

　 ６．８

６８４．８

１９８０

　　５．５

７１．３

７９．７

１３３．５

１０２，ｌ

ｌ５６．５

２７５．３

３１．９

８０．５

２０。６

　　０．５

９５７．４

Ｅ
１９８１

｛
１９８２

［

　　６．９

７０．０

５５．９

１０６．７

６４．２

１９２．４

１１０．３

２０１．１

５９．９

１０．４

　　？

　　７．５

　　０．６

２１．８

１１６．１

１９６．８

８６．２

６１．１

９６．１

２１１．ｌ

ｌｌ９．７

１６．１

　　１．６

８７７．８十 α ９３４．７

１９８３

　　１，０

２８．６

６１．ｌ

ｌＯ．０

１８０．７

１ＬＯＯ，０

５４．９

１０５．８

１０４．６

５３．２

　 ４．２

７０４．１

ｔ
１９８４

　　１．６

５８．５

　 ４．７

９１．３

３５．６

７８．８

１８７．０

６８．０

ラフ ォ ン Ｒ．Ｄ．Ｃ・で の計 測 デ ー タ に よ る。 １９８１年 １２．月 ・１９８４年 ９月以 降 はデ ー タ欠 落

ｔｒ
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どの よ うな もの が あ る だ ろ うか 。 時 に は， 鳥 ， と く に大 群 で飛 来 す るハ タオ リ ド リ

（ｗｅａｖｅｒｓ）の 仲 間 が ， モ ロ コ シに致 命 的 な損 害 を 与 え る こ と もあ る。 しか し， 投 入 さ

れ る労 働 量 と生 産 技 術 を 一定 と考 え る と， 雨 が最 も決 定 的 な 要 因 で あ る とい え る。

　 かん ばつ だ けが モ ロ コ シ に害 を与 え るわ け で は な い。 雨 は多 す ぎて も，畑 を冠 水 さ

せ る こ とに よ り，収 量 を 損 な う。 ま た ， 開花 期 に大 雨 が 降 る と受 粉 が妨 げ られて ， 結

実 しな い こと もあ る。 つ ま り， モ ロ コ シの 育成 に は， 出芽 か ら出穂 ・開花 の 時期 ま で

に適 度 の降 雨 が 必 要 で あ る。

　 降 雨 に対 す るパ リの 関 心 の 高 さ は ，次 の事 例 に よ く現 れ て い る。 例 え ば， ‘‘ｌｅｔ　ｔｈｅ

ｒａｉｎ　ｃｏｍｅ” （ｋｏｔｈ　ｕｅｅ） とい う文 旬 も， 先 の ‘‘ｌｅｔ　ｔｈｅ　ｆｏｏｄ　ｃｏｍ ｅ” と と も に共 同祈 願

に お い て多 用 され る。 また ， モ ロ コ シの成 育期 に， 町 に居 住 す るパ リが村 か ら出 て き

た 人 に会 うと， あ い さつ の 一部 と して 「雨 は 降 って い るか 」 と聞 くの が ふ つ うで あ る。

雨 はパ リに とって 身 近 で 切 実 な 問 題 な の で あ る。

　 と ころで ， この地 域 で は， パ リの願 い に 反 して 降雨 は不 足 した り， 過 剰 で あ った り

す る こ とが ひん ぱん に生 じる。 降 雨 の パ タ ー ン と量 は きわ め て 不 規則 で あ る。 そ れ

は，二 つ の意 味 に お い て不 規 則 と いえ る。 まず第 一 に ，年 に よ る降 雨 の 変 異 は きわ め

て大 きい。 これ は ，表 １の デ ー タか ら明 らか で あ る。 この デ ー タ は ， 村 か ら約 ９ｋｍ

離 れ た 所 にあ る， ラ フ ォ ン地 域 発 展 セ ンタ ー （Ｌａｆｏｎ　Ｒ・Ｄ ・Ｃ．）で計 測 され た 。 この 場

所 は， プゲ リ集 落 の畑 が あ る地 域 に含 まれ る。 表 １に よ る と，例 え ば， モ ロ コ シの 播

種 ・出芽 期 にあ た る ４月 で は ，１９７９年 に はわ ず か １８．Ｏｍｍ で あ るの に， １９８２年 に は

１１６．ｌｍｍ もの 降雨 が あ った。 播 種 の あ と に降 雨 が 不 足 す る と， モ ロ コ シは 出芽 しな

いの で ， ２回 ， ３回 と播 種 を繰 り返 す こと を余 儀 な くされ る。 ま た ，結 実 期 に あた る

８月 を み る と， １９８３年 は ５４．９ｍｍ で あ った の が ， １９８０年 に はそ の 約 ５倍 の雨 が降 っ

た 。 以 上 の よ うな 年 ご との大 きな変 異 は ，天 水 に依 存 す るモ ロ コ シ生産 を不 安 定 にす

る主 要 な原 因 の ひ とつ で あ る。

　 第 二 に， 降 雨 の 量 とパ タ ー ンは ，場 所 に よ る変 異 が 大 き い と い う点 で 不 規則 で あ る。

つ ま り， この 地 域 で は， 同 じ日 にあ る場 所 の畑 に は激 しい雨 が 降 った の に ，数 キ ロメ

ー トル離 れ た 場 所 で は通 り雨 で す ん だ とい うよ うな ことが ， しば しば 起 こ る。 この ，

第 二 の不 規則 性 につ いて は， 測 定 デ ー タ はな い。 しか し， 日常 的 経 験 に照 ら して 妥 当

だ と い え る。

　 図 ４に示 した よ うに ，モ ロ コ シ畑 は，村 を 中心 と した 半 径 １０キ ロ メ ー トル ほ どの 範

囲 内 に ひ ろ が っ て い る。 そ して ， 集 落 が丘 を 中心 と して扇 形 に分 割 され て い るの と同

様 に ， 畑地 も集 落 毎 に分 割 され て い る。 つ ま り， あ る集 落 の メ ンバ ー は， そ の 集 落 の
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図４ 自 然 環 境 の 民 俗 分 類

前 面 に畑 を もつ 傾 向 が あ る。 した が って ，例 え ば ６月 頃 に ， あ る集 落 の畑 で はモ ロ コ

シが 人 の 背 た け ほ ど に成 長 して い るの に ，別 の集 落 の畑 に い くと ，雨 不 足 の た め にま

だ ３０～ ４０　ｃｍ にす ぎ な い と い った こ とが あ り う るの で あ る。

　 以 上 の よ う に， 降 雨 は年 よ って ダ ま た場 所 に よ って きわ め て不 規 則 で あ り， その た
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めモロコシ生産は不安定なものにな らざるをえない。

　パ リ社会では，モロコシ生産の不安定性が様々な社会的葛藤を生み出している。そ

して，降雨の不規則性は，生産の不安定性の主要な原因である。 しか し，以上のこと

からただちに，降雨の不規則性が社会的葛藤を創出 していると言えるわけではない。

その前にまず，パ リの人 々自身が降雨の不規則性をどのように因果論的に認識 してい

るかが検討されねばな らない。なぜなら， もし彼 らがかんばつや大雨を，天あるいは

超越的存在のなせるわざとして，人間の力の及ぶ範囲外のこととして運命論的に耐え

しのぶ人たちな ら，降雨の不規則性が直接的に社会的葛藤を創出しているとはいえな

いからである。

２．　 降雨の因果論

　　１）　降雨現象の認識

　近代気象学の洗礼をうけたわれわれは，雨がなぜ， いかにして降るのかを，「科学

的」知識に基づいて理解できる。ときたま人 々を苦 しめる豪雨，台風，あるいはかん

ばつも，気象学的な現象として把握 しているのである。

　ところで，パ リの本々自身は，降雨，特にその不規則性にどのような因果論的説明

を与えているのだろうか。先にみた，パ リの居住地域における降雨の不規則性は，近

代気象学の知識をもって しても，十分に納得のいく説明が与えられないのではと思え

るほどである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …

　なぜ，去年はモロコシに害を与えるほどの大雨が降ったのに，今年はかんばつでモ

ロコシは立ち枯れてしまったのか。なぜ，自分たちの畑では雨不足のためにモロコシ

はようや く膝の高さに達 したぐらいなのに，数キロメー トル離れた彼 らの畑は雨に恵

まれ，もう穂が出るほどに順調に育っているのだろうか。 こうした現象を彼 らはどう

認識 し説明 しているのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　結論を先取りすれば，パ リは彼 らにとって切実な結果をもたらす降雨の不規則性を，

固有の因果論に依拠 して説明しようとする。以下で述べるように，この因果論は決 し

て一元的なものでも論理的に一貫 したものでもない。また，常に納得のいく説明を与

えられるわけで もない。 しか し，この因果論を用いて降雨の不規則性を理解可能にす

る作業を，パ リが不断に続けているのは確かである。こうした作業のプロセスは次章

で詳述するが，その前にここでは，降雨に影響を与える諸作用因を説明する。

　パ リの観念のなかでは，雨を降らす （あるいは止める）力を有する物 と人 とが存在

する。私の調査経験によれば，こうした力を備えだ存在は，次の四つのカテゴリーに
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整理 で き る。 す なわ ち， ジ ュオ ク， 雨薬 と雨 の首 長 ， チ エ ン，，ア ジ ュ ワで あ る。

　 　 ２）　 雨 を コ ン トロ ール す る諸 力

　 　 　 ａ． ジ ュオ ク （神 ， 精霊 ， 「力 」）

　 ジ ュオ ク （ブω砒，ｐｌ．卿 の は， 降 雨 を 生 じさ せ る最 も基 本 的 な存 在 で あ る。 パ リの

人 々 は， 「雨 は， 人 間 で はな く， ジ ュオ ク に よ って ひ きお こさ れ る」 と しば しば言 明

す る。 そ れ で は ジ ュオ ク と は何 か 。 じ？ は ， この概 念 を英 語 ， あ る い は 日本 諦 に翻 訳

す る こと はた ！、へ ん や っか いな 問 題 で あ る。 ジ ュオ ク， も し くは ジ ョク （ブｏん）の 概 念

は，、パ リだ けで な く 広 く 西 ナ イ ロ ー トの あ い だ に 分 布 して お り， 場 合 に よ って 神

（Ｇｏｄ）， 精 霊 （ｇｏｄ　ｏｒ　ｓｐｉｒｉｔ）， 悪霊 （ｄｅｖ五１）， 「力 」 （ｐｏｗｅｒ）１１）等 の 訳 語 が あて られ て

い る。 そ して ， 「ジ ュオ ク （ジ ョ ク） と は何 か 」 と い う問 い は， ナ イ ロ ー ト研 究 にお

いて 長 年 にわ た る最 も論 争 的 な 問題 の ひ と つ で あ った 。 パ リに お け る ジ ュオ クの 概 念

の 詳細 な検 討 は別稿 に譲 る と して ， こ こで は本 論 と の関 係 上 ， そ の概 要 を述 べ る に と

どめ て お きた い。

　 日常 会 話 ，儀 礼 言 語 に お け る ジ ュ オ クの 用 法 ， お よび パ リとの 議 論 か ら私 が理 解 す

る と ころ に よ れ ば ， この概 念 は以 下 の ４つ の意 味 範 疇 に分 析 的 に区 分 で き る。 これ は

分 析 上 の 区別 で あ って ，パ リ自 身 が こ う した 区 別 を意 識 的 に用 いて い るわ ひ で は な い。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　① 　神 ，造 物 主

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　② 　精 霊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　③ 　「力」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　④ 　疫 病

　 ① の意 味 で の ジ ュ オ ク は遍 在 して お り， また 人 間 界 か ら は離 れ す ぎて い て ， そ れ に

直 接 干 渉 して くる こ と は な い。 ② の精 霊 は， か な らず 洞 窟 ， 巨岩 ， 巨 木 ，泉 ，川 の淵

と い った 特 定 の 場 所 と結 び つ いて お り， 人 間 を 「捕 え る」 （ｍａｋｏ） こ とに よ り災 厄 を

もた らす 。 人 間 は，祈 願 と供 犠 を 通 じて ，精 霊 に災 厄 を と り除 くよ う働 きか け る こ と

が で き る。 ③ の 「力 」 は， パ リの 理 解 を越 え た不 可 思 議 な 力能 を意 味 す る。 例 え ば ，

彼 らが ， 「白人 に ジ ュ オ ク で あ る」 と言 う と き， 「白人 は神 で あ る」 あ る い は 「白人 は

精 霊 で あ る」 こ とを 意 味 して い るの で は な い。 白人 の持 って い る ，パ リに と って は不

可 思 議 な 力 能 に言 及 して い るの で あ る。 最 後 に～ 天 然 痘 等 の恐 ろ しい疫 病 そ の もの も

ジ ュオ ク と呼 ば れ る。

　 以 上 ， 四 つ の カ テ ゴ リー の な か で ，降 雨 とか か わ るの は① の神 で あ る。 つ ま り，「雨

１１）「力」 （ｐｏｗｅｒ）の訳語 は Ｌｉｅｎｈａｒｄ　ｔ一に拠 る ［ＬＩＥＮＨＡＲＤＴ　ｌ９６１：２８］。
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は人 間 で は な く， ジ ュ オ ク に よ って ひ きお こさ れ る」 とい う言 明 は， 降 雨 とい う現 象

が 入 智 に よ る コ ン トロー ル の範 囲 を越 え た 問 題 で あ る こ とを意 味 して い るの で あ る。

人 聞 が で き る唯一 の こ とは ，集 合 的 祈 願 に よ って ，十 分 な雨 が 降 るよ うに ジ ュオ ク に

対 して祈 る， あ るい は乞 う ことで あ る１２）。

　 この よ う に， 「雨 を もた らす の は ジ ュオ クで あ る」 とい う認 識 は， 降 雨 の 因果 論 に

お いて 最 も基 本 的 な 前 提 で あ る と考 え られ る。 そ れ ゆ え に，① の 意 味 で の ジ ュオ ク，

神 は， 降 雨 の 因 果 論 にお け る究 極 因で あ る と いえ る。

　 しか しな が ら， ジ ュオ クに 降雨 の究 極 因 を求 め る一 方 で ，パ リの人 々 は雨 を コ ン ト

ロー ル し うる力 を もつ 人 物 ， お よ び物 が存 在 す る こ とを 信 じて い る。 そ の な か で ， ま

ず 「雨 薬 」 と 「雨 の 首 長 」 を と りあ げ る。

　 　 　 ｂ． 雨 薬 ，雨 石 ，雨 の 首 長

　 最 大 の 集 落 で あ る ウ ィア トゥオ の 首 長 が 雨 の首 長 （γω認ゐ話 ｏ殉 と呼 ば れ る こ とは

序 論 で 述 べ た 。 そ の 地 位 は父 系 的 に継 承 さ れ ，彼 は雨 を コ ン トロ ール す る力 を持 つ と

信 じ られ て い る。

　 そ れで は， 雨 の 首 長 の 力 の 源 泉 は， い った い ど こに あ る の だ ろ うか 。 この 問 い に対

して は，二 通 りの解 答 が 可 能 で あ る。 ひ とつ は， 首 長 と して の 力 能 ， テ ー ゴ （ｔｅｅｇｏ）

で あ り， も うひ とつ は， 雨 薬 と雨石 で あ る。

　テーゴは，たんなる物理的 ・身体的力とは異なる・首母だけが備えた力を意味する。

テ ー ゴは ジ ュ オ クが備 え た力 を 意 味 す る。 テ ー ゴは ジ ュオ クが授 与 した とみ な され て

い る。 この 力 の お か げで 雨 の 首 長 は雨 を コ ン トロー ル で き るの で あ る。 それ と 同時 に，

彼 は雨薬 （ノａｄｈｉ－ｋｏｔｈ，　ｐｌ．　２ｅｎｄｉ－ｋｏｔｈ） と雨 石 （ｇ妙 ｏ，　ｐｌ．　ｇωｉｉ）を 所 有 し， そ の用 い方 を

知 って い るた め 雨 を コ ン トロー ルで きる と も考 え られ て い る。 つ ま り，雨 の首 長 は，

身 体 に 内在 す る テ ー ゴ と，外 在 す るい わ ば道 具 と いえ る雨 薬 と雨石 の両 者 の助 け を か

りて ， 自 らの 権 威 を 保 持 して い るの で あ る。

　 と ころで ， 雨 薬 と雨 石 は， い った い い か な る材 質 ・形 状 の もの で ， い か に用 い られ

る の だ ろ うか。 雨 薬 の原 語 ノａｄｈｉ－ｋｏｔｈ は クａｔｈ　ｏｆ　ｒａｉｎ の 意 味 で あ る。 ／ａｔｈ は木 一 般

お よ び薬 を意 味 す る。 パ リが 用 い る民 間薬 の ほ とん どが 植 物 （特 に根） を材 料 とす る

こ とを考 え れ ば ，木 と薬 に 同 じ単 語 が あ て られて い るの は納 得 で き る。 そ して ，雨 薬

はあ る種 の木 片 で あ る ら しい。 雨 石 は， じっ さい あ る種 の石 で あ る。 指 先 大 の 一 対 の

小 石 か ら成 り， お そ ら く水 晶 の よ うな結 晶 で あ る ら しいが 未 確 認 で あ る。

　 雨 薬 と雨 石 は ，雨 の首 長 自身 が 保 管 し，彼 が そ れ らを用 い る時 は， ひ と りで人 目に

１２）パ リ語では，ジュオクに祈 る場合 と，他人 に物を乞 う場合 が，同 じ動詞 ｋｗａｃｏで表現 される。
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ふれることなく行なうので

パ リのほとんどの人々も目

にすることはない。残念な

がら私自身も雨薬と雨石を

一度 も見たことがなく，そ

の材質 ・形状 ・用法につい

ては，伝聞の情報に頼るし

かない。

　また，後 に述 べ るよう

に，雨をめぐる紛争が表面

化するときには，ほとんど

必ずといってもいいほど，

雨薬と雨石の存在の有無，

その所在が問題の焦点とな

る。つまり，これは常に微

　 図 ５ 雨 の 首 長 の 系 譜

（ア ラビア数字は雨の首長の代数を表わす）

妙 な 政 治 問 題 で あ って ， そ れ 故 に ，雨 薬 と雨 石 に関 す る正 確 な情 報 を得 るの は一層 難

しいの で あ る。

　 しか し， １９８３年 １月 に初 代 雨 の首 長 ニ ラ ン （Ｎｙｉｌａη）１３）の孫 に あた る ウ ィ ア トゥオ

集 落 の 長老 ア ボ ラ （Ａｂｏｌａ）が語 って くれ た と こ ろ に よ る と，雨 の 首 長 ビデ レは存 命 中 ，

２種 類 の 雨 石 と ７種 類 の 雨薬 を 所持 して い た。 これ らは， ニ ラ ンか ら ビデ レに至 る ４

代 の 首 長 の 間 に蓄 積 され た もの で あ る　（図 ５）。 雨 石 は ブ ラ集 落 と コ ル集 落 か ら， 雨

薬 の ひ とつ はブ ゲ リ集 落 ，他 は ア チ ョ リ （Ａｃｏｌｉ）１４）か ら獲 得 した 。 この よ う に雨 の首

長 は， 他 集 落 お よび ア チ ョ リか ら雨 石 と雨 薬 を得 て， そ の権 威 を増 大 させ て い った と

考 え られ る。 ア ボ ラの 話 に よ れ ば ， ビデ レは様 々 な雨 薬 を常 に身 につ けて 持 ち歩 い て

い た とい う。 ２ａｍｏ （風 を意 味 す る）と呼 ばれ た 雨 薬 は， 特 に雨 を 止 め るた め に用 い ら

れ た 。 これ を ，火 の傍 に 置 く と雨 を止 め る こ とが で きた 。 また ， 雨石 は第一 夫 人 の家

で壺 に入 れ て保 管 さ れ て い た。 雨 を降 らせ る と き に は壺 に水 を 注 ぎ， 雨 を止 め る と き

に は壺 か ら取 り出 した と い う。

　 こ こで ，雨 の首 長 につ いて ひ とつ 補 足 して お く。雨 の首 長 は， 降雨 に関 して 雨 薬 と

１３）ニ ランの父 は首長ではあ ったが，雨の首長で はなか った。ニラ ンは，雨の首長の制度を，隣

　接す るロ トゥホの サブ ・グループ， ロフィッ ト （Ｌｏｆｉｔ）か ら取 り入れた といわれている。 つま

　 り，雨の首長制 は，年齢組織 と同様に， ロ トゥホとの文 化接触の結果借用 された と考 え られ る。
１４） アチ ョリは，パ リと伺 じく西ナイル語ルオ方言を話す民族集団。
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雨石の他に，ウベル （ｕｂｅｌ）という父祖伝来の槍を保持 している。初代雨の首長ニラン

以前には，パ リの首長は共同祈願の場にこの槍を持ち出し，人々はそれを通 じてジュ

オクに降雨を祈願 したという。雨の首長が誕生する以前は，おそらくこれが最も中心

的な降雨コントロールの試みであったと思われる。この方法は，現在でも全部族的規

模で催される共同祈願 （ｔａｍ）において続けられている。

　さて，雨の首長ば，ジュオクが授けた力と，代々蓄積 した雨石と雨薬の所有と使用

とによって雨をコントロールすると述べた。それが首長としての権威の源であること

は間違いない。 しか し，次に注意 したいのは，雨の首長は雨をコントロールする力を

ただひとりで独占しているわけではないという事実である。というのは，彼以外の人

で も，雨薬を入手することによってその力を身につけることが可能なのだ。これは，

パ リ社会における雨をめぐる社会的葛藤を考える上で，きわめて重要なポイントであ

る。 この事実ゆえに様々な葛藤が生 じるといっても過言ではない。

　そこで以下では，雨の首長以外の人物による雨薬所有の例をふたつとりあげる。

　 〈長老 ア ニ ャ ラた よる 雨 薬 所 持 〉

　 ニ ラ ンに は ウ コス （Ｕｋｏｔｈ） とい う兄 が い た が 若 く して 死 ん で しま った。 そ れ で ，

首 長 位 はニ ラ ンが継 承 した の で あ る （図 ら）。 ウ コス の 息子 ニ ャ ンギ ロ （Ｎｙａｎｇｉｌｏ）

は， コル 集 落 の首 長 か らニ ャマ ル （Ｎｙａｍ ａｒｕ）あ るい はニ ム モ ル （Ｎｙｉｍ ｍｏｒｕ） とい

う名 の 雨 薬 を手 に入 れ た。 ニ ャ ンギ ロは ，彼 に と って 父 方 イ トコ にあ た る当 時 の 雨 の

首 長 グ ムマ ル （Ｇｕｍｍ ａｒ） と協 力 して ，雨 を順 調 に降 らせ る よ う努 め た とい う （図 ５

参 照）。 しか し同時 に， ニ ャ ンギ ロは首 長 に な る野 心 を 抱 い て お り， グ ムマ ル と競 い

あ った と いわ れ て い る５

　 や が て 二 畢 ンギ ロが死 ぬ と，雨 薬 は妻 ア ピー デ ィ （Ａｐｉｉｄｈｉ）が相 続 した 。 次 いで グ

ム マ ル も死 に， ウガ ン （Ｕηａり）が 雨 の首 長 とな った （図 ５）。 ア ピー デ ィは雨 薬 を用

いて 降 雨 を妨 害 した と い う非 難 を う け， そ の結 果 ，１９６０年 代 前 半 に殺 され て しま う。

雨 薬 は息 子 ア ニ ャ ラ （Ａｎｙａｌａ）が相 続 した。 ウガ ンの息 子 ビデ レが 雨 の 首 長 で あ った

時 代 に は雨 は順 調 で 問題 は な か った が ， 彼 が死 に， 第 一 夫 人 の ニ ブ ル （Ｎｙｉｂｕｒｕ）が

後 を継 ぐ と， ア ニ ャ ラは 自分 が首 長 にな る画 策 を 始 め た とい う。 そ して ， ニ ブ ル とア

ニ ャ ラのこ二人 は， １９８２～ ８４年 の紛 争 の主 役 をつ と め る こ と にな るの で あ る。 これ に つ

い て は次 章 で詳 し く述 べ る。

　 以 上 の よ う に， ニ ャ ンギ ロ とア ニ ャ ラ とい う首 長 筋 の傍 系 出身 の父 子 が ，雨 薬 を所

持 して いた た め に， ４・代 にわ た る首 長 との間 で様 々 な葛 藤ｉが 生 じて きた の で あ る。 そ

れ は， 首 長 の 座 を め ぐる権 力 闘争 で あ った と言 え る ので はな いだ ろ うか。 そ して ， 二
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ヤ ンギ ロの妻 は殺 され ， ア ニ ャ ラが 村 を 追 放 され た こ とか ら明 らか な よ うに ， この 争

い はニ ャ ンギ ロ側 の敗 北 に終 った の で あ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

　 ニ ャ ンギ ロ とア ニ ャ ラに 関 す る以 上 の 記 述 は， 首 長 筋 の 人 々， つ ま り， ア ニ ャラ を

追 放 した側 の説 明 に拠 って い る。 １９８５年 ６月 に， ジ ュバ の 町 で アニ ャ ラ 自身 が ら直 接

聞 い た説 明 は， そ れ とは大 き く異 な って いた 。 アニ ャ ラ は， 彼 も父 の ニ ャ ンギ ロ も雨

薬 を 所持 した こ とは一 度 もな く， それ は首 長 筋 の 人 々が 捏 造 した 言 い が か りに す ぎ な

い と述 べ た。 こ こで は ，真 実 が いず れ の 側 にあ るか の 詮 索 はや め て お く。 ア ニ ャ ラを

追 放 した ， パ リの多 くの人 々 に とって は， ニ ャ ンギ ローアニ ャ ラ に よ る雨薬 の所 持 は

現 実 的 な事 実 で あ った と認 識 され て い た こ と， この よ うに雨 薬 の 所 在 は常 にあ い ま い

で あ る こ との二 点 が ，本 論 の考 察 に と うて 重 要 で あ る。

〈コ・喋 落首長マテ・アによる雨薬所持〉、　 　 　 　 　 　 　 ．

　 次 に ， コル集 落 の首 長 に よ る雨 薬 所 持 の 例 をみ て み よ う。 コル の 首 長 は，殺 人 事 件

調 停 者 の シ ンボ ル で あ る儀 杖 リクエ リ （ｌｉｋωｅｒｉ）の 継 承 者 と し て ， パ リ社 会 内 で雨 の

首 長 に次 ぐ重 要 な地 位 を 占 め て い る。 まち コ ノレは ブ ラ， プ チ 築 ワ， プ ゲ リ， ア ング

ル メ レ， ウ ィァ トゥオ の五 集 落 が雨 の首 長 の下 に あ るの に対 して ， 独 立 した状 態 を保

って きた 。 そ の 意 味 で ， コル の首 長 は雨 の 首 長 と対 等 な 社 会 構 造 上 の 地 位 を 占 め て い

る と いえ る （［栗 本 　ｎ・ｄ・］参 照 ）。

　 しか し， コル の 首 長 は雨 の 首 長 で は な い か ら，雨 を コ ン トロ ール す る力 を 持 って は

いな か った。 ビデ レが 雨 の首 長 で あ った時 期 ， コ ル の畑 に雨 が 降 らな い こ とが た び た

び あ った。 コル の人 々 は これ を ， ビデ レの傘 下 に入 らな い コル に対 す る ビデ レの い や

が らせ で あ る と理 解 した。 そ こで， ウ ィア トゥオ 集 落 の 干 渉 か ら自衛 す るた め に， コ

ル の モ ジ ョ ミジ階梯 は 自 ら雨 薬 を持 つ こ とを決 定 した ので あ る。

、 １９７０年 代 に， キ ラ ン （Ｋｉｌｌａη）年 齢組 と ア ニ ュ ワ （Ａｎｙｗａ）年 齢 組 に よ って 何 種 類

か の 雨 薬 と雨 石 が ロ トゥ ホ と アチ ョ リの雨 の首 長 か ら購 入 され ， コル の首 長 マ テ ィァ

（Ｍ ａｔｔｉａ）の 下 に保 管 され て い た。 マ テ ィア は これ らｑ）雨 薬 を駆 使 して ， ウ ィ ア トゥ

オ に対 抗 し， コル 集 落 に十 分 な雨 を降 らせ る よ う努 めて きた ので あ る。

　 しか し， 次 章 で述 べ る よ う に， マ テ ィァ は かん ば つ の責 任 を負 わ され て ， １９８４年 ９

月 に村 を 追 放 され る。 そ の さい に ，雨 薬 の所 在 が 問 題 の 焦 点 とな った の だ が ， マ テ ィ

ァ 自身 と彼 を 弾劾 し追 放 を決 定 した モ ジ ョ ミジ階 梯 の あ い だで ， 大 きな 見 解 の相 違 が

あ った こ と は， ア ニ ャ ラの場 合 と同様 で あ る。

これ ら二 つ の例 か ら明 らか な よ うに， パ リ社 会 で は， 雨 薬 を獲 得 す る こ とに よ って ，
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雨の首長以外の人でも雨をコントロールする力を持ちうるのである。そして，この力

を身につけた人 は，雨の首長とある種の競合関係に置かれることになる。

　雨の首長に関しては，その職務 とそれに対する報酬について説明 しておく必要があ

る。毎年 ４月頃，雨季が始まると，雨の首長はモロコシの播種の日を決定する。その

日には，全部族が総出で種 まきを行なう。播種の直後には雨が必要である。さもない

と，モロコシの種子は芽ぶかないまま枯死 して しまい，もう一度播種を行なわねばな

らない。 したがって，雨の首長は播種のあと，順調に雨を降 らせる責任がある。彼の

仕事は，モロコシが成育し，無事に収穫が終了するまで，適度の雨が降るようにする

ことである。

　この仕事に対する報酬として，雨の首長は毎年多 くの財とサーヴィスの提供を人々

か らうけている。最近では，６集落のモジョミジ階梯 はそれぞれ毎年牛 １頭と現金１０

スーダ ンポンド１５），合計牛 ６頭と６０ポンドを雨の首長に支払 っていた。また，コルを

除 く５集落のモジョミジは，毎年首長の畑を耕作 していた。首長の畑は５つに分割さ

れ，各集落に割り当てられているのである。さらに，首長の屋敷の新築 ・修理 も５集

落のモジョミジが無償で労力を提供 して行なわれる。

　 したがって，先代の雨の首長ビデレは，多数の牛と豊富なモロコシに恵まれ， ５人

の妻を婆 っていた。パ リ社会は複婚制とはいえ，過半数の男はひとりしか妻をもたな

い。自分の畑の農作業，屋敷の建設に多 くの労働量を費やすことを考えれば，雨の首

長は大きな特権を享受 しているといえる。貧富にもとつく社会の階層化が未発達な，

平等主義的なパ リ社会のなかで，雨の首長は社会経済的に突出 した唯一の人物なので

ある。

　ここで，雨の首長との関係上，コルの首長について述べておかねばならない。他の

５集落と社会構造上対等な地位を占めるコル集落は，数年前まで雨の首長へのいかな

る財とサーヴィスの提供も行なっていなかった。そのかわり，コルのモジョミジ階梯

は，コルの首長の畑の耕作 と彼の屋敷の新築 ・修理に労力を提供 していた。ただし，

首長に対する牛や現金の贈与は存在 しなかった。

　 しか し，アニュワ年齢組がモジョミジ階梯の頭になってから，コルも雨の首長に牛

と現金を贈るようになった。その一方で，コルの首長の畑の耕作は続けられた。 した

がって，この数年間 コル集落は自分の首長と雨の首長とに，いわば二股をかけた状態

にあった。その後，１９８３年から，ついにモジョミジはコル集落の首長の畑を耕作する

ことを放棄 してしまった。つまり，コルのモジョミジ階梯は，自分たちの首長にはほ

１５）１スーダンポンドは約１３０円 （１９８４年の換金率による）。ちなみに，小学校教員の月給は約６０
　ポンド，牛１頭は約１５０ポンドである。
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とんど財 とサーヴィスの提供はせず，雨の首長に対 しては牛と現金の贈与は行なうが，

労役の提供はしないという新 しい態度をとったのである。

　以上の一連の変化は，コルの首長の独立 した権威が揺 らぎ，雨の首長の一元的な権

威のもとにパ リ全体がおさまっていく過程 と捉えることも可能だろう。 しか し，この

過程はコルの首長マティァにとっては，自分の既得権に対する明白な侵犯であったは

ずである。後にみるように，マティァとコルのモジョミジ階梯の緊張関係は，１９８４年

に入って表面化する。

　まとめると，雨の首長の権威 は，雨薬を所持する別の人物によって脅かされる危険

をたえずはらんでいる。その一方で，雨の首長はパ リ全体の降雨に責任を もち，その

責任を全うすることへの報酬として財 とサーヴィスの提供を享受 している。

　それでは， もし，雨の首長が職務を全 うできないばあい，つまり降雨が順調でない

ときにはどうなるのだろうか。そうしたばあい，人 々は彼が仕事を怠 っていると感 じ

る。そして，雨の不順が続けば，人々は雨の首長に対 して怒 りさえ抱 くようになる。

なぜなら，常々財とサーヴィスを捧げ，破格の待遇を与えているのに，職務を怠ると

はもってのほかであると考え られるからである。 したがって，降雨が本来きわめて不

規則なこの地域では，雨の首長は人 々の憎悪 ・糾弾の対象になりやすいといえる。

　 　 　 ｃ． チ エ ン （死 霊 の復 讐 ）

　 パ リ社 会 で は， 雨 の 首 長 と雨 薬 の保 持 者 の み が ， 降雨 を コ ン トロー ルす る力 を持 っ

て い るわ けで はな い。他 に も降雨 を左 右 す る手 段 が存 在 す る。 チ エ ン （ｃｉｅｎ）は その ひ

とつ で あ る。

　 チ エ ン と は何 か。 この概 念 は他 の 西 ナ ィ ロー トに も広 く分 布 し， 英 語 で は ｇｈｏｓｔｌｙ

ｖｅｎｇｅａｎｃｅ１６》と い う訳 語 が あて られ て い る。 「死 霊 の 復讐 」 と訳 せ よ うか 。 パ リで は，

す べ て の人 は死 ぬ 前 に グ エス （ｇｗｅｔｈ）か チ エ ンを言 い残 す こ とが 期 待 され て い る。 こ

の 両 者 は対 概 念 で あ る。 グ エ ス は ，後 の残 さ れた 者 た ち に繁 栄 と平 安 が 訪 れ る よ うに

と い う祝 福 で あ り， チ エ ンは ，逆 に彼 らが災 厄 に み まわ れ る こ とを 願 う呪 いで あ る。

グ エ ス と チ エ ンは，単 な る観 念 上 の存 在 で は な く， きわ めて 現 実 的 な もの で あ り，生

者 を大 き く拘束 して い る。

　 それ ゆ え に， パ リの 人 々 は， あ る人 が 死 ぬ 前 に何 を 言 い 残 した か とい う 「死 の状

況 」１７）に高 い関 心 を抱 い て い る。 グ エ ス は ，死 の床 に集 ま った 人 々 に対 して 明確 に表

１６）例 えば， アニ ュアクにおける ｇｈｏｓｔｌｙ　ｖｅｎｇｅａｎｃｅについては， ［１・ＩＥＮＨＡＲＤＴ　１９６２］，「ＥｖＡＮｓ－

　 ＰＲＩＴｃＨＡＲＤ　１９５３］，ケニヤ ・ルオに関 して は， ［ＥｖＡＮｓ－ＰＲＩＴｃＨＡＲＤ　１９５０；阿部　 １９７９，１９８３：

　 ６２１－６２３］を参照の こと。

１７） この用語 は Ｌｉｅｎｈａｒｄｔ［１９６２］に拠る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ”

１２１



国立民族学博物館研究報告　 １１巻 １号

明され る。それに対 して，チエンは表明されないか，されるにしてもある個人にだけ

告げられるのがふつうである。そして，チエンを聞かされた人はかたく口どめされ，．

もし口外すると死んで しまうと信 じられている。つまり．ある人がじっさいにどのよ

うなチエンを残 したかを知るのは，ほとんど不可能である。

　 しかし，生前不幸な人生をおくり，他者ともいい関係にはなかった人が，沈黙 した

まま死んだとしよう。そうすると， １， ２年のあいだに，彼または彼女がチエンを残

したと人 々が信 じるようになる確率は高い。ある人がチエンを残 したという事実は，

死後に確認されるわけである。このことは，更に説明を要する。

　 チエンは，特定の個人だけでな く，集落，部族共同体全体にも災厄をもた らすこと

ができる。また，パ リと敵対する他部族を呪うことも可能である。そして，個人ある

いは集団が事故，疫病，火事，かんばつ，他部族による略奪にみまわれると，人々は

いったい誰のチエンが災厄をもたらしたのかを考え始める。つまり，災厄が訪れては

じめて災因を追求するわけである。彼 らは，最近死んだ人々のなかか ら，チエンを残

した可能性のある者を リス トァ ップする。その上で，モジョミジ階梯は，衆議の一致

を待って犯人が誰かを決定するのである。

　 チエンをうけた （と思われる）個人はアジュワ （占師，治療者）による診断；治療

をうけることができる。 しかし，治療はいつも成功するとは限らない。治療にもかか

わ らず，チエンのために死ぬことは多い。

　 自分を憎んでいた人が沈黙のまま死ぬと，本人はその人がチエンを行なったにちが

いないと感 じることがある。けれども，彼のとりうる予防 ・自衛手段は存在 しない。

しか し，チエンが効力を発揮するのは，死後約 ２年聞程度なので，その期間を無事に

すぎれば，彼はだいじょうぶということになる。

　それに対 して，チエンが集落や部族共同体にかかわる場合 は，対抗手段をとりうる。

すなわち，かんばつや他部族による家畜の略奪にみまわれると，モジョミジは合議の

上，誰がチエンを残 したかを決定する。この最終決定にはアジュワ （占師）が関与す

，る。，そしてモジョミジは，チエンを残 した人の墓を暴 き，遺体を村の外に遣棄する。

そうすれば，チエンの力は消滅すると考え られている。

　 ところで，チエンを行なう力は，人の胃の中に存在するとみなされている。 この点

で，人間の胃 （おそらく動物の胃も）はパ リにとってきわめて重要な器官である。そ

れは，単なる消化器官ではない。次章では，人々が胃をいかに諏 うか，その実例をみ

ることになる。

　以上のように，チエンは様々な災厄の原因として生者の世界に影響を及ぽす，現実
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的な力である。また，、ある人が死の床で言い残すことは，その人の生前の社会関係を

総決算 した結果であるともいえよう。総決算がマイナスの人 はチエンを，プラスの人

はグエスを残すのである。 その意味において，パ リの人々は 「死の状況」，つまり死

者の人間関係に高い関心を抱いているといえる。

　最後に，チエンを残 した人の告発は，被告が死者であるという点に特徴がある。俗

に 「死人に口な し」と言 うが，死者には弁明のチャンスがない。そのために，生者が

弾劾される妖術や邪術における告発 と比べると，死者を告発 しその墓を暴いても，現

存する社会関係にヒビを入れる結果を招 くことは少ないといえるのではないだろうか。

　 　 　 ｄ．　 ア ジ ュ ワ （占 師）

　 ア ジ ュ ワ （ａｊｗａ，　Ｐｌ．　ａｊｕｕ） とい うの は， 占 師 ，病 気 の診 断 者 ， 治 療 者 の 全 部 ， あ る

い は その いず れ か を 職 能 とす る人 の こ とで あ る。 男 女 両 方 が な り う るが ，女 性 の ア ジ

ュ ワの ほ うが 多 い。 ア ジ ュ ワ と して の 能 力 は ， ジ ュ オ ク か ら授 け られ た もの と考 え ら

れ て お り， 父 系 ， 母 系 の両 方 に よ って継 承 さ れ うる。

　 ふ つ う， ア ジ ュ ワ は雨 を コ ン トロー ル す る 力 を持 つ と考 え られ て い るわ けで はな い。

しか し， 次 章 で み るよ うに ，雨 を め ぐる紛 争 の な かで ， ア ジ ュ ワ は しば しば 重 要 な脇

役 と して 登 場 す る。 彼 また は彼 女 らは， モ ジ ョ ミジ階 梯 の求 め に応 じて ， かん ば つ の

原 因 を 占 った り， 雨 を 止 め る力 を もつ 呪 物 を 与 え た りす る。 ま た ， あ る事 例 で は， ア

ジ ュ ワ 自身 が 短 期 間 で はあ るが ， 雨 の 首 長 的 役 割 を果 した場 合 もあ った 。 これ らの 事

例 につ いて は次 章 詳 し く述 べ る。 こ こで は， ア ジ ュワ も雨 を コ ン トロ ー ルす る力 を持

つ とみ な され る場 合 もあ る こ とを指 摘 す るに とど めて お く。

３．　 降雨の因果論の特性

　パ リの人々にとって，降雨は単なる自然現象ではない。究極的には雨はジュオクに

よって もた らされ，人智 ・人力の及ぶ問題ではないのだが，現実には雨をコントロー

ルしうる特別な力が存在する。それで，雨が不順でモロコシの成育に悪影響が現われ

るような時には，人々は雨を妨げている，あるいは降らせすぎているものはいったい

何だろうと考え始めるのである。

　その場合，推論の可能性は，今まで述べてきたようにいくつかありうる。まず第一

に，雨の首長が仕事を怠けているのかもしれない。 しかし，首長が懸命に努力 しても

成功 しない時には，別の人が保持 している雨薬のせいで，雨が妨げられているのかも

しれない。また，最近死んだ人のチエンが原因の可能性 もある。つまり，降雨の因果

論は 「一元的」ではな く 「多元的」である。
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　パ リの人々は，雨の不順を説明しさらに解決す る，納得のいく因果論を見つけ出す

まで，原因追求の試みを続ける。そして最終的には，その因果論の妥当性は，論理的

整合性によってではな く，結果的に順調な降雨が回復するか否かによって検証される

のである。つまり，彼 らはいったん雨の秩序が破壊されると，その秩序が回復するま

で因果論を探 し求める。それは，しばしば深刻な社会的葛藤と時には殺入に至る暴力

を創出する，決 して平担ではない試みである。

　これまでの本論 は，いわば導入部にすぎない。次章では，降雨の因果論追求の試み

が，じっさいにいかなる過程をたどったのか，１９８２年か ら８５年に至る４年間を例にと

って記述，検討する。

皿． 紛 争 の記 録 　 １９８２－ １９８５年

１．　 雨の首長 ビデレの死 と妻ニブルによる継承

　１９８０年 ５月，雨の首長であった ビデ レがコレラを患い死亡 し，第一夫人のニブルが

後を継いだ。本来な ら，長男が首長位を継 ぐところだが，当時彼は２０才前後で若すぎ

たため，息子が成長するまで暫定的に母が首長位に就 くことになったのである。 これ

は， ビデ レの遺志であった。ビデレが保持 していたすべての雨薬と雨石 はニブルに渡

されたといわれている。

　雨の首長のみな らず，各集落の首長も含めて，女性が首長に就任することは，パ リ

では異例のことである。おそらく，過去において もほとんど例がないと思われる。男

性原理と女性原理が，きわめて明確に区別されているパ リ社会において，女性首長は

どのような位置を占あていたのだろうか。

　序論で述べたように，モジョミジによって催される会議には雨の首長の出席が不可

欠である。そ して，この会議は，原則的に女性が排除された男性中心の場である。ニ

ブルは在位中，モジョミジが開 く会議には同席 しなかった。 したがって，モジョミジ

による紛争の調停や意志決定に関与する首長としての役割を，彼女は果 していなかっ

た。

　ニブルの雨の首長としての役割は，雨をコントロールする仕事に限定されていた。

その意味で，彼女 は変則的な首長であったといえる。この変則性は，彼女が雨の首長

に就任 したとき，何の儀礼もとり行なわれなかった事実か らもうかがえる。本来なら，

新首長の誕生にさいしては，ロニ （γｏ型）と呼ばれる大規模な即位儀礼が執行されるの

である。
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　１９８２年から８４年にわたる雨をめぐる紛争のなかで，ニブルが告発の焦点となり，つ

いには殺害されるに至った背景のひとつに，彼女の首長としての変則性があることは

否定できないと思われる。

２．　 １９８２年　 大不 作 の年

　 　 １）　 ウ ィ ァ トゥオ ， ブ ラ両 集落 間 の紛 争

　 この 年 ， ４月 に雨 が 降 り始 め ， モ ロ コ シの播 種 が行 わ れ た 。 しか し， 播 種 後 雨 は止

ま る。 や が て ， ブ ラ とプ チ ュ ワ集 落 の畑 に は雨 が 降 り， モ ロ コ シは成 長 し始 め るが ，

他 の 集 落 の 畑 は依 然 雨 不足 で あ った。

　 ブ ラ集 落 以 外 の 人 々の あい だ で信 じ られ て い る話 に よ る と， そ れ に先 立 つ ３月 ， ブ

ラ集 落 の ５人 の モ ジ ョ ミジ は， ブ ラ に居 住 す る女 性 の ア ジ ュ ワ （占 師） で あ るア ク ド

ゥ （Ａｋｕｄｕ）に面 会 した。 そ して ， ブ ラ以 外 の 集 落 の 畑 に は雨 が 降 らな い よ うにす る

に は ど うす れ ば い い か相 談 した と い う。 彼 らは， 食 料 不 足 に陥 った 他 集 落 の人 々が ，

家 畜 を ブ ラの余 剰 モ ロ コ シ と交 換 し， その 結 果 自分 た ちの 家 畜 が 増 え豊 か にな る こ と

を 期待 した の で あ る。

　 ア ジ ュ ワの ア ク ドゥは ，仔 犬 を槍 で 前 後 ２つ に裂 き， それ ぞ れ プ ゲ リと ウ ィア トゥ

オ 集 落 の畑 に埋 め るよ うに指 示 し， ５人 の モ ジ ョ ミジの ひ と り，ウル ム （Ｕｌｕｍ ）は仔

犬 の 頭 の ほ うを プ ゲ リの 畑 に埋 め に い った。 そ の時 ，彼 は プゲ リ集 落 の人 々 に見 つ か

り， 村 に駐 在 す る警 官 の と ころ へ連 行 さ れ た。 しか し， ウ ル ム は尋 問 を受 け る こ と も

な く釈 放 され た 。

　 播 種 後 ， 雨 が 降 らな いた め， ６集 落 の モ ジ ョ ミジ階梯 は ， ニ ブ ル の も とへ 不 平 を言

い に行 った 。 ニ ブル は， ア ク ド ゥの せ い で 雨 が 降 らな い の だ と説 明 し， ブ ラの モ ジ ョ

ミジ に ，仔 犬 の頭 部 が埋 め られ た プ ゲ リの 畑 へ 黒 い 雄 羊 を 連 れ て 行 き， そ こで屠 殺 す

るよ うに告 げた 。 ブ ラはす ぐに実 行 し， 羊 が 屠 殺 され た 日の午 後 ， プ ゲ リに人 々 は ２

度 目 の播 種 を行 な った 。

　 以 上 の で き ご とは ， ブ ラ集 落 の人 々の 陳 述 に よ る と全 く異 な る様 相 を呈 して い る。

彼 ら によ れ ば ， ま ず ３月 ， プゲ リ集 落 の 少 年 た ちが ， 村 の 外 ， ブ ラ とプ チ ュ ワ集 落 の

境 界付 近 で ，灰 が入 った 空缶 を発 見 した 。 ブ ラの モ ジ ョ ミジは ， そ の 空 缶 を ア ジ ュ ワ

の ア ク ドゥの もと へ持 って い き， これ は い った い何 を 意 図 した もの か 尋 ね た。 彼 女 は ，

誰 か が ブ ラ に雨 が 降 らな い よ うにす るた め空 缶 を 置 いた の で あ る と答 え た。 モ ジ ョ ミ

ジ は， 空 缶 はプ ゲ リの少 年 た ち に発 見 さ れた ので ， 犯 人 はプ ゲ リの 人 々 に ちが い な い

と考 え た。 そ こで ，彼 らは プゲ リに報 復 す るた め に， 灰 と犬 を プ ゲ リの 畑 に 埋 め る こ
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とに した 。 そ して ， これ を 実 行 に移 した と きに ジ プゲ リの人 々 に見 つ か って しま う。

　 プゲ リの畑 で ， 埋 め られ る寸 前 に見 つ け られ た仔 犬 の 意味 づ け に関 して ， ブ ラ集 落

とそ れ以 外 の人 々 で は ， ま った く見 解 が 異 な って い る。 考 え て み れ ば ，紛 争 の 当事 者

双 方 の あ い だ で ，見 解 の対 立 が あ るの は当 然 の こ とで あ り，今 後 そ う した例 を い くつ

もみ る こと に な る。 こ こで は， 双 方 の 陳 述 に真 偽 の 判 断 は差 し控 え ，論 を先 に進 め る

こ とに す る。

　 羊 の 屠 殺 後 ， プ ゲ リに は雨 が 降 った が ， ウ ィ ア トゥオ 集 落 の畑 に は依 然 と して雨 が

降 らな か った 。 ５月 １５日， ウ ィ ァ トゥオ の モ ジ ョ ミジ は，再 度 ニ ブ ル に会 し）不 平 を埣

べ た。 ニ ブ ル は ，雨 を妨 げて い るの は ア ク ド ゥ （ブ ラの 占 師） な の で ，彼 女 の と ころ

へ 行 くよ うに求 めた 。 しか 妬 　 モ ジ ョ ミジ は これ を受 け容 れ ず ，「我 々 は ア ク ドゥと

で は な く， お ま え （ニ ブル ） と話 し合 いた いの だ 」 と言 った。

　 ５月 ２３日， ウ ィァ トゥオ の モ ジ ョ ミジ階 梯 信， ニ ブ ル とア ニ ャ ラ （第 ２章 で 述 べ た ，

雨 薬 を保 持 して い る とみ な され て い る男 ）、を 呼 び だ した 。 モ ジ ａ．ミジ は ，彼 ら ２人 に，

雨 を 妨 害 して い るの はお まえ た ちだ と告 げ た。 そ して ，雨 の首 長 の権 威 の 象 徴 の ひ と

つ で あ る儀 杖 リクエ リを ま た ぐよ う命 じた。 リク エ リを また ぐこ と は， 自分 が 嘘 を つ

いて いず 潔 白で あ る こと を示 す 行 為 で あ る１８）。ニ ブ ル は ４回， ア ニ ャ ラ は ３回 ， 地 面

に横 た え られ た儀 杖 リクエ リを ま た い だ。 ４は女 性 ， ３は男 性 と象 徴 的 に結 び つ け ら

れ て い る数 字 で あ る。

　 ５月 ２５ 日， ウ ィア トゥオ の モ ジ ョ ミジ は， 集 落 の す ぐ外 側 に あ る ブ ンダ レ ッ ト

（Ｂｕｎｄａｒｅｔ）とい う場 所 で会 議 を 開 き， ニ ブ ル と ア ニ ャラの 両 名 を 撲 つ こ とを 決 定 し，

両 名 と アニ ャ ラの 妻 Ｑ ３人 は棒 と答 で ぶ た れ た１９）。ニ ブ ル は， 雨 を妨 げ て い るの は自

分 た ちで はな く， ア ク ドゥで あ る，彼 女 を こ こに連 れて きて 欲 しい と弁 明 した。 ニ ブ

ル の 要 望 は聞 き いれ られ ， モ ジ ョ ミジ はア ク ドゥを捕 え， ウ ィ ァ トゥオ に連 れ て きた 。

　 テ ク ド ゥは棒 と答 で ぶ た れ た 。 そ して ， つ い に彼 女 は ， ブ ラ集 落 の ア ニ ュ ワ年 齢 組

に属 す る ５人 か ら， ウ ィ ァ トゥオ に雨 を 降 らな い よ うに して くれ と い う依 頼 を う けた

こと， お よ び その ５人 の 男 の 名 前 を 白 状 した 。 そ こで ， ウ ィァ トゥオ集 落 の モ ジ ョ ミ

ジ は， マ ダ ン （若 者 年 齢 階 梯 の 最 年 長年 齢組 ， 図 ３参 照 ） を ブ ラ に派 遣 し， ５人 を連

れ て くる こ と に した 。 マ ダ ンの 若 者 た ち は， ５人 の うち ２人 を見 つ けだ し，連 行 した。

２人 の 男 は， マ ダ ンにひ ど くぶ た れ た の ち ，午 後 ３時 頃 つ い に死 亡 した 。

１８） リクエ リは本来，殺人事件 の調停に用 い られ る。調停の場では，殺人者側の親族 と被害者側

　 の親族 との中間 の地面に横 たえ られる。何人 もこれをまたいで反対側へ行 くことは許 されない。

　 つま り，このばあい， リクエ リは報復闘争に陥 る危険のある双方の親族を分離する役割を果 し

　 ている。

１９）ふつ う，夫が雨薬を保持 してい ると，妻 もその使用に関与 しているとみなされる。
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　 ２人 の死 を知 った ブ ラの モ ジ ョ ミジ は警 察 に通 報 した。 警察 は ウ ィ ァ トゥオ 集 落 か

ら １２５名 を拘 束 し， 派 出 所 へ 連 行 した 。 この 中 か ら ９名 の 代 表 が選 ばれ ， 後 に， 約

１０００ｋｍ 離 れ た 県 庁 所 在 地 トリ ッ トに護 送 され刑 務 所 に拘 置 さ れた ２０）。

　 同 日， 死 者 の ひ と りの 兄 は， 弟 の 死 に激 怒 し，弟 の 名 を ウ ィァ トゥオ に漏 ら した ア

ジ ュ ワの ア ク ドゥを斧 で 撲 殺 した 。 しか し， この兄 は罪 を 問 わ れ る こ と はな か った 。

け っ き ょ く ５月 ２５日 の事 件 は， ３人 の 死 者 を 出 した の で あ る。

　 　 ２）　 長 老 ア ニ ャ ラと雨 の 首 長 ニ ブ ル の逃 亡

　 ６月 に入 って も， ウ ィ ァ トゥオ 集 落 の 畑 に は雨 が 降 らな か った 。 ニ ブル と共 にか ん

ばつ の 責 任 を 問 わ れ た ア ニ ャ ラは ， 身 の危 険 を感 じ， ５日 に トリ ッ ト （Ｔｏｒｉｔ）へ 逃 亡

した 。 １２日 にモ ジ ョ ミジ は再 々度 ニ ブ ル を召 喚 し， も し雨 を降 らせ な か った ら， ビデ

レの 墓 を 暴 き， 彼 女 を 殺 す とい う警告 を与 え た。

　 ６月 ２１日，死 を 目前 に 感 じた ニ ブ ル は ，村 を逃 亡 した 。 彼 女 は， 徒 歩 で 西 に約 ８０

ｋｍ 離 れ た ナ イル 河 畔 の 町 モ ンガ ラ （Ｍ ｏｈｇａｌｌａ） に到着 し， さ らに ， ジ ュバ （Ｊｕｂａ）

を 経 て ， 長 男 が 働 い て い た ザ イ ー ル 国境 に近 い町 イ エ イ （Ｙｅｉ）に落 ち着 いた 。 この結

果 ， パ リは雨 の 首 長 不 在 の状 態 に 陥 った の で あ る。

　 ア ニ ャ ラと ニ ブ ル の逃 亡 後 ，一 部 の畑 に は雨 が 降 った が ，他 で はか ん ば つ が続 いて

い た 。 ７月 末 か ら ８月 中旬 に か け て は ， ウ ィァ トゥオ の畑 の ３カ所 か ら， ブ ラ集落 の

モ ジ ョ ミジが 埋 め た と思 わ れ る仔 犬 の死 体 の一 部 が発 見 され た と い う。

　 ウ ィア トゥオ の モ ジ ョ ミジ は ，状 況 を打 開 す るた め， ア チ ョ リか ら新 しい雨 の首 長，

ル ドル フォ （Ｒｕｄｏｌｆ（）） を招 く こと を決 定 した 。 彼 は ８月 ３日にパ リに 来 訪 した。 ル

ドル フ ォ は ビデ レの友 人 で ， ビデ レは彼 か ら雨 薬 を得 た こ と もあ った。

　 ル ドル フ ォは 自分 の雨 薬 を たず さ えて パ リに来 た が ， この 雨薬 は きわ め て 強力 で あ

り， す ぐに激 しい雨 が 降 りは じめた 。 こ の雨 の お か げ で ， ウ ィァ トゥオ の一 部 の畑 は，

よ うや く播 種 を行 な う こと 牟で きた 。 ８月 の 播 種 は異 例 で あ る。 ＮＣＡ （Ｎｏｒｗｅｇｉａｎ

Ｃｈｕｒｃｈ　Ａｉｄ， トリ ッ トの 町 に基 地 を 置 き広 範 囲 に わ た る援 助 活 動 を行 な って い る）が

特 別 に支 給 した ， セ レナ と呼 ばれ る早 生 モ ロ コ シの 種 が 蒔 か れ た。 ル ドル フ ォ の雨 薬

は強 力 す ぎ て ， そ のせ い で彼 の来 訪 直 後 ， ウ ィ ァ トゥオ で は３２名 の子 供 た ちが 死 ん で

しま った とい う。

　 さ て ， ８月 に 降 りだ した雨 は ， ９月 に な って も止 ま らな か った。 モ ロ コ シは収 穫 期

に入 り， も う雨 は必 要 な か った 。 モ ジ ョ ミジ は， ル ドル フ ォに雨 を止 め る よ う要 請 し

２０）拘 置された男 たちは，やがて脱走 して村 に戻 って きた。彼 らは，警察 ・政府か らそれ以上の

　 追及を受けることはかな った。南部 スーダ ンにお ける，国家統治機構の弱体ぶ りを物語 るエピ

　 ソー ドであ る。

１２７



国立民族学博物館研究報告　　１１巻 １号

た 。 しか し， 雨 は な お 降 り続 いた 。 そ こで ， モ ジ ョ ミジは ル ドル フ ォの 追 放 を 決 定 し

た 。 ９月 中 旬 ， １カ月 余 の滞 在 後 ， 彼 はパ リを去 りア チ ョ リに帰 った。 パ リは再 び 雨

の首 長 不 在 の 状 態 へ と戻 った の で あ る。

　 １９８２年 ， 私 は ９月 ８日に村 入 り した 。 当時 は アチ ョ リか ら来 た雨 の首 長 ル ドル フ ォ

が ま だ村 にお り， 季 節 はず れ の雨 が降 り続 いて いた 。 した が って ， この年 の 紛 争 に関

す る記 述 の ほ とん ど は，事 後 の 聞 き取 りに基 づ いて い る。

　 この年 の モ ロ コ シの 出来 高 は ，最 近 １０年 を と って も最 低 で あ った。 翌 年 の 収 穫 前 に

は大 きな飢 饅 が 到 来 す る こ とが 予想 され た 。 雨 の 不 順 が不 作 の主 要 な原 因で あ った と

思 わ れ る。 た しか に， 表 １を み る と， この年 の年 間 降 水 量 はむ しろ多 い。 しか し， モ

ロコ シの 成 育 期 にあ た り， 最 も雨 の必 要 な ６～ ８月 に は雨 が少 な か った ので あ る。 雨

量 が計 測 され た ラ フ ォ ン Ｒ ．Ｄ．Ｃ．は， プ ゲ リ集落 の領 域 に属 す るが ，　Ｒ．Ｄ．Ｃ．周 辺 は

む しろ雨 に恵 まれ た ほ うで あ る。 ウ ィァ トゥオ集 落 の 畑 で は も っ と少 な か った 。

　 また ， この 年 に は，８月 にハ タ オ リ ド リ （ｗｅａｖｅｒｓ）の大 群 が飛 来 し，特 に プゲ リと

コ ル の畑 に致 命 的 な 打 撃 を 与 え た。 これ も不 作 の原 因 の ひ とつ で あ る。 さ らに， ９月

末 か ら１０月 にか けて は， ２期作 め の モ ロ コ シ の開 花 ・受粉 期 にあ た った。 しか し， こ

の時 期 に大 雨 が 降 った た め ，花 粉 は流 さ れて しま い， ほ とん どの モ ロ コ シは受 粉 で き

なか った 。 コル 集 落 の 畑 で は ，冠 水 のた め にモ ロ コ シ は立 ち枯 れ て しま った 。、この 結

果 ， ２期 作 めの モ ロ コ シの収 穫 は ほ とん ど ゼ ロ にな って しま った 。１９８２年 は，．パ リに

と って 近 来 まれ な 不 作 の 年 で あ った。

３．　 １９８３年 　飢 餓 と紛争

　 　 １）　 ア ニ ャ ラ とニ ブ ル の帰 村 とア ニ ャ ラの再 逃 亡

　 １月 末 ， 乾 季 の さか りに私 は村 を去 った 。 した が って ， この年 の事 実 経 過 は， １９８４

年 ８月 に再 訪 して か ら確認 した もので あ る。 パ リで は， 前年 の ９月 以 来 ， 雨 の 首 長 不

在 の 状 態 が 続 い て い た。 ４月 に入 り， 雨 季 が 近 づ くと， モ ジ ョ ミジは ４．月１５日 に播 種

を行 な うこ とを 決 定 した。 ふ つ う播 種 の 日 ど り は雨 の首 長 が決 定 す る。 この 年 は首 長

不 在 のた め， モ ジ ョ ミジが 代行 した の で あ る。

　 しか し， 播 種 後 ， ４月 が 終 り ５月 に入 って も雨 は降 らず ， モ ロ コ シは芽 ぶ か な か っ

た 。 Ｒ．Ｄ．Ｃ．の記 録 をみ て も， ５月 の 降 雨 はわ ず か １０　ｍｍ にす ぎ ない 。

　 何 らか の 対 応 策 を 迫 られ た ウ ィァ トゥオ集 落 の モ ジ ョ ミジ階 梯 は ，つ い に， ニ ブル

とア ニ ャ ラの ２人 を 村 に呼 び戻 す こ とに決 定 レた 。 当 時 ， ト リッ トの町 に いた ２人 の

も とに ，長 老 階 梯 に属 す る キ ラ ン とク ワ ラ年 齢 組 の メ ンバ ーが使 者 と して 派 遣 され た 。
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モ ジ ョ ミジ と彼 ら ２人 の 関係 は険 悪 だ った の で ， 中 立 的 な 立 場 に あ った長 老 が 使 者 に

選 ば れ た の で あ る。 ２人 は長 老 た ちの 説 得 に同 意 し， ５月 中旬 に村 に戻 った。

　 ニ ブ ル とア ニ ャ ラは ，帰 村 後 協 力 して 雨 を降 らせ る よ う努 力 レた。 け れ ど も， ５月

末 を迎 え て も依 然 と して 雨 は降 らな か った 。 この 頃 か ら飢 餓 が 深刻 な 問題 に な りは じ

あ た。 昨 年 の不 作 のせ いで ， モ ロ コ シの 蓄 え はそ ろ そ ろ底 を つ きだ した ので あ る。 飢

え は 目前 に迫 って いた が ， 次 の 食 糧 を もた らす べ きモ ロ コ シは ， ま だ芽 も 出て いな か

った 。 モ ジ ョ ミジの 間 で は， ニ ブ ル とア ニ ャ ラの両 名 が 戻 った の に ゲ ど う して 雨 が 降

らな いの か と い う疑 問 が 高 ま って きた 。 そ して ， ウ ィア トゥオ集 落 のモ ジ ョ ミジ は，

雨 を妨 害 して い るの は， １９８０年 に死 ん だ 雨 の 首 長 ビデ レの チ エ ンで あ る と い う結 論 に

達 した 。

　 ６月 ４ 日， ビデ レの墓 は暴 か れ ，遺 体 は村 の 東 を流 れ る コス 川 に棄 て られ た。

　 そ の 後 ， 雨 が 降 りは じめ ， ６月 ８日 ，人 々 は再 びモ ロ コ シの種 を 蒔 い た。 ６月 に は

か な りの 雨 が 降 り （Ｒ．Ｄ．Ｃ．の 記 録 で は １８０　ｍｍ）， モ ロコ シ は成 育 しは じめた 。 しか

し，飢 餓 は ま す ま す深 刻 に な り，確 か な数 は不 明 だ が ， 多 くの人 々が縁 故 を頼 って 村

か ら流 出 す る よ うに な っ た。 また ， 牛 を所 有 して い る者 は， ジ ュバ の家 畜 市 場 で 牛 を

売 り さ ば き，得 た現 金 で モ ロ コ シ を購 入 し飢 え を しの いだ。

　 ７月 に入 り，再 び雨 が止 ん だ。 ニ ブル と アニ ャ ラの ２人 は，雨 が降 らな い原 因 を つ

き とめ るた め・ イ リガ （Ｉｒｉｇａ；女 性 ） とい う名 の ロ トゥホ族 串身 の ア ジ ュ ワ （占 師）

の もとへ 赴 いた 。 イ リガ はふ だ ん ， トリ ッ トの 町 に い る の だ が ， 当 時 村 に滞 在 し，

ア ジ ョワ と して の 仕 事 を して いた 。 つ ま り， 町 か ら出稼 ぎ に来 て い た わ け で あ る。

ニ ブ ル と アニ ャ ラ は， キ ラ ン年 齢組 の ２人 の男 ， ウデ ィエ ガ （Ｕｄｈｉｅｇａ） と アプ ー ダ

（Ａｐｕｕｄｈａ）， を伴 った。 彼 ら はそ れ ぞ れ ， コル集 落 と ウプゲ リ集 落 の 長 老 で あ る。

　 イ リガ は， ４人 を 前 に して ， しか もア ニ ャ ラの面 前 で ， 雨 を 妨 げ て い るの は ア ニ ャ

ラで あ る と判 じた。’ しか し，彼 ら は この判 定 を誰 に も他 言 しな か った 。

　 話 は前後 す るが ， ニ ブ ル とア ニ ャ ラ以 前 に， ウ ィ ア トゥオ の モ ジ ョ ミジ階 梯 の代 表

はイ リガ に会 い に行 って い る。 彼 らは， 墓 を暴 いた ビデ レが ， ほ ん と うに チ エ ンを残

した の か ど うか確 信 を持 て な か った の で ， そ れ を 確 か め よ う と した の で あ る。 イ リガ

は， ビデ レは チ エ ンを残 して は い な い と判 定 した 。 した が って ， か ん ば つ の原 因 は他

に求 め られ ね ば な らな くな った 。

　 ７月 ・ウ ィ ァ トゥオ の モ ジ ョ ミジ は，全 モ ジ ョ ミジ階 梯 を 召 集 し，ング レロ （ｎｕｌｅｒｏ）

で会 議 を開 いた 。 ング レロ は コル とプ ゲ リ集 落 の 中 間 に あ り， レロ （ｌｅｒｏ）の大 木 が茂

って い る。 ニ ブル と アニ ャ ラの ２人 が 換 問 さ れ た。
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　 この会 議 にお い て は じめ て ， ニ ブ ル， アニ ャ ラ と ２人 の キ ラ ン年 齢 組 の長 老 が ア ジ

ュワ に会 い に行 った こ と， ア ジ ュ ワ は雨 を妨 げて い るの は アニ ャ ラで あ る とい う判 定

を下 した こ とが 明 らか に され た。 ２人 の長 老 は， 判 定 を モ ジ ョ ミジに報 告 しな か っ た

罰 と して ， それ ぞ れ １頭 の 去 勢 牛 を支 払 う こ とを命 じ られ た 。 ２頭 の牛 は， た だ ち に

会 議 の 場 に連 れて こ られ， その 場 で 槍 に よ って屠 殺 さ れ た。 そ して ， モ ジ ョ ミジ は，

ニ ブ ル とア ニ ャ ラに対 して ， 雨 を 降 らす よ うに も う一 度 努 力 せ よ と命 じた 。

　 ２人 の 長老 に対 す る制 裁 が 意 味 して い るの は， ニ ブル と アニ ャ ラが ， モ ジ ョ ミジ階

梯 を無 視 して 長老 を伴 って ア ジ ュ ワの も とに赴 い た こ とが， モ ジ ョ ミジ に と って 大 き

な侵 犯 で あ った と い う事 実 で あ る。

　 会 議 の終 了 後 ， ２頭 の 牛 の 肉 はモ ジ ョ ミジ と長 老 階 梯 に分 配 され ， そ の 場 で焼 い て

食 べ られ た。

　 さて ， ニ ブル とア ニ ャ ラの ２人 は ，会 議 の 日の 夕 方 ， それ ぞ れ の 家 に 閉 じ込 め られ

た。 モ ジ ョ ミジ は， ２人 が 雨 を 降 らせ る仕 事 に集 中す る ことを 期 待 した の で あ る。 し

か し， ア ニ ャラ は深 夜 の う ち に家 の壁 に穴 を うが ？て 脱 走 した 。 壁 に穴 を あ け るの は

ひ と りの力 で は困 難 な た め ，誰 か が手 助 け した に ちが いな い と思 わ れ て い る。 彼 は夜

道 を た ど り，後 に トリ ッ トにた ど りつ い た。 この逃 避 行 以 来 １ アニ ャ ラ は・・一一・度 も村 に

戻 る こ とな く ト リッ トに滞 在 して い る。

　 ア ニ ャ ラの逃 亡 後 ， パ リで は雨 が 降 り始 めた 。 そ のた め， 人 々 は雨 を 妨 げ て い た の

は や は り彼 で あ った と確 信 した の で あ る。

　 　 ２） 飢 餓 と豊 作

　 ７， ８月 ，パ リの人 々を 飢 餓 か ら救 うた め ，Ｎ ＣＡ は 大 量 のモ ロ コ シを 協 同 組 合 を

通 じて供 給 しは じめた 。 それ で ， 人 々 は協 同組 合 か ら安 価 な価 格 で 必 要 な モ ロ コ シを

購 入 で きる よ うに な り， 最 悪 の 事 態 は避 け られ た の で あ る。 モ ロ コ シ購 入 の 現 金 を 得

るた め ，大 量 の牛 が売 却 され た 。 ＮＣＡ の 見 積 り に よ る と，総 数 は １５００頭 に達 す る と

い う。 飢 餓 以 前 ，牛 の総 数 は ６，７０００頭 で あ った と考 え られ るか ら， パ リは全 体 の ２

割 以 上 の牛 を失 った こ とに な る。 しか し， 餓死 者 は， 乳幼 児 を除 け ば ， ひ と り もで な

か った 。　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 甲

　 ７， ８月 に か けて ， モ ロ コ シ は順 調 に育 ち， 出穂 ・結 実期 を迎 えた 。 ９月 に入 る と，

人 々 は まだ 乾 燥 して い な い収 穫 前 の モ ロ コ シ と甘 味 の あ るモ ロ コ シの茎 を食 べ 飢 え を

し の い だ。 例 年 な らば ；９月 に収 穫 が行 な われ るが ，この年 は かん ばつ で 播 種 が 遅 れ た

た め１０月 に な った。 モ ロ コ シ の 出来 は， 最 近 数年 間 で最 高 の もの だ った 。 人 々 は新 モ

ロ コ シで 醸 さ れ た ビー ル に酔 い ， しば ら くは雨 の 問題 を忘 れ る こ とが で きた の で あ る。
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　 ４．　 １９８４年 ：首 長 の 殺 害 ， 追 放

　 　１）　 雨 の首 長 ニ ブ ルの 殺 害

　 この 年 の 雨 の パ タ ー ンは ，前 年 に似 て いた 。 ４且 に雨 が 降 り始 め ，播 種 が行 なわ れ

た が ， ５， ６月 に入 る と雨 は止 ま って しま った 。 Ｒ．Ｄ．Ｃ．の 記 録 に よ る と， 降 水 量 は

４月 ９１．３ｍｍ ， ５月 ３５．６　ｍ ｍ， ６月 ７８．８　ｍｍ で あ る （表 １）。 二 度 目 の播 種 が 行 な

われ た が ， 雨 不 足 の た め芽 は 出 な か った 。

　 この 時 期 ， ウ ィア ト．ウオ集 落 の モ ジ ョ ミジ は， か ん ば つ の原 因 が１９８３年 に死 ん だ あ

る キ ラ ン年 齢組 の男 が残 した チ エ ンにあ る と い う結 論 に達 し，彼 の墓 を暴 き遺 体 を 遺

棄 して い る。

　 ６月 に は， 南 イア トゥオ の ｉｉ［ジ ョ ミジが ， ２摩 にわ た り全 モ ジ ョ ミジ階 梯 を召 集 し，

ング レロで 会 議 を 開 い た。 ニ ブ ル が召 換 され ， 彼 女 とモ ジ ョ ミジ との間 で以 下 の よ う

な や りと りが 交 わ され た とい う。

　 モ ジ ョ ミジ ：な ぜ お ま え は ， ち ゃん と雨 を降 らさな いの か。

　 ニ 　 ブ 　ル ：私 は全 力 を尽 して きた。 しか し， 雨 は降 らな い。 ジ ュオ ク が雨 を妨 げ

　 　 　 　 　 　 　 て い るの だ。

　 モ ジ ョ ミジ ：お まえ は私 た ちを欺 い て い る。 お ま え は全 力 を 尽 して はい な い。 家 に

　 　 　 　 　 　 　 戻 れ ば 飲 ん だ くれ て い る だ け じゃな いか 。 も し，雨 を 降 らす気 が な い

　 　 　 　 　 　 　 の な ら， 雨 薬 を 私 た ちに 引 き渡 して も らお う。

　 ニ　 ブ　 ル ：ビデ レが死 磁 前 ，私 は彼 か ら雨 石 だ け を受 け取 った。 雨薬 が今 ど こに

　 　 　 　 　 　 　 あ るか 知 らな い。

　 モ ジ ョ ミジ は， ２度 の 会 議 に お い て ，雨 を降 らす た め全 力 を 尽 せ とい う強 い 警告 を

ニ ブル に与 え た 。 しか し， だ ん だ ん と彼 らの 目 に は， ニ ブル は雨 を 降 らす気 が な い よ

うに映 って きた 。 そ れ で ， モ ジ ョ ミジ の関 心 は ， ニ ブ ル個 人 で はな く， 雨薬 に集 中 し

て い く こと に な った 。 つ ま り， ニ ブ ル が雨 薬 を保 持 して いて も宝 の 持 ち腐 れ に な るの

で ， 自分 らで 管 理 した ほ うが よい と考 え た の で あ る。 けれ ど も， ニ ブ ル が雨 薬 を所 持

して い るの か ど うか ，会 議 で は 明 らか に な らな か った 。

　 会 議 中 ， モ ジ ョ ミジの 発 言 にあ った よ うに ， ６月 か ら ７月 ８日 に死 ぬ まで ， ニ ブ ル

は ほ とん ど毎 日酒 を 飲 み続 け た。 そ の た め モ ジ ョ ミジ は， 彼 女 が 本来 の仕 事 ， つ ま り

雨 を降 らせ る こ とを 怠 け て栖 ば か り飲 ん で い る と い って 非 難 した 。 しか し， じ っさ い

に は，モ ジ ョ ミジ 自身 が ， 彼女 の歓 心 を買 い雨 を降 らせ る仕 事 を して くれ る こ とを願

って， ニ ブル に酒 代 を 与 え た の だ った。 １５ポ ン ドの現 金 と １斗 の モ ロ コ シが各 集 落 か

ら徴 集 され ， 彼 女 に奉 じ られ た。 彼 女 は， そ れで モ ロ コ シ ビ ール と ワ ラギ Ｌ（ｗａｒａｇｉ）
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と呼 ば れ るア ル コー ル度 の 強 い蒸 溜 酒 を手 に入 れ た の で あ る。、

　 ニ ブ ル は，何 を思 って 酒 に酔 って いた の だ ろ うか。 彼 女 の心 境 を窺 わ せ る， 次 の よ

うな エ ピ ソー ドが語 られて い る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿

　 ニ ブ ル が 自分 の家 に い る と き， 数 羽 の コ ウモ リが彼 女 の 目 の前 に塊 に な って 落 ちて

きた 。 彼女 はそ れ を 見 て ，「私 は今 年死 ぬ だ ろ う」 と言 った 。 この 常 な らぬ 出 来 事 を ，

彼 女 は 自分 の 運 命 を 暗示 す る凶兆 と捉 えた の で あ る２１）。 この かん ばつ の 時 期 ，ニ ブ ル

は 自分 の死 を覚 悟 して い た。 よ り慎 重 な 言 いか た を す れ ば ，少 な く と も， こ う した エ

ピソ ー ドを 語 って い るパ リの人 々 は ，彼 女 の 心 境 を そ の よ うに捉 え て い た。

　 ７月 に入 って も， 依 然 と して雨 は降 らな か らた 。 ６月 に再 び 雨 が 降 り始 め た前 年 よ

り， 状 況 は さ らに悪 か った。 ７月 ６ 日， ウ ィァ トゥオ 集 落 の モ ジ ョ ミジ は ，翌 日 ３度

目 の会 議 を ア ゴ ー ラ （Ａｇｏｏｌａ）で 開 くこ とを全 集落 に通 告 した 。 畑 仕 事 に は行 かず ，

全 員 が村 に と ど ま る よ う に とい う指 示 も付 け加 え られ た 。

　 ア ゴ ー ラ は， ウ ィ ァ トゥオ 集落 の す ぐ外 側 一 帯 の地 名 で あ る。 こ こ は， す ぐ隣…りに

あ る ブ ンダ レ ッ トと共 に， 雨 の 問題 の よ うな深 刻 で 重 大 な 問 題 が 討 議 され る場 で あ る。

６月 の ２度 の会 議 は ング レロで催 され た。 ング レ ロで は， よ り重 大 で な い 問 題 が 討 議

さ れ る。 つ ま り，会 議 の場 が ， ング レ ロか らア ゴ ー ラに移 った こ と は， 状 況 が よ り厳

し くな って い る こと を表 わ して いた 。 あ る人 が何 らか の罪 を犯 し， そ の 問 題 が ブ ンダ

レ ッ トや ア ゴ ー ラで議 論 され る こ と にな る と，被 告 は暴 力 を含 む 厳 しい制 裁 を 覚 悟 し

な くて は な らな い といわ れ て い る。

　 ７月 ７ 日， ア ゴ ー ラに は，キ ジ ョ ミジ階湧 ば か りで な く，長 老 ， 若 者 ， 女 性 ， 子 供

た ち も集 った 。 モ ジ ョ ミジ と ニ ブ ィレの間 で ， 以 下 の よ うな切 迫 した や り と りが あ った 。

　 モ ジ ョ ミジ ：なぜ ，雨 を降 らさな いの か 。

　 ニ 　 ブ 　ル ：私 は努 力 レて きた が ， だ め なの だ ・

　 モ ジ ョ ミジ ：今 や お ま え は雨 を降 らす の を拒 ん で しま った。 お ま え は丘 を ひ っ く り

　 　 　 　 　 　 　 返 す つ も りだ。 わ れわ れ は， お まえ を殺 す。 そ れ か ら，、わ れ わ れ は こ

　 　 　 　 　 　 　 の 地 を 去 るだ ろ う。 （旅 につ い て い け な い） 子 供 た ち は死 ぬ だ ろ う。

　 このモ ジ ョ ミジの 発 言 に は説 明 が必 要 で あ る。 「丘 を砂 っ くり返 す 」 と 言 う と き，

その 丘 はパ リの 人 々が 居 住 す る リプ ル の丘 を指 示 す る。 そ して ， こ６１’比喩 は，部 族 共

同体 全 体 が崩 壊 して しま う こ とを 意 味 す る。 食 物 が な く， 村 が 崩 壊 して しま え ば ， も

はや リプ ル の丘 に と ど ま る理 由 はな い。 人 々 は流 浪 の旅 に 出 るだ ろ う。

２１）一般 に， コウモ リは運命を暗示する動物 と考え られて いる。例えば，狩 りの前夜 にコウモ リ

　 が出現す ると狩 りは成功するとい う。また，まれな ことだが， コウモ リに咬みつかれた人は，

　 それを 自らの死の予兆 と捉えるという。
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　 以 上 の や り と りの あ と，．興 奮 した マ ダ ン年 齢 組 の若 者 た ちが ，棒 と答 で ニ ブ ル を撲

ち始 あ た 。 しか し， モ ジ ョ ミジは これ を お し どど め た。 そ して ， ニ ブル は雨 薬 につ い

て 次 の よ うな 告 白 をす る。

　 ニ　 ブ　 ル ：雨 薬 はわ た しが 持 って い る。 要求 どお り， お ま え た ち に渡 そ う。

　 モ ジ ョ ミジ ：い いや 。 わ れ わ れ は雨 の 首 長 で はな い。 雨 薬 を も らった と こ ろで 使 い

　 　 　 　　 　 　 方 を 知 らな い。 雨 を 降 らす の はお ま え だ。

　 しか し， ニ ブ ル は雨 薬 を 引 き渡 す た め ， ア ゴ ー ラか ら ウ ィア トゥオ集 落 に あ る彼 女

の家 に連 れ 戻 され た 。

　 モ ジ ョ ミジが 見 ま も るな か ， ニ ブル は ９個 の 雨石 を 取 り出 した。 け れ ど も， 前 言 を

翻 して ， 雨 薬 はな い と言 った 。 怒 った モ ジ ョ ミジの 何 人 か は ， ニ ブ ル を撲 と うと した

が ， お しと ど め られ た 。 モ ジ ョ ミジ は， ニ ブ ル に告 げ た 。 「雨薬 を渡 しな さ い。 さ も

な い と お ま え を殺 す 。　 しか し， も し渡 した な ら殺 さ な い だ ろ う。」 この と き， ニ ブ ル

は恐 怖 で 体 を震 わ せ て いた 。

　 そ の後 ， この 場 に は ウ ィ ア トゥオ 集 落 の モ ジ ョ ミジだ け が残 り，他 集落 の人 々 は去

った。 した が って ，雨 薬 が は た して ど うな った の か ， ウ ィ ナ トゥォ の モ ジ ョ ミジ階 梯

以 外 の人 々 に は さ だか で はな い。

　 翌 日 （７月 ８日）， モ ジ ョ ミジ階 梯 は ア ジ ュ ワ （Ａｊｗａ）に集 ま った。 ア ジ ュ ワは ，

ア ゴ ー ラよ りさ らに外 側 ，集 落 か ら約 １キ ロ メ ー トルの と こ ろ に位 置 す る。

　 この 日集 ま った の は ， モ ジ ョ ミジ だ け で， 長 老 ， 若 者 ， 女 ・子 供 は参 加 しな か った。

　 ア ジ ュ ワで は ，腰 を お ろ した ニ ブ ル の背 後 で た き火 が た かれ た 。 モ ジ ョ ミジ は 「お

まえ は この火 で死 ぬ 」 とニ ブ ル に告 げ た。 そ れ に対 す る彼 女 の 返 答 は興 味 深 い。

　 　 「よ ろ しい 。 わ た しは死 ぬ。 しか し， モ ロ コ シは 問題 な く実 るだ ろ う。 も し， 誰

　 　 か が わ た しにチ エ ンを残 した の な ら， わ た しの死 後 ， それ が 誰 か わ か るだ ろ う。

　 　 も し， か ん ば つ が ジ ュオ クの所 業 な ら， そ れ は しかた が な い。 わ た し 自身 は， チ

　 　 ヱ ンを 残 した りは しな い。」

　 その と き， ３人 の 男 が ニ ブ ル の 前 に 進 み で た。 彼 らは ， いず れ も身 体 に欠 陥 の あ る

障 害 者 だ った 。 盲 目の 男 は， ニ ブ ル の体 に触 れ て言 った。

　 　 ．「も し人 々が リプ ル の丘 を 去 った ら，誰 が わ た しを導 いて くれ るだ ろ う。 お ま え

　 　 が 死 ん だ ら， わ れ わ れ も死 の う。」

　 小 児 麻 痺 を患 った ら しい， 下 半 身 が 不 自由 な 男 は次 の よ うに言 った 。

　 　 「人 々が リプ ル の 丘 を 去 って も， わ た しはい っ し ょに行 く ことが で きな い。 お ま

　 　 え が死 ん だ ら， わ れ わ れ も死 の う。」
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最後 に，癩病の男はこう言った。

　　 「もし人々が村を捨てて，新

　　 しい場所に移 っても，わた し

　　は畑を耕すことができない。

　　おまえが死んだら，われわれ

　　 も死のう。」

　これを聞いていたニブルは，何

を思ったのか，立ちあがって逃げ

ようとした。 しか し，下半身の不

自由な男の杖で打ちすえられ，３

人の障害者によ？て火の中に放 り

込まれたのである。これによって，

表 ２　 １９８４年 ７．月 の 日 別 降 水 量

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （単位 ミリメー トル）

日付

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

９．０

６．９

１０．８

日付

ｌｌ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

１０．８

４７．７

２．０

９．５

５７．９

日付

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

５
の

４２

９
コ

７

（ラ フ ォ ン Ｒ．Ｄ．Ｃ・で の計 測 デ ー タ に よ る）

ニ ブ ル を死 に至 ら しめた 一 連 の 暴 力 の幕 が切 って 落 と され た 。

　 ニ ブ ル は ，火 か ら脱 出 した と ころ を ，棒 と答 で 撲 た れ ， 蹴 りつ け られ ，再 度 火 の 中

に放 り込 ま れ た。 何 とか 火 か ら逃 れ 出 た彼 女 は， また 撲 られ ， 火 に投 げ入 れ られ た。

そ う して～ お そ ら く全 身 の 火 傷 と打撲 傷 の た め， ニ ブ ル はつ い に こ と きれ て しま った。

　 ニ ブ ル の遺 体 は， モ ジ ョ ミジ に よ って ，、ア ジ ュ ワ か ら少 し離 れ た ブ ッシ ュの 中 に 運

ば れ た。 遺 体 は あ おむ け に地 面 に横 た え られ ，腹 が たて に裂 か れ ， さ らに胃 が 切 り開

か れ た。 そ れ か ら， モ ジ ョ ミジは ， ウチ ヲ ック （ｕｃｏｋ）と呼 ば れ る ウ リ （栽 培種 ） を

つ ぶ レ， そ れ を 胃の 内容 物 ， 血 と混 ぜ て ， 胃 の な か に押 し込 ん だ 。 また ， ニ ブ ル の 舌

に は ，両 側 か ら木 の とげ が 刺 され た 。遺 体 はそ の ま ま ブ ッ シュの 中 に放 置 され ， モ ジ

ョ ミジ は村 にひ きあ げ た。 遺 体 は， ハ ゲ タ カ とハ イ エ ナ に よ って 処 理 され た とい う。

　 村 に引 きあ げ た モ ジ ョ ミジ は， 村 に入 る手 前 で ， 山羊 の 胃 の 内容 物 ， 蟻 塚 の 土 を 水

と混 ぜ た もの ， お よび ア カ ラジ ョ （ａｋａｌａｊ●ｏ） と呼 ば れ る野生 の ウ リをつ ぶ した もの を

自分 た ちの 体 に 塗 った。

　 ニ ブル は，以 上 の よ うに モ ジ ョ ミジ階 梯 に よ って 殺 され た。 そ して ，彼 女 の 死 後 ，

雨 が 降 り始 め た。 Ｒ ．Ｄ．Ｃ．の デ ー タ に よれ ば ，殺 害 の あ った 日に は約 ７ｍｍ ， 翌 ９日

と１１日 に は約 １０ｍｍ の 降雨 が あ った。 １３日 と１８日に は， それ ぞ れ ５０　ｍ ｍ 前 後 の大

雨 が降 って い る （表 ２）。　 これ らの 雨 は旱 天 の 慈 雨 とな り， モ ロ コ シは よ うや く順 調

に成 育 しは じあた 。

　 ７月 の降 水 量 は １８７ｍｍ に達 した 。翌 ８月 に は ６８　ｍｍ に落 ち こん だ が （表 １），

７月 の雨 で モ ロコ シ に は十 分 で あ った。
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　ニブルの死後雨が降りだ したので，人 々は雨を妨げていたのは彼女であることを，

あ らためて確信 した。

　 　 ２）　 首 長殺 し に関 す る注 釈

　 この 年 ， 私 は ８月 ４日 に村 に着 いた 。 した が って ， ニ ブ ル殺 害 事 件 の経 過 は， 事 後

に聞 き取 りに よ って知 った もの で あ る。 事 実 経 過 に関 す る情 報 を 得 る に はジ さ ほ ど 困

難 は なか った 。 しか し， ３度 にわ た る会 議 の主 催 者 で あ り，殺 害 の責 任 者 と もいえ る

ウ ィ ァ トゥオ 集落 の モ ジ ョ ミジか ら聞 き取 りをす る の は， きわ めて 難 しか った 。 そ の

た め， 当 事者 で あ る ウ ィァ トゥオ の モ ジ ョ ミジ階 梯 が， 各 段 階 で ど う問 題 を 捉 え て い

た か ， ニ ブ ル に対 す る嫌 疑 ・憎 悪 が い か に形 成 ・強 化 され て い った か ， 首 長 の 殺 害 を

ど う考 え て い るか ，等 々 の 問題 を 明 らか にす る こ とは， 残 念 な が らで きな か った。 こ

の 点 は，本 論 の記 述 の大 きな限 界 で あ る。

　 しか しな が ら，事 実 経 過 につ いて は， １９８５年 ５， ６月 に聞 き取 りを 重 ね る こ とに よ

り， か な り精 度 の高 い記 述 が で きた と考 え て い る。

　 ７月 ７， ８日の 出来 事 は， 劇 的 で 印 象 的 で あ る。 けれ ど も， この ドラマ を解 釈 す る

に は， い くつ かの 注 釈 が必 要 と思 わ れ る。 そ こで 次 に， ニ ブ ル の遺 体 処 理 に つ いて 注

釈 を加 えた い。

　 なぜ ， 遺 体 の 腹 部 を裂 き， 胃 を 切 り開 くと い う， 一 見 す る と残 忍 な行 為 が な さ れ た

の だ ろ うか 。 第 ２章 で 述 べ た よ う に， チ エ ンの 力 の 源 泉 は胃 の 中 に あ る と考 え られて

い る。 モ ジ ョ ミジ は， 胃 を 切 り開 くこ と によ って ， ニ ブ ル が残 した か も知 れ な い チ エ

ンの力 を弱 め よ うと した の で あ る。 胃 を 開 くと， チ エ ンの 力 は ， い わ ば， 雲 散 霧 消 し

て しま うと考 え られ て い る。

　 殺 され る前 に， ニ ブル は 自分 はチ エ ンを 残 さな い と明言 して い る。 しか し， モ ジ ョ

ミジ は彼 女 の 言 明 を 信 用 で きな か った わ け だ。 舌 に とげ を 刺 した の も， チ エ ンの効 力

を弱 め るた め と説 明 され て い る。

　 また ， 栽 培 種 の ウ リが 砕 か れ ， 胃 の 中 に押 し こま れ た の も， チ エ ンの力 を弱 め るた

めで あ る。 この 直 径 数 セ ンチ メ ー トル の球 状 を した ウ リは， 甘 味 が な く無 味 に近 い。

こ う した 無 味 の こ とを ， パ リはバ ス （∂α殉 と呼 ぶ 。 バ ス に対 置 され る味覚 の形 容 詞

はケ ッチ （ｋｅｅ）で あ る。 ケ ッチ は ，苦 味 ・辛 味 が度 を越 え て い る こ とを 意 味 す る。 例

え ば ， 酒 の 味 に用 い られ た ば あ い は ，六 ス は水 っ ぽ い こと， ケ ッチ はア ル コー ル度 が

強 い こ とを 意 味 す る。

　 と ころ が ， この ２つ の形 容 詞 は ，単 に味 覚 を表 わ す だ けで な く，比 喩 的 に様 々 な文

脈 で 使 わ れ る。 チ エ ンに つ いて い え ば ，効 力 の あ る， つ ま り，大 きな災 厄 を もた らす
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チ エ ンはケ ッチ で あ る。 ジ ュ オ クの存 在 す る場 所 は 「ケ ッチ な場 所 」 と呼 ばれ る。 ま

た ，勢 力 の あ る首 長 もケ ッチ と形 容 され る。 そ して ， パ リ自 身 の説 明 に よれ ば ， ウ リ

の バ ス 的 属 性 が ， チ エ ンをバ ス な もの （効 力 の な い もの） にす る作 用 を も って い る。

喩 え て いえ ば ， ウ リの無 味 な果 汁 が ， チ エ ンの 苦 味 ・辛 味 を 中和 して しま うの で あ る。

　 この よ うに みて くる と， ニ ブル の 遺体 処 理 を め ぐ る行 為 は， いず れ もチ エ ンを 弱 め

るた め の象 徴 的行 為 で あ る ことが わ か る。

　 そ れ で は， 次 に ，遺 体 処 理 を終 えた モ ジ ョ ミジが ，村 に入 る前 に山 羊 の 胃の 内 容 物 ，

野 生 ウ リの果 汁 ，蟻 塚 の土 等 を身 体 に塗 った の はなぜ だ ろ うか。 パ リ自身 は， これ ら

の 行 為 を ミラ （ｍｉｒａ） と呼 ば れ る観 念 と関 連 づ けて 説 明 す る。

　 人 間 の 血 ， と くに殺 さ れ た者 の血 に は，災 厄 を もた らす 力 が あ る。 この力 が ミ ラで

あ る。 流 血 の 現 場 に居 あ わせ た人 々 は， ミラ に汚 染 され て い る。 も し， そ の ま ま村 に

戻 り，人 々 と身体 的 に接 触 す る と，彼 らまで も ミラ に汚 染 され て しま う２２）。 山 羊 の 胃

の 内 容 物 ， あ る種 の 野 生 ウ リ （ａｋａｌａ１’ｏ），蟻 塚 の 土 は， ミラの 力 を弱 め る作 用 を持 つ と

み な され て い る。 この ３種 の一 見 す る と全 く異 な る物 質 は ，象 徴 的 に は等 しい効 用 が

あ る。 た だ し， 野生 ウ リと蟻 塚 の 土 は， 山 羊 が入 手 で きな い とき に用 い る， 代 替 品 的

性 格 が 強 い。 ち な み に ， これ が 塗 られ る身体 部 位 は，足 の 甲 ，膝 ， み ぞ お ち， 額 ， 頭

頂 部 で あ る。

　 と ころ で ， ア カ ラ ジ ョの よ うな 野生 ウ リは， 広 くナ イ ロＬ ト諸 民族 の あ い だ で ， さ

ま ざ ま な相 違 は あ る にせ よ， 共 通 した象 徴 的意 味 を担 って い る と考 え られ る。 た とえ

ば ， ヌエ ル は供犠 に さ い して ｋωｏｌと呼 ば れ る ウ リ （Ｃｕｃｕｍｉｓ　ＰｒｏＰｈｅｔａｒｕｍ）を 去勢 牛 の

代 替 物 と して用 い る し ［エ ヴ ァ ンズ ＝プ リチ ャ ー ド　 １９８２：２２０－２２３，３１７－３１８］， デ

ィ ンカ は ｋａｏｉｊｏｋ （ヌエ ル の ｋｗｏｌと 同種 ） を病 気 の 予防 に胸 ， 頭 ， 背 中 に塗 る。 そ し

て ，ｋｕｏｉｊｏｋ の属 性 は， パ リの ア カ ラジ ョと 同 じ く ｋｅｃ （苦 味 ・辛 味 を 意 味 す る） と考

え られ て い る ［ＬＩＥＮＨＡＲＤＴ　 ｌ９６１：２０９］。

　 ８ 日に ， ニ ブ ル に死 に至 る暴 力 が 加 え られ る直 前 に登 場 す る ３人 の 障 害者 は ， ど の

よ うな役 割 を担 っ て い る の だ ろ うか 。彼 らの登 場 の背 後 に は， 何 か 論 理 的 必 然 が あ る

の か 。残 念 な が ら，筆 者 は納 得 しう る解 釈 を示 す こ とは で きな い。 こ こで は，一 香 皐

初に飢餓の影響を受ける最弱者が，飢餓の張本人に最初の一撃を加える権利を持 って

いるのかもしれないと指摘するにとどめておく。

　 ところで，３人の障害者のいずれもが， 「ニブルが死ねば， 自分たちも死ぬ」と言

っているのは興味深い。 これは， ７日にモジョミジが，「ニブルを殺 して，われわれ

２２） ミラに汚染された人 は癩病 になると考え られている。
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は この地 か ら去 る」 と言 った の と対 応 して い る。 いず れ の発 言 も言 葉 の あ や で あ って ，

ほん と うに村 を 放 棄 した り， 自分 も死 の う と思 った り して いた わ けで はな いだ ろ う。

　 さ て ， ニ ブ ル の殺 害 を人 々 は ど う捉 え て い るの だ ろ うか。 私 の知 る限 りで は， ニ ブ

ルへ の 同情 ， お よ びモ ジ ョ ミジ に対 す る非 難 の声 は 聞 い た ことが な い。 ７， ８日の 両

日に お いて も， ニ ブル に対 す る暴 力 を 止 め よ う と した者 は誰 もい な か った 。 た だ ， も

し ８ 日の場 に長 老 た ちが 出席 して い れ ば ，１ニ ブ ル は殺 さ れ な か った か も知 れ な い と い

う意 見 は あ った。 長 老 は ， 意志 決 定 ・執 行 を遂 行 す る モ ジ ョ ミジ階 梯 に対 して ， 「異

議 申 し立 て人 」 的 立 場 を担 って い るか らで あ る。 た しか に， も しニ ブ ル が 長老 た ちの

中 に逃 げ込 ん で 保 護 を 求 め て い れ ば ， モ ジ ョ ミジ も手 だ しで き な か った か も しれ な い。

しか し， ８ 臼の場 に長 老 が 出か けな か った こ と自体 が ， ニ ブ ル は も う死 ぬ しか な い と

い う彼 らの意 志 の 表 わ れ だ った と説 明 され て い る。 や は り， ニ ブル は， 全 員 の 合 意 の

もと に殺 され た と いえ る。

　 ニ ブ ルの 死 か ら １カ月 半 ほ ど経 過 した ８月 中旬 に は ，村 で次 の よ うな 世 論 が形 成 さ

れ て い た。 人 々 に とって ， ニ ブル が 自分 の 死 を 予 期 しな が ら恐 れ な か った こ と は不 可

解 だ った。 ま た， １９８２年 の よ うに， 町 へ 逃 亡 す るチ ャ ンス はあ った の に ，彼 女 は村 に

とど ま った。 これ らの 奇 妙 な 事 実 は， ニ ブ ル が あ る男 の チ エ ンに よ って操 られ ， 雨 を

降 らせ な い よ う， 死 を恐 れ な い よ う動 か され て い た た め と説 明 さ れ る よ うに な った 。

この チ エ ンの可 能 性 は， 先 に述 べ た よ うに， ７月 ８旧 にニ ブ ル 自 身 が示 唆 して い る。

　 ニ ブ ル が チ エ ソに操 られ ， 自 らの 意 志 を 失 って い た とい う説 明 は ，彼 女 の行 動 を理

解 可 能 な もの にす る と 同時 に， 人 々が 犯 した 殺 人 を 合 理 化 す る役 割 を も果 して い る の

で はな い だ ろ うか。 な ぜ な ら， 殺 人 の 罪 を ， チエ ンを 残 した 男 に負 わ す こ とが で きる

か らで あ る。

　 １９８４年 の モ ロコ シの 出来 高 は， 全 体 的 に はま ず まず だ った。 特 に ， プゲ リ集 落 の一

部 ， プ チ ュ ワ， ブ ラ， ウ ィ ァ トゥオ 各 集 落 の 畑 が あ る ワー ガ （Ｗ ａａｇａ） と呼 ば れ る東

部地 域 の収 穫 は例 年 以 上 で あ った 。 しか し， プ ゲ リの 一 部 ， お よ び コル ， ア ング ル メ

レ両 集 落 の畑 が あ る西 部 地 域 は， 不 作 に悩 ま され る こ と にな った。 所 に よ って は ，収

穫 ゼ ロ とい う畑 もあ った ほ どで あ る。 不 作 の 原 因 は， ７月 に入 って も， 西 部 地 域 に は

あ ま り雨 が降 らな か った ことで あ る。

　 この よ う に， モ ロ コ シの収 穫 は， 東 部 と西 部 で 鋭 い 対 照 を みせ た。 そ して ， 西 部 地

域 の 不作 は， コル集 落 の首 長 マ テ ィァ追 放 に至 る一 連 の紛 争 を生 じさせ る こ と にな っ

た 。 次 節 で は， この紛 争 に つ い て述 べ る。
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　 　 ３）　 コル集 落 の かん ばつ

　 ニ ブ ル の死 後 降 り は じめ た 雨 は， ウ ィァ トゥオ の一 部 で は多 す ぎて ，畑 が冠 水 して

しま った。 ウ ィァ トゥオ 集 落 の モ ジ ョ ミジは ，大 雨 を降 らせ た の は， コル 集落 の首 長

マ テ ィア で あ る と して ， 彼 を非難 した。 なぜ な ら， ニ ブ ルの いな ぐな った今 ，雨 を コ

シ トロー ル で き る力 を持 つ の はマ テ ィァ だ け だ った か らで あ る。第 ２章 で述 べ た よ う

に ， マ テ ィァ は何 種 類 かの 雨 石 と雨 薬 を保 持 して いた 。

　 ウ ィァ ・トゥオ集 落 の モ ジ ョ ミジ は， も し雨 を止 め な けれ ば ， お ま え を殺 す か村 か ら

追 放 す る と い って ， マ テ ィ ァを 脅 した。 マ テ ィア は， 何 の 弁 明 もせ ず沈 黙 を ま もった 。

ま た ，彼 は脅 され た こ とを ，村 の 警察 に報 告 した 。 その うち， 雨 は止 み ， この 問題 は

解 決 した 。

　 そ の一 方 で， コル 集 落 の 畑 に はニ ブ ル の死 後 も依 然 雨 は降 らず ，，か ん ば つ が続 いて

いた 。 コ ルの モ ジ ョ ミジ は， マ テ ィア に会 い次 の よ う に言 った。 「ニ ブ ル が 死 ん だ今 ，

雨 に責 任 が あ るの はお まえ だ け だ。 今 回， 室 まえ は雨 を 止 め て ウ ィァ トゥオ を助 けた 。

今 度 は， わ れ わ れ の畑 に雨 を 降 らせ て欲 しい。」 この 要 望 に対 して ， マ テ ィア は 「頑

張 って み よ う」 と答 え た。

　 しか し， 雨 は降 らな か った。 モ ジ ョ ミジ は， 前 年 ， 雨 を 止 め るた め に ， あ る ア ジ ュ

ワの 指 示 に従 って ， ドラム ・ハ ウス２３）の 床 にカ タ ツム リ （ウチ ョ ンボ ｕｃｏｎｂｏ）の 殻 を

埋 めた の を思 い 出 した 。１９８３年 ８， ９月 ， コル の 畑 に は大 雨 が 降 った。 モ ロ コ シ は，

す で に結 実 期 に入 って い た の で ， も う雨 の 必 要 はな か った 。 そ こで ， モ ジ ョ ミジ は，

リキ ラ （Ｌｉｋｉｌａ）と い う名 の ア ジ ュ ワ （男 性 ）に相 談 に行 った 。 占師 リキ ラは ， カ タ ツ

ム リの 殻 を ドラ ム ・ハ ゥス の床 に埋 めれ ば 雨 は止 ま る とい う託宜 を下 した ので あ った 。

　 モ ジ ョ ミジは ，前 年 埋 め た 如 タ ッ ム リが 雨 を 妨 げ て い るの で は な い か と疑 った 。 そ

れ で ， ８月 に，埋 め た場 所 を掘 りか え して み た。 しか し， カ タ ツ ム リは発 見 で きな か

った。 な ぜ だ か わ か らな い が， 消 えて しま ？た の で あ る。

　 コル 集 落 の モ ジ ョ ミジ は ，誰 が カ タ ツ ム リを 掘 り出 した の か を考 え は じめた 。 そ の

男 は， 雨 を妨 げ る意 図 を持 って い た に違 いな か った 。 す ぐた， ア ベ ニ （Ａｂｅｎｙ） と い

う名 の ， ク ワ ラ年 齢 組 の 長 老 に嫌 疑 が 及 ん だ。 彼 は ， この年 ＩＤ　２月 に死 ん だ が ， 生 前

は毎 晩 カ タ シム リが埋 あ られ た 場 所 の す ぐ傍 に 寝 て い た。 ま た， 彼 は マ テ ィ アの 親 友

で ，常 にい っ し ょに飲 み食 い して いた 。

　 ア ベ ニ に対 す る疑 い が高 ま る たつ れ て ， マ テ ィア へ の不 信 も増 大 した 。 その 契 機 と

な った の は， アパ ナ ナ （Ａｐａｎａｎａ）と呼 ば れ る雨薬 の 所在 を め ぐる問 題 で あ る。 アパ

２３） ドラム ・ハ ウス （ｄｗｏｎｄｉ－ｂｕｌ）は各集落の中央，広場に面 した一画にあ る。そこは， ドラムが

　 収納され る場であ り，長老 とモジ ョミジの ２階梯の ｇａｔｈｅｒｉｎｇ　Ｐｌａｃｅ（ｋａｂｅｒｅ）である。

１３８



栗本　 雨と紛争

ナ ナ は ，１０年 以 上 前 に， 当 時 モ ジ ョ ミジ階梯 の頭 で あ った キ ラ ン年 齢 組 が ， ロ トゥホ

族 の雨 の首 長 か ら得 た 雨 薬 で あ る。 これ は， 木片 で は な く，パ リ地 域 に は棲 息 しな い

サ イ チ ョ ウ （ｈｏｒｎｂｉｌｌ）の 剥 製 で ， 特 に 雨 を 止 め る力 だ け を持 つ と考 え られて い る。

雨 を止 め る時 に は ， くち ば しを雨 の 降 る方 向 に向 けて 置 くの だ とい う。

　 アパ ナ ナ は ，他 の雨 薬 と共 に， マ テ ィ アが 所 持 して い た 。 ウチ ョ ンボ の行 方 が 問題

に な った と き， モ ジ ョ ミジ は， アパ ナ ナ は ど うな った の か と思 い 当 った。 そ して マ テ

ィア に尋 ね た と ころ ，彼 は ，「ア パ ナ ナ は紛 失 して しま った。 私 の手 もと に は な い。」

と答 え た の で あ る。 そ れ以 来 ， モ ジ ョ ミジの 間 で ， マ テ ィ ァ は アパ ナ ナ を 用 い て 雨 が

降 らな い よ うに して い るの で は な い か と い う疑 惑 が 芽 生 えて きた 。

　 　４）　 占 師 ウイ エ ン

　 マ テ ィア とア ベ ニ に対 す る嫌 疑 が高 ま り， 依 然 と して 雨 が 降 らな か った ， ８月 中旬

か ら下 旬 にか け て ，興 味 深 い事 件 が生 じた。 事 件 の主 人 公 は ， ウイ エ ン （Ｗ ｉｙｅｈ）と

い う名 の ア ジ ュ ワ （男 性） で あ る。

　 ８月 の あ る 日， 占師 ウ イエ ンは コル 集 落 の モ ジ ョ ミジの と ころへ や って 来 た 。 そ し

て ， 雨 を妨 げ て い るの は マ テ ィァで あ る と非 難 した 。 彼 に よれ ば ， マ テ ィア は こ っそ

り彼 を訪 れ て ，雨 を妨 げ る力 を もつ 呪物 を与 え られ た。 マ テ ィア は， それ を コル の 畑

の 某 所 に埋 めた 。

　 モ ジ ョ ミジ は， 事 の 真 偽 を 確 か め るた め マ テ ィア に尋 ね た が， 彼 は ウ イ エ ンとの か

か わ り を全 面 的 に否 定 した 。 マ テ ィア は， 「コル の首 長 で あ る私 が， な ぜ コル の 雨 を

妨 げ る こと が あ ろ うか」 と言 って 弁 明 した 。

　 ウ イ エ ンは，「そ れ な ら私 が呪 物 を埋 めた 場 所 を探 し出 しま し ょ う」 と申 し出た 。 も

ち ろん ，彼 は そ の場 所 を知 らな いが ， 呪 物 の 嗅 いで か ぎだ す こ とが で きる と主 張 した 。

　 そ こで ， モ ジ ョ ミジ は， 雄 羊 １頭 を連 れ て ， ウ イエ ン と出 か け た。 畑 の あ る場 所 ま

で来 る と， ウ イ エ ンは羊 を殺 す よ う命 じた 。 彼 は， 胃 の 内 容物 を地 面 に盛 り，傍 で 火

を た い た。 そ して ， ナ イ フで 地 面 を掘 り始 めた 。 何 か を掘 りあ て た と き， ウィ エ ンは ，

「気 を失 って しま う。 お れ を捕 ま え て くれ。 捕 ま え て くれ 。」 と叫 び な が ら， う しろへ

あ お む け に倒 れ て しま った σ 居 あわ せ た モ ジ ョ ミジ は， 彼 の大 げ さ な 身 ぶ り と言 葉 に，

神妙 な気 持 ち に な るど ころ か ，大 笑 い して しま った と い う。

　 倒 れ た ウイ エ ンは ，半 ば無 意 識 に ，羊 の 胃の 内容 物 を頭 に塗 る よ う頼 ん だ。 そ れ が

す む と，彼 は 意識 を取 り戻 し，起 き あ が った 。 モ ジ ョ ミジ はま だ笑 い続 け て いた 。 彼

は，地 面 か ら掘 り出 した ，布 の小 さ な包 み を人 々 に示 し， 切 り開 い た。 中味 は， 犬 の

糞 とモ ロ コ シの穀 粒 だ った。 ウイ エ ンは言 った。 「これ こそ ，私 が マ テ ィア に与 えた
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もの で あ る。」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　、

　 そ れ か ら； 彼 らは村 へ戻 った が ， 村 の 外 側 にあ る水 た ま りの ほ と りで ， ウイ エ ン は

立 ち ど ま り， 布 の 包 み の 中 身 を水 の 中 に捨 て た 。 そ して ， 「これ で雨 は降 るだ ろ う」

と言 った 。

　 ウ イ エ ン に対 す る暎 笑 か ら明 らか な よ うに， モ ジ ョ ミジ は彼 の言 葉 を信 じた わ けで

は な い。 彼 らは， ウイ エ ンが発 見 した 布 の 包 み は， マ テ ィア で は な くウ イ エ ン自身 が

埋 め た もの だ と考 えた 。 要 す る に， 彼 は ト リッ クを用 いた ので あ る。 しか し，畑 で屠

殺 され た雄 羊 と現 金 ３０ポ ン ドが ウ イエ ンに与 え られ た。

　 モ ジ ョ ミジ とウ イ エ ンが 畑 に行 った そ の 晩 ，少 しだが ほん と う に雨 が 降 った。 そ れ

で ，人 々の な か に は， 「ウイ エ ンは トリ ックを 用 いた の は確 か だ が ， しか し， ジ ュオ

クか ら何 らか の助 け を得 て い るの か も しれ な い」 と思 い始 め る者 が で て きた の で あ る。

　 この後 ， ウィ エ ンは， モ ジ ョ ミジを伴 って ， マ テ ィ アが 埋 め た 呪物 を掘 りだす こと

を ， さ らに ２度 くり返 した 。 そ の た び に ，雄 羊 が殺 され ， 彼 に与 え られ た。

　 それ か ら， ウイ エ ン は， も し私 が行 水 を した な ら，雨 が 降 るだ ろ うと人 々 に告 げ た 。

そ して ， じっ さい に ２， ３度 ，彼 の行 水 の 後 に雨 が ぱ らつ い た の で あ る。 この 頃 にな

る と， 彼 の 名 声 は高 ま り，彼 は ほん と う に雨 を 降 らす 力 を持 って い る と考 え る人 々 も

多 くな った 。 彼 を 「雨 の 首 長」 と呼 ぶ 人 も いた ほ どで あ る。

　 そ して ， コル と同様 かん ばつ に苦 しん で いた ア ング ル メ レ集 落 の モ ジ ョ ミジは ， ウ

イ エ ンに多額 の贈 り物 を して ， 雨 を降 ら して くれ るよ う頼 ん だ。 贈 り物 の 内 容 は ， ワ

ラ ギ （蒸 溜 酒） ５びん ，現 金 ７０ポ ン ド，雄 山 羊 １頭 で あ った 。 しか し， この 頃 か ら再

び 雨 は降 らな くな って しま った 。

　 コル 集落 の モ ジ ョ ミジ は， ウイ エ ンを召 喚 した 。 両 者 の 間 で 次 の よ うな や り と りが

あ った。

　 モ ジ ョ ミジ ：わ れ われ は， 今 まで お ま え に多 くの もの を 与 え て きた。 ど う して雨 を

　　 　 　 　 　　 降 らさな いの か。

　 ウ イ エ ン ：わ た しは努 力 して い る。∩しか し，で きな いの だ 。

　 モ ジ ョ ミジ ：それ で は， ど う して この間 は雨 が降 った の だ 。

　 ウ イ エ ン ：あの 時 は， ジ ュオ クが私 を助 けて くれ た 。 だ が ，今 ジュ オ ク の助 け は

　　 　 　 　 　　 な い。

　モ ジ ョ ミジ ：い や ， い や。 も う一 度 頑 張 って み ろ。

・モ ジ ョ ミジ は， さ らに羊 １頭 と現 金 を ウ イ エ ンに与 え た。 そ の羊 は屠 殺 され ， 胃の

内容 物 が 畑 に まか れ た。 しか し， そ の後 も雨 は降 らな か った。 そ して， コ ル集 落 の モ
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ジ ョ ミジ階 梯 は， と う と う彼 の追 放 を決 定 した。

　 ８月 ２５日， モ ジ ョ ミジ は ウイ エ ンを捕 え た。 彼 の身 の回 り品 や 生 活 用 品 は破 壊 さ れ ，

彼 が首 や 腕 につ けて いた お守 りは む し り取 って川 に捨 て られた 。 それ か ら， ウイ エ ン

は ，村 の入 り 口 に あ る， 乗 り合 い トラ ックの発 着 所 ま で連 れて 行 かれ た 。 も し， モ ジ

ョ ミジ が あ る人 の 追 放 を 決 定 す れ ば ， そ の人 はす べ て の財 産 を放 棄 して ， 身 ひ とつ で

そ の 日の う ち に村 を 出な けれ ば な らな い。 情 状 酌 量 の余 地 は全 くな い。 ８月 ２５日 に は，

ち ょう ど トリ ッ ト行 きの トラ ックが あ った が ， ウイ エ ンは乗 車 賃 を持 ち あわ せ て いな

か った 。 それ で ， 彼 は徒 歩 で 村 を 去 った 。 こ う して ， ８月 中 ， コル集 落 の人 々 を巻 き

込 ん だ ウ イ エ ンの一 件 は， その 幕 を閉 じた の で あ る。

　 ウ イ エ ンは， ご く短 期 間 で はあ るが ， 雨 を コ ン トロ ール で き る男 と して の 名声 と権

威 を享 受 す る こ とが で きた 。 彼 は多 額 の 現 金 と山 羊 ・羊 を 得 た。 彼 は ，一 時 期 ミニ チ

ュ ァ版 の 雨 の 首 長 で あ った と いえ るか も しれ な い。

　 しか し，先 に述 べ た よ う に， 彼 は最 初 ， あ る種 の う さん臭 い男 と して眺 め られて い

た。 雨 に関 す る予 言 が 成 就 して ， は じめ て 彼 に対 す る評 価 は変 化 しは じめ た ので あ る。

そ して ，雨 を降 らせ る力 が 失 わ れ た と き， ウ イエ ンの 評 価 はた ち ま ち地 に墜 ち， 村 か

らの追 放 と い う， 厳 しい処 分 が 待 ち う けて い た。

　 ウ イ エ ンの 事 例 は， パ リにお け る雨 の 問題 を考 え る上 で ， きわ めて 示 唆 に富 ん で い

る。 私 に は ， この事 例 が， 人 々の 雨 の 首 長 に対 す る態 度 の雛 型 を 明 らか に して い る よ

うに思 え る。 そ こで は， 人 々 は降 雨 の 原 因 ・過 程 よ りむ しろ結 果 に関 心 が あ った 。 こ

の点 に つ いて は， 次 章 で 検 討 を加 え る。

　 　 ５）　 コル 集 落 首 長 マ テ ィ アの 追 放

　 こ こで ，話 を再 び マ テ ィ アの 問 題 に戻 す 。 ウ ィエ ンが人 々の 関心 を集 めて い る間 は，

マ テ ィア の 問題 は な お ざ りに され て いた 。 しか し，彼 の追 放 後 ， モ ジ ョ ミジ は カタ ッ

ム リと アパ ナ ナの 行 方 ど マ テ ィ アの 責任 に関 心 を 集 中 す るよ うに な った 。

　 コ ル集 落 の モ ジ ョ ミジ は， まず ， 前 年 カ タ ッム リを埋 あ るよ う指 示 した ア ジ ュ ワ，

リキ ラ の も とへ 相 談 に行 った 。 リキ ラ は，雨 を 降 らす に は ，黒 ニ ワ トリの 翼 を吊 るせ

ば よ い と の託 宜 を下 した 。 モ ジ ョ ミジ は指 示 に従 った が ，雨 は降 らな か った 。

　 次 に モ ジ ョ ミジ は， 別 の ア ジ ュ ワ， リラル （Ｌｉｌａｒ）と い う男 を訪 ね た 。 彼 は， カ タ

ツ ム リの殻 は マ テ ィ アが 所 持 して い るが ，誰 か の も とに隠 して い るの だ と い う託宜 を

下 した 。 モ ジ ョ ミジ は， そ れ は誰 か と尋 ね た。 リラル は ，最 近 死 ん だ 者 の 中 に心 あ た

りは な いか と聞 いた 。 モ ジ ョ ミジが ア ベ ニ の 名 前 を あ げ る と， リ ラル は， カ タ ツ ム リ

は この 男 の も と に隠 され て い る と判 定 した の で あ る。 この 託宜 に よ って ， モ ジ ョ ミジ
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が ， マ テ ィ ア と アベ ニ に対 して抱 い て いた 嫌 疑 は， 確 固 と した もの に な っ た。

　 ま た ， モ ジ ョ ミジが ア ジ ュ ワ に会 う以 前 に， アベ ニ が 雨 が 降 らな い よ うチ エ ンを残

して い た とい う世 論 が ， す で に形 成 され て い た こ と も指 摘 して お かね ば な らな い。 そ

の 内容 は次 の とお りで あ る。

　 ア ベ ニ に は ，娘 が １人 だ けで 息 子 はな か った 。 そ の た め ， 息子 の あ る父 親 た ち に は

嫉 妬 を抱 い て い た。 ま た ， 同 じ年 齢 組 の 仲 間 よ り 自分 が先 に死 ぬ こと に憤 愚 の 念 を 感

じて い た。 彼 は死 の床 に， 父 方 血 族 ペ トロニ ア （Ｐｅｔｏｒｏｎｉａ） と親 友 の マ テ ィ ア を呼 び

よせ た ２４）。 そ して ，自分 の家 と財 産 はペ トロニ ア が相 続 す る よ うに告 げ た 。 マ テ ィ ア

に は，招 福 の 力 を もつ 呪物 ダ ウ （ｄａω）２５）を与 え ，彼 だ け は ジ ュオ クの 加 護 を うけ て繁

栄 す るが ， 他 の コル 集 落 の人 々 は滅 び るよ うに と い うチ エ ンを残 した とい わ れ て い る。

　 ９月 １２日の 夜 ， モ ジ ョ ミジ は ，翌 朝 ア ベ ニ の墓 を暴 く こと を決 定 した 。 アベ ニ の遺

産 を相 続 した ペ トロニ ァ の もとへ は使 者 が 派 遣 さ れ， 明朝 は外 出 せ ず家 にい るよ う，

牛 １頭 を モ ジ ョ ミジ に供 出す る よ うに命 じた。 しか し， ペ トロニ ァ は 「た とえ コル の

牛 が す べ て私 の もので あ って も， 私 は １頭 の 牛 も差 し出 さな い 」 と返 答 した。 ま た ，

ア ベ ニ と近 縁 の血 族 ， デ ィノ （Ｄｉｎｏ） と リンガ （Ｌｉりａ）の ２人 に も使 者 が 遣 わ され ，

明朝 は 家 に い るよ うに告 げた 。

　 ９月 １３日 ，朝 ６時 頃 ， モ ジ ョ ミジ とマ テ ィア は ， ア ベ ニの 墓 に向 った 。 ま ず ，栽 培

種 の ウ リが つ ぶ さ れ， 墓 の上 に ま かれ た 。 これ は， 以 前述 べ た よ うに， チ エ ンの 力 を

弱 め るた あ で あ る。 そ れ か ら，墓 の発 掘 が 始 ま る。 最 初 の ひ と掘 りは， マ テ ィ アが 行

な った。 遺 体 が見 え て く る と，雄 羊 が屠 殺 され て ， 人 々 は胃 の 内容 物 を遺 体 にふ りま

く と同 時 に， 自分 た ちの 身 体 に も塗 った。 野 生 ウ リ ・ア カ ラ ジ ョ もつぶ され ， 羊 の 胃

の 内容 物 と 同様 に使 わ れ た 。 そ して ，遺 体 を墓 穴 か ら取 り出す 前 に， ア ベニ の 近 縁 の

血 族 が ，遺 体 の頭 部 を漁 槍 で 突 き刺 した 。 これ は， チ エ ンが モ ジ ョ ミジ にで はな く，

そ の男 に 向 か うよ うにす るた め と説 明 され て い る。

　 掘 り出 した遺 体 は ，牛 皮 に包 ん で マ テ ィ アが ひ と りで 背負 ？た 。 これ は， ア ベニ と

の共 謀 に対 す る罰 で あ った ２６）。 遺 体 は川 の対 岸 の河 辺 林 に遺 棄 され た 。戻 って きた モ

ジ ョ ミジ は， コ ル集 落 の外 側 に集 合 し， ８時半 頃 か ら会 議 が始 った 。

　 私 は ，会 議 の 場 に居 あわ せ て ， 一 部始 終 を観 察 す る こ とが で きた 。 コル 集 落 か ら徒

歩 約 １０分 の草 地 に， モ ジ ョ ミジ と長老 は別 々に坐 った。 長 老 階 梯 は， キ ラ ン年 齢組 と

２４） ちなみに，マテ ィアにも娘だ けで息子はいない。

２５）ダ ウとは，芯の部分が中空 にな った， ある種の木 の枝であ る。 中空であるために軽い。「軽

　 い」（ノｏｏ‘）ことは，人 間にとって も，家畜に とって も望ま しい状態である。

２６）モ ジ ョミジは， アベニの墓 の中に，カタツム リが埋 め られていると予想 していた。 しか し，

　 カタツム リは発見できなか った。
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ク ワ ラ ・ウ クエ ル 年 齢組 に別 れ て坐 った 。 出席 者 は， モ ジ ョ ミジ４０名 ，長 老 ６０名， 全

部 で 約 １００名 を 数 え た 。

　 会 議 が始 ま る前 に ， ペ トロ ニ ァ と マ テ ィ ァか ら没収 され た雄 牛 と不 妊 の雌 牛 とが ，

槍 で心 臓 を ひ と突 き に して 殺 され た 。 そ の 場 で牛 の解 体 が は じま った 。

　 会 議 は午 前 ９時 １５分 か ら １時 間 余 にわ た り，６０数 名 が発 言 した 。 議 論 は 白熱 し， 激

しい 口論 がた び た び交 わ され た 。 会 議 の焦 点 を 整理 す れ ば以 下 の よ うにな ろ う。

　 第 １の 焦 点 は， ア ベニ の 近 縁 者 ３名 の査 問 で あ った。 ペ トロ ニ ア， デ ィ ノ， リ ンガ

の ３人 は， 前 夜 モ ジ ョ ミジか ら外 出 しな い よ う通 告 を うけた に もか か わ らず ， 朝 か ら

畑 に行 って しま った 。 そ こで ，若 者 階 梯 の最 年 長 で あ るマダ ン年 齢 組 の 若 者 た ちが ，

彼 らを連 行 す るた め 派遣 さ れ た。 若 者 た ち は， ３人 の 男 た ちを 答 で 追 い た て な が ら戻

・って きた
。 ３人 の男 は ，背 中 を し こた ま打 た れ ， 会 議 の 場 に着 くと， ク ワ ラ ・ウ ク エ

ル 年 齢組 の間 に飛 び込 ん だ。 長 老 た ち は， さ らに答 う と う とす る若 者 を 制止 した。 ３

人 は， モ ジ ョ ミジ とキ ラ ン年 齢 組 の間 に坐 った 。

　 モ ジ ョ ミジ は ３人 それ ぞ れ に， ア ベニ との 関 係 を 尋 ね た 。 ペ トロニ ァ は ， 問答 の末

に， ア ベ ニ の遺 産 を相 続 した こと を認 めた 。 長 老 か ら， ペ トロニ ァ が相 続 した ア ベ ニ

の遺 産 はす べ て 破 壊 され るべ きで あ る とい う意 見 が で た。 じか し， け っ き ょ く， モ ジ

ョ ミジ は遺 産 に は手 を 下 さな い こ とに 決 定 した。 ペ トロニ ァ は， 雄 牛 を １頭 没収 され

た だ けで ， そ れ 以 上 の 追 求 を ま ぬ が れ た 。

　 査 問 が 終 わ る と， ３人 の 男 は 自分 の 年 齢組 （全 員 ア ニ ュ ワ） の場 所 へ 戻 る こ とを 許

され た 。 その 後 ， 議 論 の 焦 点 はマ テ ィア に移 った。

　 マ テ ィァ は最 初 ， 長 老 た ち と坐 って い た （彼 自 身 は キ ラ ン年 齢 組 に属 す る）。 しか

し， モ ジ ョ ミジ は， マ テ ィア もア ベ ニ の血 縁 者 ３名 と い っ しょ に坐 る よ うに要 求 した。

それ で 彼 は場 所 を 移 った の で あ る。

　 この 日の マ テ ィア は， ま るで被 告 席 に坐 っ た犯 罪 者 の よ うだ った。 首 長 の威 厳 な ど ，

ど こ に も見 あ た らな か った。 彼 は ， し じ ゅ う首 を うな だれ て び くび く して い た。 同様

に， ペ トロニ ァ ら ３人 の表 情 も恐 怖 で ひ き つ って いた 。 特 に リンガ は，手 は震 え ， ロ

は ど も って ， 満足 に話 す こ とす らで きず ， 出席 者 の 失 笑 を か った。

　 モ ジ ョ ミジ と長老 は ， カ タ ッ ム リと アパ ナ ナ， お よび 他 の 雨薬 が い った い ど こに あ

るの か マ テ ィア に質 問 した。 彼 は ， カ タ ツ ム リと アパ ナ ナ は紛 失 した と答 え た。 そ し

て ，「雨 を 降 らそ う と努 力 して きた が成 功 しな か った。 も う １度 頑 張 って み る。」 と弁

明 した 。 モ ジ ョ ミジか らは， マ テ ィ アが 現 在 所持 して い る雨薬 をす べ て 没 収 す べ きで

あ る とい う意 見 が 出 され た 。 しか し， この 意 見 は斥 け られ ， マ テ ィア に も う １度 や ら
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せ て み る こ と にな った。 彼 に は ， ２ 日間 の時 間 が与 え られ た。 そ して モ ジ ョ ミジ は，

も し ２日の う ち に雨 が 降 らな い な ら， た だ ち に村 か ら追 放 す る とマ テ ィア に宣 告 した

の で あ る。

　 会 議 の 途 中 で ， モ ジ ョ ミジ と長老 の ２階 梯 間 で 激 しいや り と りが交 わ さ れ ，激 昂 し

た 男 た ちが 立 ち上 が り， ま わ りに取 りお さ え られ る場 面 が何 度 か あ った。

　 例 え ば ， モ ジ ョ ミジ は， キ ラ ン年 齢 組 の 中 に， マ テ ィ アが 雨薬 を 隠 す の を手 伝 って

い る者 が い る と非難 した。 キ ラ ンは この主 張 を強 く否 定 した。 ま た ， この や りと りは，

モ ジ ョ ミジ とマ テ ィア の 関係 が疎 遠 で あ る の に対 して ， キ ラ ン とマ テ ィア は よ り親 密

で あ る事 実 を示 唆 した もの と して も興 味 深 い。

　 午 前 １０時 ２５分 ， 会 議 は終 了 した。 わ ず か ２日 の うち に雨 が 降 らな い と， マ テ ィァ は

村 か ら追 放 され る こ と にな った。 私 は マ テ ィア の もとへ 行 き，言 葉 を交 わ した。 彼 は，

「ジ ュオ ク は偉 大 で あ る （」’ωｏｋ　ｄωｏｐ）」 と言 った 。 この文 句 は ， 様 々な文 脈 で ， 様 々

な意 味 を こめて 用 い られ るが ， この 場合 は 「何 事 もジ ュ オ ク しだ い で あ る」 とい った

意 味 あ い だ った よ うに思 う。

　 会 議 終 了後 ，屠 殺 さ れ た ２頭 の牛 の 肉 は， 年 齢 組 単 位 に一．Ｈ一定 の ル ー ル に基 づ いて 分

配 され た 。 肉 は そ の 場 で焼 い て食 べ る。

　 牛 と は別 に， モ ジ ョ ミジは １頭 の雄 羊 を畑 まで 連 れ て 行 った。 そ こで生 きた ま ま腹

を 裂 き， 胃 の 内 容 物 を取 り出 し， そ れ を水 と まぜ て 四 方 にふ りま い た。 これ は， 雨 を

降 らす た め の 行 為 で あ る と説 明 さ れ て い る。 その 後 ， 羊 は解 体 され ， 肉 は そ の場 で 焼

い て ， 近 くに居 あ わ せ た 長老 と羊 を運 ん だ男 た ちが 食 べ た。

　 会 議 の 翌 日，翌 々 日 も雨 は 降 らな か った 。 そ して ， ９月 １６日， マ テ ィア は村 を追 わ

れ ， トリ ッ トに 向 った。 彼 は ， ま さ に着 の 身 着 の ま まで ， す べ て の財 産 を村 に残 して

追 放 され た の で あ った。 ト リッ トで は ，町 に住 ん で い る親 族 の も と に身 を寄 せ た。

　 １９８４年 ， コル の畑 で はモ ロ コ シの 出来 具 合 は， 雨 不 足 の た め た い へ ん悪 か った。 数

１０セ ンチ メ ー トル の 高 さで ， モ ロ コ シが立 ち枯 れて しま った 畑 も多 か った。 ま た ， ２

期 作 目の 収 穫 も望 む べ くもな か った。 マ テ ィア は ， そ の責 任 を 負 わ され て ，村 を追 放

され た の で あ る。

　 こ う して ， １９８４年 ９月 の 時 点 で は ，パ リ社 会 で き わ めて 重 要 な 社 会 的 役 割 を担 って

い る コル と ウ ィァ トゥオ 集 落 の首 長 が ， いず れ も空 位 の ま ま にな って しま った。 さ ら

に， 行 政 首 長 の 職 も， 先 任 者 が 税金 の使 い込 み の た め更 迭 され て 以来 ， 空席 で あ った。

つ ま り， 雨 の 問 題 だ け で な く， よ り一 般 的 な問 題 につ いて ， 政 治 的 リー ダ ー シ ップ を

発 揮 しう る人 物 は存 在 しな くな った の で あ る。
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５．　 １９８５年　雨 の首長不在，各集落の対応

　 　１）　 ウ ィア トゥオ集 落

　 １９８４年 １１．月末 ，私 は村 を去 った。 そ して 翌 １９８５年 ５月 に再 び 村 入 り し， ６．月 下旬 ま

で 滞 在 した。 雨 の 首 長 ， お よ び コル集 落 の 首 長 も不 在 の 状 況 に， モ ジ ョ ミジが ど う対

処 して い くの か ，私 に は関心 が あ った 。

　 パ リの人 々は ， 雨 を コ ン トロ ール し う る人 が存 在 しな い状 況 を， 「わ れ わ れ は ジュ

オ クの手 の 中 に あ る」 と形 容 す る。 雨 季 が近 づ いて も， モ ジ ョ ミジ はわ が 身 を ジ ュオ

ク に委 ね た ま ま で ，何 の対 応 策 も と らなか った 。

　 この 年 ， 雨 は例 年 よ り早 く， ３月 に降 りは じめた 。 そ して ， ３月 末 か ら ４月 初 め に

か けて ， 各 集 落 は別 々 にモ ロ コ シの播 種 を行 な った 。

　 ４月 ， 雨 は順 調 に降 り続 い た が ， ５月 に入 る と止 ま って しま った 。 そ して ， 特 にプ

ゲ リ， コル ， ア ングル メ レ集 落 の畑 に ，雨 不 足 の影 響 が で は じめた 。

　 ５月 末 ， か ん ばつ の 原 因 を 知 るた め ， ウ ィァ トゥオ集 落 の モ ジ ョ ミジ は， あ る ア ジ

ュ ワ （女 性 ） の もとへ 赴 いた 。 彼女 は， 雨 を妨 げ て い るの は ブ ラ と コル の両 集 落 で あ

る ，彼 らが畑 に呪 物 を埋 めた た め， 雨 が 降 らな い の だ と判 定 した 。

　 そ こで ， この問 題 を究 明 す るた め ， ウ ィア トゥオ集 落 の モ ジ ョ ミジ は全 モ ジ ョ ミジ

を召 集 し， ５．月３１日， ア ゴ ー ラ （前年 ７月 に ニ ブ ル の件 で会 議 が開 かれ た 場 所 ） で 会

議 を 開 い た。

　 この会 議 に お いて ， ウ ィ ア トゥ オ は公 然 とブ ラ ・コル両 集落 を非 難 し，次 の よ うに

述 べ た。 「わ れ わ れ は， お ま えた ちが何 か （呪物 ） を畑 に埋 め た こ とを知 って い る。

そ れ らを す ぐに掘 り出 す よ うに。」

　 コル は次 の よ うに反 論 した。 「わ れ わ れ は皆 ， 同 じパ リで あ る。 パ リを苦 しめ るた

め に，雨 を止 め るな ど で きな い。 去 年 ， わ れ わ れ の モ ロ コ シ は不作 だ った。 ど う して ，

今 年 もそ れ を繰 り返 す こ とが で きよ う。」

　 ブ ラ集 落 も同様 の反 論 を し， さ らに重 ね て言 った。 「ウ ィ ア トゥオ よ， も しお ま え

た ちが ，’わ れ わ れ が 何 か を 埋 め た と主 張 す る な ら， い っ し ょに それ を 掘 り出 しに行 こ

う。」 ウ ィァ トゥオ集 落 の モ ジ ョ ミジ は， 「わ れ わ れ は ， ア ジ ュ ワ に告 げ られ た だ け で ，

埋 め られ た 場 所 を 知 って い るわ け で は な い。」 と答 え た 。

　 議 論 は平 行 線 を た ど り， 長 老 た ちが 次 の よ うに と りな して ，会 議 は い ちお う終 了 し

た。 「い ま や ， わ れ わ れ に は雨 の首 長 は いな い。 わ れ わ れ の 口 を ひ とつ に して ， 雨 が

降 るよ うに しよ うで は な いか 。」 「口 を ひ とつ にす る」 （ｒｉＰＯ　ｄｈｏｋ　ａｃｉｅｌＯ） と は， パ リ内

部 で争 い の な い状 態 を指 す 。 内部 で 争 い が あ る と， ジ ュオ ク の助 け が得 られ ず ， 雨 は
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降 らな い と考 え られて い る。

　 この会 議 後 ， ウ ィア トゥオ ， コル ， プ ゲ リの ３集落 は ， かん ばつ の原 因 をつ き とめ ，

雨 を 降 らす た め に ， そ れぞ れ 独 自の 動 きを み せ る。 これ は ，雨 の首 長 と い う中心 的 な

権 威 が存 在 しな い こ との必 然 的 結 果 と考 え られ る。

　 まず デ ウ ィア トゥオ の モ ジ ョ ミジ階 梯 は， 雨 を 妨 げ て い る犯 人 に つ い て ， さ らに正

確 な 情 報 を 得 るた め ， ジ ュバ の町 の 有 名 な ア ジ ュ ワ （占 師）Ｌの も とへ ２入 の代 表 を派

遣 した 。 この ア ジ ュ ワは ， ス ーダ ン人 で は な く， ナ イ ジ ェ リア の フ ァ ラタ （Ｆａｌａｔａ）

とい う民族 出 身 の男 だ とい わ れて い る。 フ ァラタ と は西 ア フ リカ の牧 畜 民 フ ラニの ア

ラ ビ ア語 名 で あ る。

　 フ ナ ラタ の ア ジ ュ ワは ，報 酬 と して ４００ポ ン ドを 要 求 した 。 モ ジ ョ ミジの代 表 は，

と りあ え ず持 ちあ わせ の ２００ポ ン ドを支 払 った 。 ア ジ ュ ワ は， ２種 類 の粉 と ２種 類 の

木 片 を 与 え て 言 った。 「村 に戻 る と， 白い雄 羊 を探 せ 。 そ して ，薪 を集 めて 火 を た き，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な

雄 羊 と， 粉 と木 片 を 灰 にな るま で燃 や しな さ い。 そ うす れ ば雨 が降 る。」 そ れ か ら，

も し残 りの ２００ポ ン ドを支 払 え ば ，雨 を妨 げ て い る犯 人 の 名 前 を 教 え て や る と言 った

と い う。 しか し， モ ジ ョ ミジ の代 表 は， 現 金 不 足 の た め ，犯 人 の 名 前 を 聞 きだす こ と

はで きな か った。

　 　２）　 コル 集落

　 一 方 ， コ ルの モ ジ ョ ミジ階梯 は， ロ トゥホ族 の村 ロキ リ （Ｌｏｋｉｒｉ）の 雨 の首 長 ， リ

コ リ （Ｌｉｋｏｒｉ）をパ リに招 く こと を決 定 した 。　 リコ リは， 強 力 な 雨 の 首 長 と して知 ら

れ て い る。 雄 牛 １頭 ， 雌 牛 １頭 現金 １００ポ ン ドが贈 られ ， リコ リはパ リに来 る こ とに

同 意 した。

　 ６月 初旬 ， リコ リは自分 の雨 薬 を携 えて 来 村 し， 雨 を 降 らす た め の儀 礼 を何 度 か行

った 。 まず ， 彼 は村 に着 く と，灰 色 の雄 羊 を連 れ て くる よ う命 じた 。 羊 は屠 殺 さ れ ，

リコ リは内臓 を 調 べ た ２？）。 胃 は問 題 な か った 。 次 に ，彼 は肺 を 取 り出 し息 を 吹 き込 ん

だ 。 彼 に よ る と， 肺 の あ る部 分 は良 く，他 の部 分 は悪 か った 。 彼 は良 い部 分 は豊 か な

収 穫 を ， 悪 い部 分 は飢 餓 を 表 わ して い る と言 った 。 肺 の 悪 い部 分 は， 栽 培種 の ウ リ

（ｅｓｃｏｋ）と結 び つ けて 棄 て られ た 。 そ れ か ら，羊 の 胃Ｑ 内容 物 ， 水 ， 野 生 ウ リ （ａｋａｔＯｊｏ）

お よび 呪 物 を 混 ぜ た もの を小 さな壺 に入 れ ，畑 に運 び， 口 だ けだ して 畑 に埋 め た。

　 次 に， リコ リは， モ ジ ョ ミジ に陸 亀 （ん卿 ∂ｏたｏｒ祝ｏγの を捕 え て くる よ う命 じた。

捕 え られ た 陸亀 の 甲羅 に は穴 を あ け ，畑 につ く った小 さ な柵 の 中 に入 れ た 。 この 柵 は，

先 日埋 めた 壺 の す ぐ傍 に作 られ た。 リコ リは， 畑 まで 出向 いて ヅ 陸 亀 に水 を か け た。

２７）パ リでは，雨の首長 も，アジュワも，こう した内臓占いを行なわない。
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や が て大 雨 が 降 り，雨 が止 む と ，亀 は ど こか へ 逃 げ て しま って い た。

　 異 部 族 の 男 リコ リが 遂行 した これ らの儀 礼 の 目的 を， コル の人 々 は，雨 を降 らす た

め と理 解 して い た。 しか し， そ の各 過 程 と象 徴 の 持 つ 意 味 ，例 え ば ， なぜ 陸 亀 が使 わ

れ るの か ， は解 らな か っ た よ うで あ る。

　 ま た ， リコ リは雨 薬 と して ，指 ほ ど の大 き さで ， キ ャ ッサバ の茎 の よ うな赤 い色 を

した木 片 を ふ た つ持 って いた が ， その 使 用 法 は次 の とお りで あ る。 雨 薬 を まず ゴ マ油

に漬 け ，次 に水 ， 山羊 の 胃 の 内容 物 ， 野 生 ウ リを 砕 いた もの を 混ぜ た液 体 に漬 け る。

そ うす る と， 木 片 の 断 面 か ら泡 が 出て くる。 この泡 は， 雨 の象 徴 と考 え られ て い る。

そ れ か ら， リコ リは雨 が 降 る まで 頭 を うな だれ て 家 の 中 に坐 り続 け る。 も し，外 に 出

る と雨 雲 が 四散 して しま い雨 は降 らな い と い う。 彼 は，以 上 の行 為 を ，何 度 か繰 り返

した。

　 リコ リの滞 在 中 ， コル 集 落 の畑 に は大 量 の 雨 が 降 り， 雨 の 首 長 と して の彼 の仕 事 は

成功 で あ った と み な さ れて い る。 村 に招 か れ る時 ， 彼 は ２頭 の 牛 と １００ポ ン ドを贈 ら

れ た が ，村 に滞 在 中 も，毎 日 ２斗 の モ ロ コ シ ビ ール が 与 え られ た。 さ らに ， そ れ とは

別 に， 長 老 ， モ ジ ョ ミジ， 若 者 階 梯 の 各年 齢 組 は，現 金 １０ポ ン ドと ビー ル １斗 を贈 っ

た と い う。

　 リコ リは， ６月 １７日， パ リを 去 り 自分 の村 に帰 った。

　 　 ３）　 プゲ リ集 落

　 プゲ リ集 落 の モ ジ ョ ミジ は， ６月 初 旬 ， ト リッ トの 町 か ら， イ コ イ （Ｉｋｏｉ） とい う

名 の女 ア ジ ュ ワ （占 師） を呼 び よせ る こ と に し，・４名 の 代 表 を 派遣 した。 イ コイ は，

ロ トゥホ族 出身 の有 名 な ア ジ ュ ワで ウ ィ ア トゥオ 集 落 の モ ジ ョ ミジの招 きに よ って ，

１度 パ リに滞 在 した経 験 もあ る。

　 イ ｉコイ 招 聰 のた め， プゲ リ集 落 の モ ジ ゴ ミジ は，雄 牛 １頭 と雌 牛 １頭 を用 意 した 。

６月 １３日， イ コ イ は息 子 と姉 （同 じ くア ジ ｉ ワで あ る） を 伴 って来 村 した。

　 イ コ イの 一 行 は， モ ジ ョ ミジの主 だ った メン バ ーの家 に落 ちつ い た。 イ コ イ は， 雄

羊 を連 れて くる よ うに命 じた 。

　 連 れ て こ られ た 雄 羊 は， イ コ イの 目前 で ３た び放 尿 した。 彼 女 は地 面 に しみ こん だ

尿 を手 につ け， 自分 の 頭 た置 き， 姉 に放尿 の 意 味 を 問 うた。 姉 は ， 「３度 は良 い知 ら

せ 。 も し， ２回 放 尿 した な ら悪 い知 らせ 。」 と答 え た。 そ の場 に は， モ ジ ョ ミジ の代

表 ４名 が 同席 して いた 。 羊 は，彼 らに よ って窒 息死 させ られ た。 イ コ イ は， ナ イ フで

羊 の腹 を裂 き， 内臓 を調 べ は じめた 。

　 イ コ イ は， 肺 ， 心臓 ，肝 臓 ，腸 を念 入 りに 調 べ た。 特 に異 常 は なか った 。 腸 間 膜 の
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血 管 を 見 て ，「十 分 な 雨 が 降 るべ きで あ る。」 と言 った 。 次 い で ，肝 臓 付 近 の膜 に水 が

溜 って い るの を指 さ し，「降 るべ き雨 が妨 げ られ て い る。」 と言 った。 さ らに， 肝 臓 の

表 面 の 白斑 ， 腸 間 膜 の 指 先 大 の 白粒 を指 し示 し，雨 が 妨 げ られ て い る しる しで あ る と

言 った。

　 そ れ か ら， イ コ イ が羊 の 胃 を切 開 す る と，皮 の切 れ は しが ７個 と， 長 さ１０数 セ ンチ

の 紐 が 出 て きた。 皮 の塊 は ， とて も羊 が 飲 み下 した とは思 えな い大 きな もの で ， そ れ

を 見 た ４人 の モ ジ ョ ミジ は， 息 を の ん だ。 こ こで ， イ コ イの 態 度 は一 変 し，攻 撃 的 に

な る。

　 「これ は ， モ ジ ョ ミジ が わた しを 殺 そ う と して い る し る しで あ る。 今 日す ぐ ト リ ッ

トに戻 り， お ま え た ち を非 難 して や る。」 彼 女 は ， ナ イ フで 内臓 ， 胃の 内 容 物 を た た

きな が ら，興 奮 して声 高 に しゃべ る。 血 や体 液 が ， 四方 に飛 び散 る。 モ ジ ョ ミジた ち

は， た だ お し黙 って い る。 イ コ イ は彼 らに， す ぐこ こか ら出て い くよ うに命 じた 。

　 雄 羊 の 胃 か ら発 見 さ れ た皮 の塊 は， プ ゲ リの モ ジ ョ ミジ に大 きな衝 撃 を与 えた 。 私

に は， イ コイ の攻 撃 性 の表 出 が｝ モ ジ ョ ミジ との 関係 に お い て 自分 が主 導 権 を と るた

め の 演 技 の よ うに思 わ れ た。

　 イ コ イが 到 着 した 日の午 後 か ら降 りは じめた 雨 は，夜 に入 って豪 雨 とな り， １４日の

朝 まで 降 り続 いた 。 そ して ， １６日に は ， イ コイ は かん ばつ の 原 因 を 究 明 し除去 す る た

め の儀 礼 を と り行 な った。 この 日 は， 朝 か ら雨 だ った。

　 早 朝 ５時 半 ， イ コ イ と姉 はプ ゲ リ集落 の広 場 に赴 き， その 中央 に坐 った。 数 １０人 の

長老 ， モ ジ ョ ミジ ，若 者 が彼 女 た ちを 取 り巻 い た。

　 イ コイ は，空 の ヒ ョ ウタ ンの器 ２８）を手 で カ タ カ タた た きな が ら振 った。 そ れ か ら，

器 の 中か ら小 さな布 の 包 み を取 り出 し人 々 に示 した 。 「これ は， 畑 に埋 め られ た もの

で あ る。 あ る老 女 が死 ん だ と き， 彼 女 は この 包 み を あ る男 に ，パ イ プ を別 の 男 に与 え ，

プ ゲ リに雨 が 降 らぬ よ う埋 め る よ うに命 じた の で あ る。」 と イ コ イ は言 った 。

　 空 の 容 器 か ら現 わ れ た布 包 み は ， プゲ リの 人 々を お どろ か せ た。 イ コ イ は， モ ジ ョ

ミジ に対 して 新 た な 要求 を つ きつ けた 。 「わ た しは ， 山羊 １０頭 と現 金 １００ポ ン ドが 欲 し

い。 さ もな い と， ト リ ッ トに戻 る。 雨 を妨 げて い る呪 物 は他 に もあ る。 も し， わた し

の 要 求 に応 え て くれ た ら， そ れ らを見 つ け 出 して や ろ う。 仕 事 を始 め る前 に ，要 求 し

た も の をす べ て ， こ こ に持 って きて欲 しい。」

　 要 求 を うけた モ ジ ョ ミジ は，広 場 の傍 で数 分 間 話 し合 い， 結 局 要 求 を の む こ とに し

た 。 急 いで 現 金 が 集 め られ た。

２８） ヒョウタ ンの容器 は，南部スーダ ンー帯で 占い師 ・呪医が診断 ・治療のために広 く用いる。
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　 現 金 １００ポ ン ドが イ コイ に手 渡 され ， 彼 女 は再 び 仕 事 に と りか か った。 黒 羊 が連 れ

て こ られ た。 羊 は放 尿 し， イ コ イ は それ を 手 で うけ て ， 自分 の 額 ， 頭頂 に 塗 った 。 そ

れ か ら，羊 は腹 を裂 い て屠 殺 さ れ，‘内臓 が と り 出 され た 。 内臓 の検 査 が終 る と ， イ コ

イ は 次 の よ うな演 説 を した 。

　 「チ エ ンを残 した人 々 は死 ね 。 そ して ， 雨 よ降 れ 。 羊 は放 尿 せ よ ， そ して雨 よ降 れ 。

見 つ か った布 包 み に よ って ， お ま えた ち は呪 わ れ て いた 。 しか し， も う大 丈 夫 だ。 ジ

ュオ クは す べ て を知 らて い る。 わた しは， モ ジ ョ ミジの 求 め に応 じて ，人 々 を助 け に

きた。 今 や ， わ た しは お ま え た ち の母 の よ うな もの だ 。 今 度 パ リに来 た と きは ， ヒ ョ

ウタ ン １杯 の モ ロ コ シで十 分 で あ る。 そ れ で よ ろ こん で 仕 事 を しよ う。」 も ちろ ん ，

これ は数 分 に わ た る演 説 の要 旨で しか な い。 この 演 説 を も って ， この 日の儀 礼 は終 了

した。

　 イ コイ の 到着 以 来 ，雨 が 降 り出 した の で ， プ ゲ リの モ ジ ョ ミジ は彼 女 の能 力 を認 め

て い た。 結 局 ，彼 女 は最 初 に贈 られ た 牛 ２頭 に加 え て ， 山 羊 １０頭 ，現 金 １００ポ ン ド，

そ して さ らに モ ロ コ シ ２袋 （約 １８０キ ロ グ ラ ム） とい う多 額 の 報 酬 を得 た の で あ る。

私 に は ， モ ジ ョ ミジ に対 して主 導 権 を握 り， で き る限 り利 益 を ひ き出 して い くイ コイ

の手 練 手 管 が 印象 深 か った。

　 　 ４）　 集 落 間 の緊 張 緩 和

　 さて ， ジ ュバ の ア ジ ュ ワの もと に派 遣 され た ウ ィ ァ トゥオ 集 落 の 代 表 は， い か な る

報告 を村 に持 ち帰 った の だ ろ うか。 先 に述 べ た よ う に， 彼 らの 目的 は ，雨 を妨 げ て い

る特 定 の個 人 あ る い は集 落 を 同定 す る こ とで あ った。 そ して ， 同 定 さ れ た人 々 は， ウ

ィア トゥオ 集落 の モ ジ ョ ミジ か ら告 発 され ， 暴 力 に よ る制 裁 を 受 け る こ とは 必 至 だ っ

た の で ，村 人 た ち は 固唾 を呑 ん で 結 果 を 待 ちか ね て い た 。

　 と ころ で ， ウ ィァ トゥオの モ ジ ョ ミジ は， 現 金 不足 の た あ ， ア ジ ュ ワか ら犯 人 の名

前 を 聞 きだ せ な か った。 ２名 の代 表 は， ６．月１３日， イ コ イが 到 着 した の と同 じ 日に村

に戻 った。 代 表 は ア ジ ュ ワ の指 示 を伝 え， それ に従 って 白 い雄 羊 を焼 却 した。 そ して ，

この 日か ら， プゲ リと 同様 に ウ ィ ァ トゥオ 集 落 の 畑 に も雨 が 降 りは じあ た ので あ る。

　 しか し， ウ ィァ トゥオ以 外 の集 落 で は， 興 味 深 い こ と に， ア ジ ュ ワ は雨 を妨 げ た犯

人 と して ウ ィア トゥオ 内部 の ５名 の 名 を 告 げ た とい う噂 が ， ま こ と しや か に広 が って

い た。 人 に よ っ て多 少 の異 同 は あ った が ， 雨 め 首 長 ビデ レの父 ウ ンガ ンの妻 を含 む ５

名 の じ っさ い の 名前 まで 語 られ て いた 。噂 の 語 り手 ， 聞 き手 た ち は ， も し犯 人 が ウ ィ

ァ トゥオ以 外 の者 だ った ら， きっ と ウ ィ ァ トゥオ に殺 され て い た だ ろ う。 しか し， 自

分 の集 落 の メ ンバ ー を ５名 も殺 す こ と はで きな い の で ，犯 人 に は手 を 出 さ な いで い る
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と信 じていた。また，５名の犯人は，告発後畑に埋めていた呪物を掘 り出した。その

ため，１３日以降雨が降りはじめたと理解 している人 々もいた。

　 このような，客観的事実からかけ離れた， しかし何 らかの根拠 はある噂が流布され，

いく通 りもの主観的事実が形成されていく過程は興味深い。主観的事実 も当事者の人

々にとってはきわめて現実的なものである。

　以上のように５月３１日の会議で表面化 した集落間の緊張は， ６月中旬以降，全集落

にまんべんな く雨が降ったため，深刻な紛争に展開することなく解消 した。

　雨の首長が不在の状況のもとで，雨を降 らすために，各集落が独 自の動 きをみせた

ことが，１９８５年の特徴のひとつである。今や，６集落全部が，それぞれの雨薬を保持

しているといわれている。

　 この点に関して，指導的な地位にあるウィァ トゥオ集落のモジョミジに意見を求め

たことがある。 彼は，「雨の首長がいない以上，各集落がパ リに雨をもた らすために

努力するのはいいことである。 もし，ブラが失敗 しても，コルは成功するかもしれな

い。」 と答えた。 確かに， この考えも納得 しうるが，その一方で， 各集落は必ず しも

パ リ全体の安寧と豊饒のために奮闘 しているのではないのも事実である。つまり，各

集落が雨薬を保持 し，それらを統制する中心的な権威を欠 く現在の状況は，集落間の

葛藤 ・奮闘が発展する可能性をつねにかかえているといえる。

　以上の潜在的に不安定な状況は，おそらく数年後，ビデレの一人息子が雨の首長と

してパ リに戻って くるまで続 くと思われる。

Ｉｖ． 討 論

１．　 降雨の因果論における結果の重視

　紛争の記述を通 じて，パ リにおいては，降雨は単なる自然現象ではなく，固有の降

雨の因果論によって解釈 されることにより，社会的な問題となることを明らかにしえ

たと考える。第二章では，この因果論の特徴として，その多元性と妥当性が結果論的

に検証されることの ２点をあげた。 ここでは，これ らの点をさらに論 じてみたい。

　パ リの人々は，なぜ雨の首長が雨をコントロールできるのか，またどうして雨薬が

効力を発揮するのかについてはあまり関心がない。む しろ，雨の首長や雨薬がじっさ

いに雨をコントロールできるのかどうかに重大な関心を寄せている。つまり，彼 らに

とっては，作用の過程より，結果が重要なのである。 こうした 「結果第一主義」は，

これまでみてきた様々な出来事によく現れている。　　　　　　　　　　 ’
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　 例 え ば ，・ア チ ョ リ族 の雨 の 首 長 ，・ル ドル フ ォ は，雨 を 降 らせ るた め に来 村 した が ，

降 らせ す ぎ たた め に， す ぐに村 を 追放 され て しま った。 ま た ， コル集 落 の ア ジ ュ ワ，

ウイ エ ンは ， 当初 人 々 か ら疑 いの 目で 見 られ な が ら も，何 度 か力 を発 揮 し， 良 い結 果

を もた ら した た め に ，小 さ な雨 の 首 長 た りえ た 。 しか し， そ の 力 が 失 わ れ るや いな や ，

た だ ち に追 放 され た の で あ る。

　 ま た逆 に， １９８５年 ， コ ル集 落 に招 か れ た リコ リの よ うに ，失 敗 す る こ とな く良 い結

果 に恵 まれ た ま まで ， 多 額 の 報 酬 を 得 て ，仕 事 を終 え る場 合 もあ る。 雨 の首 長 ニ ブル

に対 す る人 々 の態 度 も， こ う した 結 果 第 一主 義 に裏 打 ち さ れ て い る。 い った ん 雨 の 首

長 と して の 能 力 にか げ りが 生 じる と， モ ジ ョ ミジの対 応 は厳 し くな る。 彼 らは毎 年 多

量 の財 と サ ー ヴ ィス を 提 供 し， そ の 見返 り に首 長 が良 い結 果 を もた らす ことを 期 待 し

て い る。 この期 待 が裏 切 られ る と， 雨 の 首 長 は も はや 首 長 で は な くな るの で あ る。

　 た だ し，他 の専 門 家 と比 べ る と， 雨 の 首 長 に対 して は，結 果 第 一 主 義 の適 用 が 寛 大

で あ る こ と を忘 れ て は な らな い。 つ ま り， ニ ブ ル の ば あ い ，長 期 間 にわ た って 失 敗 を

続 け て も， チ ャ ンス は くり返 し与 え られ た わ け で あ る。 この こ とか ら，雨 を コ ン トロ

ー ルす る力 を備 えた 専 門 家 が 複 数 い るな か で も
， や は り雨 の首 長 が特 別 の地 位 を 占 め

て い る こ とが うか が え る。

　 と こ ろで ， こ う した 結 果 重 視 の姿 勢 は， か ん ば つ や大 雨 が モ ロ コ シの成 育 に影 響 を

与 え る よ う にな って は じめて ， そ の原 因 が追 求 さ れ る とい う特 性 ， つ ま り災 厄 が 訪 れ

て は じめて 災 因 が 事 後 的 に検 討 され る とい う特 性 と も通 じて い る。 この点 はケ ニ ヤ の

メル （Ｍ ｅｒｕ）社 会 に お け る雨 乞 い儀 礼 の 過 程 と共 通 して お り興 味 深 い ［加 藤 　 １９８４：

７０－７４］。

２．　 政治的操作の媒体 と しての雨薬

　 さて ， 結 果 第 一主 義 にお いて は，効 きめ の 強 い雨 薬 へ の関 心 が 非 常 に高 い た め ， そ

の 所 在 が 政 治 的 問題 とな る こ とが多 い。 ニ ブ ル とマ テ ィァ を め ぐる紛 争 の な か で ，雨

薬 が はた して彼 女 （彼 ） の手 も とに あ る か ど うかが ， 問 題 の 焦 点 で あ った こ とは す で

に見 た 。

　 も と も と， そ の本 来 の性 質 か ら して ， 雨 薬 は きわ めて あ い ま いな 存 在 で あ る。 ご く

少 数 の人 しか じ っさ い に 目 に した こと はな く， ほ とん どの 人 は， そ れ が な ぜ雨 を コ ン

トロ ール で きる の か を知 らな い。 また ， 雨 薬 の す べ て が ， アチ ョ リや ロ トゥホ とい っ

たパ リの 「外 」 か ら招 来 され た もの で あ る こ と も注 意 して お い て よ い。 そ して ，不 思

議 な こ とに雨 薬 は， しば しば所 在 が 不 明 にな った り紛 失 した りす る。
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　こうした雨薬の秘密性，あいまい性こそが，雨薬をす ぐれて政治的な存在た らしめ

ていると思われる。つまり，雨をめぐる政治劇において，雨薬 は当事者双方にとって，

さまざまな場面でさまざまな目的に用いることのできる，操作可能性の高い小道具，

あるいはそれ以上のもの，と考えられる。

　そこで次に，雨に関する紛争の政治的側面について検討する。

３．　 告発の社会的背景

　モジョミジ階梯は，つねに雨の不順の原因を追求 しているが，この営みは，結果 と

して，不順をもた らした原因と思われる人の告発をもた らす。告発 される人 は，生者

の場合 （雨の首長と雨薬を所持する人）と死者の場合 （チエンを残 した人） との２種

類がある。 しか し，いずれの場合も，告発の背景には，モジョミジと被告発人 との間

に何 らかの社会的葛藤があるという点で共通 している。

　チエンを残 したかどで告発されるのは，生前何 らかの不幸を背負っていたため，他

人に対する憎悪や嫉妬を抱いて死んだ人が多い。一般に，子宝に恵まれなかったり，

親類 ・友人から冷た くあしらわれたりして孤独な人生を送った人は，チエンを残すと

考えられている。

　第二章で述べたように，パ リの人々は他人の 「死の状況」に高い関心を抱いている。

死の床にある病人が，生前の社会関係の総決算 として，グエス （祝福）とチエンのい

ずれを言い残 したのか，病人と自分とがどういう関係にあるのかが，常に話題になる。

こうしたチエンの観念は，パ リが自らの社会関係にたいへん気をつかい，敏感である

ことと密接に関連 している２９）。

　すでに死んでこの世には存在 しない者を告発するチエンの場合と異なり，生者の告

発 は，モジョミジと被告発人とのその後の関係に深刻な影響を与える。なぜな ら，告

発 は被告発人に対する公然の暴力，追放，最終的には殺害を招 くことになるか らである。

ここで指摘 しておきたいのは，被告発人はすでに告発される以前から常に何 らかの社

会的葛藤を他者 と経験 しているという点である。告発は，その葛藤が衆目のもとにさ

らされる契機であるにすぎない。

　例えば，アニャラの場合をみてみよう。まず第一に，ウィア トゥオ集落のモジョミ

ジは，彼が自分の雨薬を用いて雨の首長になる野心を抱いていたと非難 している。ア

ニャラの告発は，首長の座をめぐる首長直系と傍系の間の， ３世代にわたる権力闘争

２９） Ｌｉｅｎｈａｒｄｔは ， ア ニ ュ ァ ク とデ ィ ンカーヌエ ルを 比 較 して ， 前 者 は人 間 に， 後 者 は牛 に 関心

　 を 抱 い て い る と論 じた ［ＬＩＥＮＨＡＲＤＴ　 ｌ９６２：７５】。 この 意 味で は， パ リは アニ ュア ク に近 い。
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の表 面 化 と い う側 面 を 持 つ （図 ５参 照 ）。 た だ し， 私 が アニ ャ ラ 自身 に イ ンタ ヴ ュ ー

した と こ ろ に よ る と，彼 自身 は首 長 に な る野 心 も， さ らに雨 薬 所 持 の 事 実 さえ も完 全

に否 定 して い る。

　 第 二 に， 告発 の 背 後 に は， ア ニ ャ ラの富 と成 功 に対 す る人 々の 嫉 妬 が あ る と考 え ら

れ る。 アニ ャ ラ は， 勤勉 で成 功 した農 夫 兼 商 人 で あ った 。 彼 の畑 は誰 よ りも広 く， 多

くの モ ロ コ シを 産 出 し， また 彼 は， ウ ィア トゥオ に商 店 を構 えて ， 小 売 業 と村 と町 の

間 の 交 易 とを 営 ん で いた 。村 に数 軒 あ る商 店 の ほ とん ど は， 外 部 者 に よ って 経 営 され

て お り， 市 場 経 済 の 浸 透 度 が 低 いパ リの な か で は， ア ニ ャ ラの よ うな 「商 才 」 に恵 ま

れた 男 は きわ めて 例 外 的 で あ った 。彼 の住 居 兼 商 店 も， 四角 い屋 敷 地 に トタ ン屋 根 の

四角 い家 屋 と い う， パ リの な かで 唯 一 の 立 派 な 町 風建 物 で あ った。 （パ リの 人 々 は，

ほ ぼ 円形 の 屋 敷 地 に草 葺 き ・円形 の家 屋 を建 て る）。

　 ウ ィア トゥオ集 落 がか ん ば つ に見 舞 わ れ た と き，人 々は ア ニ ャ ラが雨 を妨 げ る動 機

に つ いて 次 の よ うに考 えた 。 す な わ ち， も し人 々が 不作 に苦 しめ ば ，人 々は ア ニ ャ ラ

の店 で家 畜 と モ ロ コ シ を交 換 し飢 え を しの ぐ。 ア ニ ャ ラ はそ の家 畜 を 町 で売 りさ ば き，

さ らに モ ロ コ シを購 入 して 利 益 をか せ ぐだ ろ う。 つ ま り， か ん ば つ の結 果 ，人 々 は家

畜 を 失 い貧 し くな るが ， ア ニ ャ ラー 人 が 豊 か にな る。 人 々 は この よ う に考 え て い た。

　 次 に ， コ ル集 落 の首 長 マ テ ィア の場 合 は， 数 年 前 か らコル の モ ジ ョ ミジ との間 に葛

藤 が あ った。 第 二 章 で述 べ た よ うに， マ テ ィ ァの 首 長 と して の 特権 は削 減 され ， ウ ィ

ア トゥオ集 落 の雨 の首 長 と対 抗 して 保 って きた 独 自の地 位 が ， モ ジ ョ ミジの対 応 に よ

って損 な わ れ つ つ あ った 。 モ ジ ョ ミジの こ う した 動 きを ， マ テ ィア は心 よ く思 って い

な か った。

　 ま た ， マ テ ィ ア は数 年 前 か ら，Ｒ．Ｄ．Ｃ．の 近 くに あ る 「協 同 農 場 」 に 自分 の畑 を営

ん で い た。 この 農 場 は ，農 業 開発 のた め に， Ｎ・Ｃ・Ａ・と地 方 政府 が 援 助 して 開設 さ れ

た もの で ，百 名近 い農 夫 が参 加 して い る。 マ テ ィ ア は， か つ て ， コル の モ ジ ョ ミジ に

協 同 農 場 に畑 を移 す よ う助 言 した が拒 否 され て い る。

　 １９８４年 ，協 同 農 場 に あ る マ テ ィ’アの 畑 で は， モ ロ コ シが 豊 か に実 って い た が ，、コル

の畑 は 凶作 だ った。 この事 実 は ，モ ジ ョ ミジが マ テ ィ ア に対 して抱 い て い た嫌 疑 を い

っそ う確 か な もの に した 。

　 マ テ ィァ の追 放 後 ，協 同農 場 に あ った 彼 の 畑 は， コル集 落 の モ ジ ョミジ に よ って 分

割 ・分 配 さ れ た。 また ， ア ニ ャ ラ も協 同 農 場 に畑 が あ った が ， これ も同様 に ウ ィァ ト

ゥオ集 落 に分 配 さ れた 。 それ か ら， アニ ャ ラの 立 派 な住 居 兼 商店 は ，略 奮 ・破 壊 され

た。
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　以上の例から明らかなように，生者の告発の背景には，経済的不均衡および嫉妬，

羨望，憎悪 といった感情が存在 しており，告発によってそれらがいっきに表面化する

のである３０）。

　 ところで，モジョミジ階梯による，雨の不順をもたらした容疑者の告発には，ある

一定の論理が働いているように思える。

　かんばつ，あるいは大雨が続 くと，人々はたちまち餓えの危険に直面する。社会的

緊張は高まり，モジョミジは何が （誰が）雨の不順の原因かについて思いをめぐらす。

様々な可能性が検討された結果，具体的な告発に至るのであるが，告発のメカニズム

には次の四つの特徴があると考え られる。

　（１） 一連の告発は，様々な可能性をひとつずつ消去 していく効果がある。

　（２） 一般に，死者の告発が生者の告発に先行する。

　（３） 告発は雨の秩序が回復するまで続けられる。

　（４） 究極的には，雨の不順の原因はジュオクに帰せ られる。

　第二章で述べたように，降雨の因果論が多元的であるが故に，告発の回路 は多様で

あり，雨の不順が続 く限り，一連の告発は終わることはない。 しか し，様 々な告発は

全 くア トーランダム に行なわれるのではなく， そのシークエンスには上記のような秩

序が認め られる。そ して，シークエンスのいずれの段階においても，雨が順調に降り

始めると告発は終了 し，もっとも最後に告発された者が，やはり雨の不順の原因であ

ったと人々は納得するのである。また，一連の告発の果てに，雨の首長を殺害 した後

でもまだ雨の不順が続 くような場合には，おそらくジュオクが説明因として持ち出さ

れることと思われる。その意味において，ジュオクは降雨の因果論における究極因で

あるといえる３１）。

３０）雨の不順を もた らした責任者に対する告発は，邪術者 （ｓｏｒｃｅｒｅｒ）に対する告発 と類似 して い

　 る。た とえば，邪術者 はある種 の薬，あるいは毒を用いて相手 に災厄 を及 ぼすが， これは雨薬

　 の用法を想起 させ る。 ケニ ヤ ・ルオの社会では，」’ａｎｄａｇｌａと呼ばれる邪術者 は，動物の死体 に

　特別 の薬 と呪文 を加えて，相手が通 る道な どに埋 めるとい う ［阿部　 １９８３：’６２６－６２７］。この話

　 は，１９８２年にブ ラ集落のモ ジ ョミジが，他集落 への雨を妨げるため に，仔犬 の死体を畑に埋 め

　 た事件 と共 通 した特性を示 している。 しか し，邪術 はあ くまで個人閤の葛藤 にかかわる もので

　 あ って，共同体が個人を告発する，雨をめ ぐる紛争 とは性格 を異にする。また，一 般に集団を

　分裂 さす契機 とみなされている邪術 とは反対に，雨をめ ぐる紛争における個人の告発は，社会

　 的危機 にさい して ，共 同体の結束を 固め る効果を持つ点 も注意 してお く必要がある。
３１）ヌエルの場合は， この究極 因 （神， クオス）以外 に降雨の原因 となる ものはほとんどない。

　つま り，「彼 らは，誰かが雨を 『作 る』 ことがで きる とはけ っして思 って い な い」 のであ り，

　誰であろ うと 「で きるのは， 神 に対 して雨を降 らせて くれるように祈 ることだけ」である ［エ

　 ヴ ァンズ＝プ リチャー ド　 １９８２：４６８］。 したが ってヌエル は降雨の因果論そのもの に関心がな

　 く，雨の問題 が政治的に深刻 な紛争 に発展す る余地 はないと言え る。このヌエル とパ リの相違

　 は，ナイロー ト諸民族の比較研究上，興 味深い。
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　 ４．　 平 等主 義的 分節社 会 にお け る王権

　パ リ社会は本質的に，平等主義的 （ｅｇａｌｉｔａｒｉａｎ）な分節社会 （ｓｅｇｍｅｎｔａｒｙ　ｓｏｃｉｅｔｙ）

である。 分節社会 としてのパ リの特質は，拙稿 で論 じたことがある ［栗本　ｎ．ｄ．］。

既述のように，パ リ社会では雨の首長が社会経済的に突出 した唯一の人物であって，

社会階層の分化 と呼ぶべきものは存在 しない。ところで，分節の最大単位は集落であ

るが，雨をめぐる紛争 は，集落間の対立という形態をとることがある。各集落は，自

分の畑に十分な雨を降らせ るために，時には他集落を不作に陥れるために様々な策略

をこらす。 この点では，各集落は他と切 り離されて自律的である。 しか し，その一方

で，集落間の紛争が発展 しかけると，パ リ全体の統合が しば しが強調される。この統

合は，「口をひとつにする」という比喩で表現されることは先に述べた。 このように，

パ リ社会 は分裂 と融合 という両傾向の間を振 り子のようにゆれ動いているといえる。

それでは，こうした平等主義的分節社会において，雨の首長はいったいいかなる意味

を担っているのだろうか。そして雨の首長ニブルは，なぜ殺されなければな らなかっ

たのだろうか。

　今までの歴代雨の首長のなかで，殺害されたのはニブルだけである。雨の首長に限

らず，各集落の首長をとっても，少なくとも伝承をみる限りでは殺害された例はみあ

た らない。 こうした点からすれば，ニブルが殺された背景には 「暫定的女性首長」と

しての特殊性が働いていたと考えられる。

　 しかし，殺害までには至 らなかったにせよ，雨の不順が原因となって，雨の首長に

暴力が加えられたり，殺 されかけたりした ことはかつて もあった。また，パ リの周辺

地域で雨の首長が存在する社会 （ロトゥホ，バ リ，アチョリ）をみてみると，雨の首

長が暴行を受けたり，追放されたりした例には事欠かない。たとえば，１９８１年には，

ロトゥホのサブ ・グループであるロコイヤ （Ｌｏｋｏｉｙａ）の一村落，ロウェ （Ｌｏｗｅ）で，

雨の首長がかんばつの責任を問われて生 き埋めにされている。以上のことを考慮に入

れると，ニブルの殺害は決して特殊な事件ではないといえる３２）。

　おそ らく，人 々によって権威 と力量が認められている雨の首長の場合は，かんばつ

に見舞われても，批判が彼 に集中しないのであろう。あるいは，首長自身が，雨の不

順の責任を他に転稼する政治力を身につけていると言って もよいかもしれない。ニブ

ルの場合 は，かんばつの責任を彼女が一身に引き受けて しまったのである。

　いずれにせよ，平等主義的分節社会における王権 （広 く首長権 も含めた意味で） は，

３２） １９８６年 に は ロ トゥホ の サ ブ ・グル ー プ で あ る ロ フ ィッ ト （Ｌｏｆｉｔ）で ２名 の雨 の 首長 が殺 害 さ

　 れ て い る。
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構 造 的 に不 安 定 で あ る とい え る。 そ して ， ニ ブル の 死 後 現 在 に至 るま で ，約 ２年 間 首

長 の空 位 期 間 が 続 いて も， 人 々の 日常 生 活 に は さ ほ ど支 障 が な い こ とか ら明 らか な よ

うに ，パ リ社 会 の存 続 に と って ，首 長 は不 可 欠 の要 素 で は な い。 こ う した ， ア フ リカ

の王 権 の構 造 的 不 安 定 性 は， す で に多 くの研 究 者 の指 摘 す る と ころで あ る。 た とえ ば ，

Ａ．Ｒｉｃｈａｒｄｓは次 の よ うに述 べ て い る。 「常 備 軍 と制 度 化 され た 支 配 手 段 を欠 く支 配

者 は す べ て ，人 々 の信 仰 と い うナ イ フの エ ッジの上 でバ ラ ンス を と らね ば な らな い 」

ＩＲＩｃＨＡＲＤｓ　 ｌ９６１：２４］。 ま さ に，雨 の首 長 は， ナ イ フ ・エ ッジ の上 で 常 にバ ラ ンス

を保 と う と努 力 して いる の で あ る。

　 ニ ブル の 死 後 ， 雨 が 順 調 に降 り始 あ ， そ の年 は豊 作 で あ った た め， 彼 女 の 死 はパ リ

全 体 に蓄 積 して いた 社会 的緊 張 を 見事 に解 消 す る こと に な った 。 いわ ば ， 彼女 一人 が

死 ぬ こ と に よ って ， 共 同体 は危機 か ら救 わ れ た の で あ る。 今 に至 る まで ， 私 はニ ブ ル

の殺 害 を後 悔 した り， 恥 じた りす る声 を耳 に した こ とが な い。 こ う考 え て くる と， 彼

女 が 「贈 罪 の 山 羊 」 的 意 味 あ い を担 って 殺 され ， そ して 遺 体 が ブ ッシ ュ， つ ま り共 同

体 の 外 に棄 て られ た こ と は否定 で きな い。

　 雨 の 首 長 だ けで な く， 雨 の 不 順 の責 任 者 と して 告 発 を うけ， 暴 力 を 加 え られ た り，

村 か ら追 放 され た り． あ るい は墓 か ら遺 体 を掘 り出 され た りす る人 は， い ず れ も社 会

の緊 張 を 解 消 す るた め の手 段 とい う点 で， 照 罪 の 山羊 的 性 格 を持 って い る。 そ の な か

で も， 雨 の 首 長 は最 も効 果 の 強 い ヴ ィ クテ ィム （い け に え） で あ る と いえ る。

　 こ う した解 釈 は，Ｒ ．　Ｇｉｒａｒｄ の 説 く犠 牲 （供 犠 ）の根 本 原 理 を想 起 させ る。　Ｇｉｒａｒｄ

が ， 供 犠 の効 果 は，　 「い け にえ を使 う こと に よ って 共 同 体 内の 内 的 緊 張 ，怨 恨 ，敵 対

関 係 と い った 一 切 の ，相 互 間 の攻 撃 的 傾 向 を 吸収 す る」［ジ ラ ール 　 １９８２：１２］ こ と に

あ り， 王 殺 しは，共 同体 の 危 機 を救 う 「創始 的 な 満場 一 致 の暴 力 」 ［ジ ラール 　 １９８２：

１５５－１７６］ で あ る と述 べ る と き， 彼 は確 か に ニ ブ ル殺 害 ， あ る い は広 く雨 を め ぐ る紛

争 の 本 質 の い った ん を照 ら し出 して い る。 しか し，私 は Ｇｉｒａｒｄ の 理 論 ， と くに王殺

しの よ うな 創 始 的 集 団 暴 力 が 神 話 と儀 礼 の起 源 を なす とい う立 場 ， を パ リの 事例 に あ

て は め る こ と は保 留 した い。

　 いわ ゆ る神 聖 王 権 につ いて は， Ｇｉｒａｒｄ も含 めて ， フ レーザ ー以 降 ぽ う大 な 研 究 の

蓄 積 が あ る。 こ う した 研 究 史 ，研 究 動 向 に つ いて は，最 近 ， Ｇ．　Ｆｅｅｌｅｙ－Ｈａｒｎｉｋ ［１９８５］

が要 領 よ くま と めて い る。 これ らの研 究 に と って ， ア フ リカ の伝 統 的 王 権 ， と くに シ

ル ック に お け る王 殺 しが 想 像 力 の絶 え ざ る源 泉 とな って きた こ と は確 か で あ る。

　 シ ル ック に関 して は， 多 くの 人類 学 的 ，歴 史 学 的 研 究 が あ るが ， 脚 注７）で 述 べ た よ

うに， 実 際 に王 殺 しが行 な わ れ て いた か ど うか ， そ の肝 腎 の点 が不 明の ま まで あ る。
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Ｗ ．Ａｒｅｎｓの 指 摘 の とお り， シル ック研 究 は矛 盾 に満 ちて い る ［ＡＲＥＮｓ ｌ９７９：１６７－

１６８，１９８４：３５６］。 Ａｒｅｎｓは ，１９７８年 に シル ックの 調 査 を 行 な った 。 現 在 の と ころ ，

彼 の 研 究 は シル ック に関 す る最 新 の もの で あ る。 しか し， 調 査 期 間 （約 β カ月 ）は限 ら

れ て お り， 彼 の 論 文 も， フ ィ ール ド調査 よ りむ しろ文 献 調 査 の資 料 に拠 って い る。

つ ま り， シ ル ック は， 王 殺 しの 古典 的パ ラダ イ ム を提 供 して い る に もかか わ らず ，

信 頼 で き る民 族 誌 的 資 料 は極 めて少 な い の で あ る。 デ ィ ンカ に お け る 「漁 槍 の 主 の 生

き埋 め」 につ いて も， Ｌｉｅｎｈａｒｄｔ［１９６１：ｃｈａｐ．８］ の記 述 は間 接 的 な伝 聞 に基 づ いて

い る。 デ ィ ンカ 出身 の人 類 学 者 ，Ｆ・Ｄｅｎｇ は 自身 の 曽祖 父 ，祖 父 の生 き埋 め に関 して

記 述 して い る ［ＤＥＮＧ ｌ９７２：１３２，１４６］ か ら， 漁槍 の主 が 実 際 に生 き埋 め に さ れた

こと は確 か な よ うで あ る。 しか し， い ず れ にせ よ，情 報 は伝 聞 に基 づ い て い る。 以 上

の よ うに， 神 聖 王 権 の 例 と して 広 く引 用 され て きた シル ッ ク とデ ィ ンカ の事 例 の ， 民

族 誌 学 的 信 頼 度 は決 して 高 い と は いえ な い。

そ の点 ， パ リにお け る首 長 殺 しの事 例 は，私 の 調査 期 間 中 に発 生 した現 在 進 行 形 の

出来 事 で あ り， それ を詳 細 に記 述 で きた こ と は，研 究 者 と して 幸 運 だ った と考 え て い

る。 言 う まで もな く， 同 じ西 ナ イ ロー トと して ，パ リはデ ィ ンカ や シル ック と共 通 の

歴 史 ・文 化 的 伝 統 を 有 して お り， 本 論文 は， ナ イ ロー トに お け る比 較 研 究 の一 助 とな

る もの と考 え る。

最 後 に ， ニ ブ ル の殺 害 は， フ レーザ ー的 意 味 で の 王殺 し と は異 な る こ とを指 摘 して

お く。 Ｍ ．Ｗ 。Ｙｏｕｎｇ は， Ｅｖａｎｓ－Ｐｒｉｔｃｈａｒｄ の議 論 を受 けて ， 「制 度 化 され た儀 礼 的

王 殺 し」 と 「社 会 的 制 裁 で あ る暗 殺 」 と い う二 つ の 王 殺 しを区 別 して い る ［ＹＯＵＮＧ

ｌ９６６：１３８］。 ニ ブ ル の殺 害 は， それ に至 る十 分 な 理 由 はあ った にせ よ，事 の な りゆ き

上 の突 発 的 な事 件 で あ った か ら，後 者 の タ イプ に あて は ま る と考 え られ る。 もち ろん ，

フ レー ザ ー 的王 殺 しは 前者 で あ る。 先 に少 し述 べ た ロ コ イヤ で 最 近 生 じた雨 の首 長 の

生 に埋 め は 前者 の タ イ プ で あ る と言 え る。 Ｙｏｕｎｇ の二 類 型 は ， ス ーダ ン南 部 に お け

る今 後 の 調査 に よ って ，発 展 の余 地 が あ る もの と思 わ れ る。

５． 結 び にかえ て

雨をめぐる紛争に対するパ リの態度には，熱さと冷たさが奇妙 に同居 している。熱

狂的に被告発者を糾弾 していた男が， ある時には， 「人間に雨を降らせ る力があるは

ずがない。 もし，ほんとうにその力があるな ら，乾季にも雨を降らせて，一年中畑を

耕せばよいのだ」等 と醒めたことを言う。いわば，こうした合理主義と神秘主義の狭

間から紛争が産み出されているのか もしれない。
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　 本 論 に お いて 私が 試 み た の は， 複 雑 に こみ い った 紛 争 の よ りよ い テ クス トを 記述

し，そ の テ クス トに よ りよ い注 釈 を加 え る こ とで あ った。 私 はい わ ば ，語 り部 （ｓｔｏｒｙ－

ｔｅｌｌｅｒ）兼 解 釈 者 （ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｅｒ）を 目指 した とい え る。 この 試 み は成 功 した と は い い難

い が ， そ の不 足 分 ， と くに首 長 の本 質 の 考 察 と様 々な 象 徴 の 解 読 の 問題 は ，今 後 の調

査 研 究 で補 う こ と と した い。

　 現 在 の食 料 生 産 シス テ ム， 気 象 条 件 ， お よ び 降 雨 の 因果 論 が変 化 しな い限 り， 雨 を

め ぐる紛 争 は これ か ら も絶 えな い こ と と考 え られ るの で あ る。

付 記

　本論文 は以下の ４回にわ たる現地 調査の成果の一部である。１９７８年度 ：京都大学野外科学研究

会 ナイル踏査隊 （毎 日新 聞社後援）， １９８２年度 ：文部省科学研究費補助金 （海外調査）の交付を

受けた 「ザ イール東部 とスーダ ン南部 にお ける農業 と土地利用 の 研究」（研究代表者， 坂本慶一

京都大 学農学部教授），１９８４年度 ：文部省科学研究費補助金 （海外調査）「アフ リカ ・上ナイル及
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なわれ た。スーダ ンで は， ジュバ大学社会経済学部 に，客員研究員 と して所属 し，調査研究上 の

様々な便宜をはか っていただいた。
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付録 １ 人 名 録

ビデ レ Ｐｉｄｅｌｅ （男）：ウ ィァ トゥオ集 落 の 雨 の 首長 。 １９８０年 に病 死 。 ビデ レは ク リス チ ャ ン名 。

ニ ブ ル Ｎｙｉｂｕｒｕ （女 ）：ビデ レの第 一 夫 入 。 夫 の死 後 ， 雨 の首 長 位 を 継 ぐが ， １９８４年 ７月 に殺

害 され る。

ア ニ ャ ラ Ａｎｙａｌａ （男 ）：雨 の首 長 の リニ ィ ジ に 属 す る 長 老 。 雨薬 を 持 つ とみな され て い るｄ

１９８２年 ，’８３年 の 二 度 にわ た り村 か ら逃 亡 す る 。

マ テ ィア Ｍ ａｔｔｉａ （男 ）；コル集 落 の 首 長 。１９８４年 ９月 ，村 か ら追 放 さ れ る。 ク リス チ ャ ン名 。

ル ドル フォ Ｒｕｄｏｌｆｏ （男 ）：アチ ョ リ族 の 雨 の 首 長 。１９８２年 ８月 に来 村 。 ク リス チ ャ ン名 。

ウイ エ ン Ｗ ｉｙｅｎ （男）：コル 集落 の ア ジ ュ ワ （占 師）。 １９８４年 ８月 ，村 か ら追 放 され る 。

ア ク ドゥ Ａｋｕｄｕ （女 ）：ブ ラ集落 の ア ジ ュ ワ。 １９８２年 ５月 ， ブ ラ と ウ ィア トゥオ 集 落 間 の紛 争

に巻 き込 まれ 殺 され る 。

リコ リ Ｌｉｋｏｒｉ（男 ）：ロ トゥホ族 の 雨 の首 長 。 １９８５年 ６月 ， コル 集落 に来 村 。

イ コ イ Ｉｋｏｉ（女 ）：ロ トゥホ族 の ア ジ ュ ワ。 １９８５年 ６月 ， プ ゲ リ集 落 に 来 村 。

付録Ｈ　　紛 争 の 年 表

年 月 で き ご と モ ロ コ シ ・雨 の状 況

１９８０

１９８２

１９８３

１９８４

５

３

４

５

６

８

９

４

５

６

７

９

４

５

６

雨 の 首長 ビデ レの 病 死

ブ ラ集 落 の モ ジ ョミジ， ア ジ ュ ワ （Ａｋｕ・
ｄｕ）に会 う

ニブルとアニ ャラが換問 される

ニブルとアニ ャラ，撲たれ る

ブ ラのモジ ョミジニ 名，アジゴワ山 名が
殺 される

アニ ャラ逃亡

ニブル換問 され，その後逃亡

アチ ョリの雨の首長，ル ドル フォ来村

ル ドルフォ追放される

ニブルとアニ ャラ帰村

ビデ レの墓があばかれる

ニブルとアニ ャラが換問 される，アニ ャ

ラ逃亡

ウィア トゥオで墓があばかれ る

ニブルの換問

ニブルニ度 目の換 問

播種

ブ ラとプチュワを除 き雨不足

ウィァ トゥオかんばつ

大雨が降りはじめる

播種

雨が降り続く

大不作

播種，雨不足

雨不足 ，飢餓深刻化

雨が降る，播種

雨が止 まる

繭が再 び降 りは じめる

豊作

播種

雨が止ま る，再び播種

かん ばつ



栗本　 雨と紛争

１９８５

７

・８ ・

９

３

４

５

６

８

９

ニブル三 度目の換問，ニブル殺害 される

コルのモジ ョミジ，首長マテ ィアに要求

提 出　 　　 　 　 ～

アジュワ ・ウイエン，追 放され る

コルで，アベニの墓があばかれ る

コルの首長マティア，追 放され る

モ ジ ョ ミジの 会 議 コル と ブ ラが 非 難 さ

れ る

ロ トゥホ の雨 の首 長 ， リコ リ来 村 ， ロ ト

ゥホの ア ジ ュ ワ， イ コイ来 村

ウ ィア トゥオ， 代表 を ジ ュバ の ア ジ ュワ
へ 派遣

コル と ウ ィ ア トゥオ の 年 齢 組 間 で ｓｔｉｃｋ

ｆｉｇｈｔ， ウ ィ ァ トゥオ の若 者 死 亡
→ コル集 落 の ドラム ・ハ ウ スが ウ ィア ト

ゥオ に よ って 焼 き払 われ る　 　 　 　 　 、

雨 が降 りは じめる

しか し， コル とア ングル メレは
いぜんかんばつ

コル， ア ングルメ レ， プゲ リの
一部 は不作，他 は豊作

播種

雨は順調

雨 が止まる

雨 が降 りは じめる

いな ご， Ｗ ｅａｖｅｒｓの 来 襲

ウ ィ ァ トゥオを 除 き大 不 作

１６１


